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このたびは、パイオニア製品をお買い上げいたださまして、まことにありびとう 
ございます。弊社では、お買い上げいただいたお客様に「お客様登録」をお願 
いしています。上記アドレスからご登録いただくと、ご使用の製品についての重 
要なお知らせなどをお届けいたします。なお、上記アドレスは、困ったとさのよ 
くある質問や各種お問い合わせ先の案内、カタ□グや取扱説明書の閲覧など、 
お客様のお役に立てるサービスの提供を目的としたページです。 
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このたびは、パイオニア製品をお買いホめいただきまして、まことにありびとラござい 
ます。本機の機能を十分に発揮させて効果的にご利用いただくために、この取扱説明書 
をよくお読みになり、正しくお使いください。特に「安全上のごま意」 （8 目ページ）は 
必ずお読みください。なお、 r 取扱説明書」は「保記書」と一緒に必ず保管してください。 
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寸属品を確認する 


|1 


1レシーパーサブウーファー部の付属品（共通） 



単 4 お乾電池 X 2 



光デジタルケーブル X 1 

U 


FM 簡易 アンテナ X 1 



MCACC セットアップ用マイク X 1 



滑り止めパッド（大） 

(レシーバーヴ ブウー ファー 用 ）X 4 

MaM 

保証書 

取扱説明書（本書） 

かんたんセットアップガイド 


rHTP - S 737 スピーカー部の付属品 


センタースピーカー X 1 

iHHBiii 

フ□ント/サラウンド スピーカー X 4 




スピーカーコード 

4 m/ 赤色（フ□ントスピーカーち用）X1 
4 m/ 白色（フ□ントスピーカー左用）X1 
3 m/ 緑色（センタースピーカー用）X ] 
]0m/ 灰色（サラウンドスピーカーち用）X1 
]0m/ 青色（サラウンドスピーカー左用）X1 



ネジ X 12 


滑り止めパッド（ル） 

(スピーカーベース用） X 16 

































IHTP-SB 510 スピーカー部の付属品 

スピー カー X 1 スピ—力—コ—ド X 1 ネジ X 2 


スピーカースタンド X 2 滑り止めパッド（小） 

(スピーカー/スピーカースタンド用） X 10 


み 


I HTP-S 333 スピーカー部の付属品 


フ□ントス ピーカー X 2 

センタースピーカー X 2 

サラウンド スピーカー X 2 

壁掛け用ブラケット X 6 

i i i 

圓圓圓 


スピーカーコード 

4 m / ホ色（フ□ントスピーカーち用 ）X ] 

4 m / 白色（フ□ントスピーカー左用 ）X ] 

3 m / 緑色（センタースピーカー用/分岐タイプ ）XI 
]0 m / 灰色（サラウンドスピーカーち用 ）X ] 
]0 m / 青色（サラウンドスピーカー左用） X ] 


連結用ブラケット X 2 


D 


滑り止めパッド（ル） 
(スピーカー用） X 18 



ネジ X 8 


I HTP-S 535 スピーカー部の付属品 


フ□ントスピーカー X 2 パッキン X 2 





スピーカーコード 

4 m / ホ色（フ□ントスピーカーち用） X 1 
4 m / 白色（フ□ントスピーカー左用） X 1 


スピーカーベース 
X 2 


ネジ（ル/ポール固定用 ）X 8 

卿挪辦歡 
0 > 

ネジ（大/スピーカー固定用 ）X 4 


付属品を確認する 



园つたとき ■付録 


Pod / USB 国ヴラウンド再生 P 口 S 定 国リモコン 


)凡 

と 

援 


基 

本 

設 

定 

と 

操 

作 
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リモコンについて 


r リモコンに電池を入れる 


A 警告 

• 電池を直射日光の強いところや、炎天下の 
車内•ストーブの前などの高温の場所で使 
用-放置しないでください。電池の液漏れ、 
発熱、破裂、発乂の原因になります。また、 
電池の性能や寿命び低下することびありま 
す。 


fii モコンの操作節囲 

IJ モ コンは、 レシーバー サブ ウーファーの 
IJ モコン受光部から約7 m 、 左ち3ぴ1；( 
内の範囲から操作してください。 



お知6せ 





• 乾電池のプラス （+) とマイナス（一）の向 
さを、電池ケースの表示どおりに正しく入 
れて < ださい。 

• 新しい乾電池と一度使用した乾電池を混ぜ 
て使用しないでください。 

• 乾電池には同じ形状でを電圧の異なるをの 
びあります。種類の違ラ乾電池を混ぜて使 
用しないで < ださい。 

• 長い間 （1 か月じ(上）使用しないときは、 
電池の液漏れを防ぐために電池を取り出し 
てください。をし、液漏れを起こしたとさ 
は、ケース内についた液をよ<おさ取って 
から新しい電池を入れてください。 

• 不要となった電池を廃棄する場合は、各地 
ち自治体の指示（条例）に従って処理して 
<ださい。 


• 直射曰光や堂光巧の強い光び直接 U モコン 
受光部に当たると、 U モコン操作でさない 
ことびあります。そのよラなとさは、設置 
場所を変えるか、堂光好から離してください。 


6 














| y モコン 



1むシステム 

本機の電源をオン/オフ （ スタンバイ） 
します。 

2入力切換 

再生したい入力を選びます。 

3む入力機器 

本機に接続した他機器の電源をオン/ 
オフします。 


* び付いているボタンは、マルチコント□一 
ルボタンで操作する機器を選択したとさに 
使用でさます。 


4 レスァム I 

IJ モコンを本機の操作モードに切り換 
えます。また、システムセットアップ 
などを行うときに使用します。 

5 テレビコント □ —ルボタン 

マルチコント□ールの TV ボタンに割 
り当てられたテレビを操作します。 

入力 

テレビの入力を切り換えます。 

6 

テレビの電源をオン/オフします。 

チヤンネル+ / — 

テレビのチヤンネ J レを変更します。 

(テレビ）音量 +/ — 

テレビの音量を調節します。 

6 マルチコント□ールボタン 

本機の入力を切り換え、 IJ モコンを入 
力機器の操作モードにします。 

7 ディ 7— 

フ□ントパネル表示部の明るさを4段 
階で切り換えます。 

8音声切換 

音声び入力されている端テを切り換え 
ます。 （47 ぺージ） 

BD メニュ ー* 

ブルーレイディスクプレーヤーのメ 
ニュー画面を表示します。 マ 


V J 


各部の名刖とはたりき 
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各部の名前とはた 6 を 


9リスニングモードボタン 
AUTO/D 旧 ECT 

オートサラウンド再生（己己ページ） 
とダイレクト再生（己7ページ）を切 
り換えます。 

STEREO / A . LC . 

ステレオ再生およびオートレベルコン 
卜□ールモード、フ□ントサラウンド- 
ア ドバンス再生を切り換えます。 (己7 
ぺージ） 

STANDARD 

サラウンドモードの Dolby Pro Logic 
などの各モードを切り換えます。（己己 
ぺージ） 

ADV SURR 

アドバンスドサラウンドモードを切り 
換えます。（己6ページ） 

10オーディオ調整 

サラウンド効果の設定などを行います。 
(61 ページ） 

トップメニュ ー* 

ブルーレイディスクなどのトップメ 
ニューを表术します。 

11 TUNER EDIT * 

チューナー操作で、放送局を記憶させた 
り、名前をつけたりします。 （48 ぺージ) 

ツール* 

ブルーレイディスクプレーヤーなどの 
ツール画面を表示します。 

メニュ ー* 

DVD やテレビなどのメニュー画面を表 
术しよ9 〇 

12 >/♦/◄-/-►/ 決定ボタン 

本機のシステムセットアップ、または 
各種メニュー操作に使用します。 

TUNE 17* ボタン* 

ラジオの周波数を合わせます。 (48 ページ) 

PRESET 如/-►ボタン* 

記憶させたラジオ放送局を呼び出しま 
す。 （48 ページ） 


。設定 

本機のシステムセットアップを行いま 
す。 （64 ページ） 

ホー ムメ ニュ ー* 

ホームメニュー画面を表 7 J \ します。 

iPod CTRL * 

iPod の操作を、本機側と iPod 側とで 
切り換えます。（己]ページ） 

14音量+ / — 

本機の音量を調節します。 （47 ページ） 

15戻る 

本機のシステムセットアップや各種メ 
ニュー画面で]つ前の画面に戻0ます。 

ST / M 0 N 0* 

チューナー操作で FM MON 日の切り 
換えを行います。 （48 ページ） 

16高音+ / — 

本機の高音を調整します。 （ IJ スニン 

グモードび DIRECT または PURE 
DIRECT の時は使用でさません。） 

低音+ / — 

本機の低音（サブウーファーチャン 
ネルレベル）を調整します。 （ IJ スニ 
ングモードび DIRECT または PURE 
DIRECT の時は使用でさません。） 

1し■、►、■◄◄/►►!、 ◄◄/►►* 

ブルーレイディスクや DVD などの操 
作をします。 

じ(下のテレビ操作はシフトを押しなび 
ら行います。 

地上 A * 

地上アナ □ グ放送を選びます。 

地上 D * 

地上デジタル放送を選びます。 

BS * 

己 S デジタル放送を選びます。 

CS * 

]] 日度 CS デジタル放送を選びます。 
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17 消音 

音を一時的に消すとさに使用します。 

をラー度押すと、元の音量に戻ります。 

18 S . レトリバー 

ヴウンドレト U バー機能のオン/オフ 
を切り換えます。（己7ページ） 

EQ 

アコーステイックキヤ U ブレーシヨン 
EQ 機能のオン/オフを切り換えます。 
(58 ページ） 

CH 選択 

スピーカーごとに出カレベルを調整で 
さます。 I システム I ボタンを押してから 
CH 選択 ボタンでスピーカーを選んで、 
レベル +/—ボタンでレベルを調整し 
ます。また、 CH 選択 ボタンを巧して 
からでスピーカーを選んで和/一 
でレベル調整することもでさます。 

ス U —プ 

スリープタイマーを設定します。設定 
した時間び経過すると、本機の電源び 
自動的にオフになります。設定時間は 
3日分、6日分、9日分の中から選びます。 
設定後にス IJ ープボタンを押すことで 
タイマーの経過時間を確認することび 
でさます。 

SB ch 処理 

サラウンドバックチヤンネルの処理 
モードを切り換えます。 （6 日ページ） 

PHASE 

PHASE CONTROL モードのオン/才 
フを切り換えます。（己8ページ） 

ミッドナイト 

ミッドナイト機能を選択します。 （6] 
ぺージ） 

数字ボタン* 

CD や DVD のトラック番号などを選択 
します。 

決定* 

入力したテレビのチヤンネルなどを決 
定します。 


ご* 

iPod/USB の曲を IJ ピート再生します。 
* 

iPod/USB の曲をシャツフル再生します。 

HDD 、 DVD 、 VCR * 

HDD/DVD レコーダーやビデオー体型 
HDD/DVD レコーダーで、それぞれの 
操作を切り換えます。 

19表示 

本機の表示を切り換えます。押すたび 
に入力表示、 IJ スニングモード表示、 
音量表示などび切り換わります。 

20シフト 

四角で囲まれたボタン（たとえば 
[砸上百]など）はシフトボタンを押し 
なびら操作します。 


各部の名前とは~ 

備 


ぷ置と接続 


基本設定と操作 


IPO -USB 


I サラミド再生 I 


応用設定 


リモコン 


困つたとキ J 
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目!!のを前とはた 5 ま 



1表示部 （1] ぺージ） 

2ラジオチューナー操作ボタン 
ST/MONO 

FM ラジオのステレオとモノラルを切 
り換えます。 （48 ページ） 

TUNE +/- 

ラジオ放送の周波数を選択します。 （48 
ぺージ） 

3リモコン受光部 （目ぺージ） 

4電源インジケーター 

電源をオンにすると点好します。 

5 FUNCTION 

入力を切り換えます。 

6 AUTO/DIRECT 

オートサラウンド再生（己己ページ） 
とダイレクト再生（己7ページ）を切 
り換えます。 


7む STANDBY / ON ボタン 

電源をオン/オフ（スタンバイモード） 
します。 

8 VOLUME + / — 

音量を調節します。 

9 iPod / iPhone/USB 入力端子 

iPod や iPhone 、 またはマスストレー 
ジクラスに対応した USB メモ IJ 一を 
接続して再生します。（38、39ページ) 

10 VIDE 0/ AUDI 0 入力端子 

ビデオカメラやゲーム機などを接続し 
ます。 （39 ページ） 
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HD 

DTS-EXPRESS または DTS-HD 信号 
び入力されているとさに点打します。 

ES 

DTS-ES デコードを行っているときに 
点打します。 

96/24 

DTS 96/24信号び入力されていると 
さに点好します。 

NE 0:6 

IJ スニングモードで NE 日:6 CINEMA 
または NE 日:6 MUSIC のいずれかび選 
択されているときに点打します。（已己 
ページ） 
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P 
0 
d 

点打します （46 ページ)。また FM ラ U 
ジオ放送受信時は、登録した放送局の^ 
プ IJ セツト番号などさまざまな情報を _ 
表示します （48 ページ)。 ++ 

10 DTS インジケーター ^ 

DTS K 

DTS 信号び入力されているとさに点打 再 
します。 


2 AUTO 

オートサラウンドモード選択時に点な 
します。（己己ページ） 

3キャラクター表示部 

4 ST 

FM ラジオ放送をステレオで受信して 
いるときに点打します。 （48 ページ） 

5 TUNE 

FM ラジオ放送を受信しているとさに 
点なします。 （48 ページ） 

6 MHz 

FM ラジオ放送の周波数を表示してい 
るときに点なします。 （48 ページ） 

7 ★) 

ス IJ ープタイマー設定時に点打します。 
(9 ぺージ） 

8ラジオチューナープリセツトイン 
ジケーター 

PRESET 

放送局を登録するとさや、登録した放 
送局を呼び出すときに点灯します。 (48 
ぺージ） 

MEM 

放送局を登録しているとさに点滅しま 
す。 （48 ぺージ） 


I 表示部 



1 PHASE 

PHASE CONTROL モードびオンのと 
さに点好します。（己8ページ） 


入力信号インジケーター/チ:!一 
ナープリセツト番号表示など 

再生している機器の入力信号の種類び 


各部の名前とは~ 

備 


瓜口設定 リモコン ■困つたとホ ■付録 


設置と接続 国基本豎と操作 























目!!のを前とはた 5 ま 


11ドルビーデジタルインジケーター 
皿 D 

ドルビーデジタル信号び入力されてい 
るとさに点好します。 

皿 D+ 

ドルビーデジタルプラス信号び入力さ 
れているとさに点灯します。 

□□HD 

ドルビー TrueHD 信号び入力されてい 
るときに点なします。 

EX 

ドルビーデジタルサラウンド EX デコー 
ドを行っているとさに点打します。 

□□ PLII ( x ) 

U スニングモードで DOLBY 
PR 日 LOGIC のいずれかび選択されて 
いるときに点打します。（己己ページ） 

12 ADV . S . (アドバンスドサラウンド） 

アドバンスドサラウンドモードに設定さ 
れているときに点なします。（己目ページ） 

13音声切換インジケーター 

再生している機器の入力信号の種類び 
点打します。 

DIGITAL 

デジタル音声信号を選択しているとさ 
に点好します。選んだ入力にデジタル 
信号び入力されていないとさは点滅し 
ます。 

HDMI 

HDMI 信号び入力されているとさに点 
打します。選んだ入力に HDMI 信号び 
入力されていないとさは点滅します。 

本機の HDMI によるコント□ール機 
能び日 N に設定されている場合、本機 
の電源びスタンバイ状態であってち、 
HDMI によるコント□ール機能対応機 
器（ブルーレイディスクプレーヤーなど） 
および対応テレビを接続していて、本機 
から音を出さずにプレーヤーの音声と映 
像を HDMI を通してテレビに出力して 
いるときに点なします。 （71 ページ） 
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14 UP MIX インジケーター/ディ 
7—インジケーター 

UP MIX 機能び日 N のとさに点打しま 
す （6 日ページ)。また、ディマーの設 
定でディスプレイ消打を選んでいると 
さに点打します。 

15ストリームダイレクトインジケー 
夕一 

IJ スニングモードで D 旧 ECT または 
PURE DIRECT モードび選択されてい 
るときに点巧します。（己7ページ） 


A \ 注意 

製品の仕様により、本体部やリモコン（付属の場 
合）のスイッチを操作することで表示部びすべて 
消えた状態となり、電源プラグをコンセントか 
ら抜いた状態と変わらなく見える場合びありま 
すび、電源の供給は停止していません。製品を 
電源から完全に遮断するためには、電源プラグ 
(遮断装置）をコンセントから抜 < 必要びあり 
ます。製品はコンセントの近くで、電源プラグ 
(遮断装置）に簡単に手び届くよラに設置し、 
旅行などで長期間ご使用にならないとさは電源 
プラグをコンセントから抜いてください。火災の 
原因となることびあります。 






用して、テレビや DVD プレーヤー、 
己 S / CS チューナー、ゲーム機などの 
デジタル音声出力のある機器を接続し 
ます。 （31 〜37ページ） 

2 HDMI 入出力端モ 

HDMI 出力端子を持つ A V 機器を接続 
して、本機で高音質に再生することび 
でさます。 

また、 HDMI 入力端テを持つテレビを 
接続します。（31、33、3已ページ） 

3 FM アンテナ端子 

付属の FM 簡易アンテナを接続します。 
(40 ぺージ） 

4アナ□グ音声入出力端子 

市販のオーディオケーブル（赤/白）を 
使用して、オーディオ機器を接続します。 
(31、32、34〜37ページ） 


プにヴラウンドバック用スピーカーを接 
続して 7.1 チャンネル再生を行います。 
(41 ページ） 

6 MCACC セットアップマイク端子 

付属のマイクを接続してサラウンドの自 
動設定を行うときに使用します。 （42 
ページ） 

7映像入出力端テ 

MONITOR 日 UT 端テには、付属のビデ 
オケーブル（黄）を使用してテレビの映 
像入力端テと接続します。（31、33〜 
36ぺージ） 

市販のビデオケーブル（黄）を使用して、 
映像機器を接続します。 

8スピーカー端テ 

付属のスピーカーを接続します。（16、 
]9、24、28ぺージ） 


各部の名前とはた6き準 

備 

I 本な背面部 


設ご一と接完 


- 


基杰^定と操作 


USB 国ヴラウンド再生 応用--是 リ-てコン 


国 国 

司つたとホ 巧誌 
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スピーカーを 設置ずる （ HTP - S 737) 


接続を行ラ場合、あるいは変更を行ラ場合には、必ず電源コード 
を抜いてください。また、電源コードはすべての接続が終わって 
か5壁のコンセントに接続してください。 


r スピ-力-の設置について 


ち図のように、視聴位置（リスニングポ 
ジシヨン）の後方にサラウンドスピー 
カーを設置することで、本格的な曰.1 
チヤンネルサラウンドが楽しめます。 

• 左ちに置いたスピーカーは、間暗を].8 m 
〜 2.7 m 程度離して、テレビから等距 
離で同じ高さになるよラに設置してくだ 
さい。 

• サラウンドスピーカーを視聴位置から極 
端に離して設置すると、サラウンド効果 
び十分に発揮されません。 



• センタースピーカーをテレビの上に置くとさは、テープなどを使用して適切な方法で固定して 
ください。固定しないと地震などの外部の振動により、スピーカーびテレビから落下してケガ 
をしたり、スピーカーを破損したりする原因となります。 

• スピーカーをぐらついた台の上や傾いたところなど、不安定な場所に置かないでください。落 
ちたり、倒れたりしてケガの原因となることびあります。 

• 本機のフ□ント、センターおよびサラウンドスピーカーはテレビとの近接使用び可能なスピー 
カーですび、まれに設置のしかたによっては色むらを生じる場合びあります。その場合は一度 
テレビの電源を切り、]已分〜30分後ふたたびスイッチを入れてください。その後ち色むら 
び残るようでしたら、スピーカーシステムをテレビから離してご使用ください。 

• 本機のサブウーファーはテレビとの近接使用びでさませんので、テレビから離してご使用くだ 
さい。また、磁気に影響しやすい機器（フ□ッピーディスク、カセットテープ、ビデオテープ 
など）は本機のサブウーファーから離してお使いください。 

近くに磁石など磁気を発生するちのび置かれている場合には、相互作用によりテレビに色むら 
を発生する場合びありますので、設置にごを意ください。 

• フ□ント、サラウンドスピーカーおよびサブウーファーは壁に掛けたり、天井に吊るしたりして使用 
しないでください。スピーカーび落下してケガをしたり、スピーカーを破損したりする原因となります。 

• フ□ントおよびサラウンド スピーカーの スタンド ベースに 乗って、 スピーカー 本体を押したりゆ 
らしたりしないでください。製品び倒れてこわれたり、けび の 原因になることびあります。特 
におテ様にはごを意ください。 

• 3D 対応テレビは、 3D メガネに信号を送っています。 3D 映像を楽しむためには、テレビの取 
扱説明書をご覽いたださ、テレビのトランスミッター部(発信部)をさえざらないようにセンター 
スピーカーを設置して < ださい。 





























I スピーカーを 接続す る 


①レシーバーサブウーファーとス 
ピーカーベースの底面に滑り止 
めパッドを貼る 

レシーバーサブウーファーの底面には 
滑り止めパッド（大）を4力所に、ス 
ピーカーベースの底面には滑り止め 
パッド（ル）を4力所に貼り付けます。 




②スピーカーベースにフ□ントおよびヴラウンドスピーカーを取り付ける 

下図のようにスピーカーベースにフ□ントおよびサラウンドスピーカーの底面を合わせ 
たら、付属の取り付け用ネジ3本を使用して、ゆるみのないよラにしっかりと締めつけ 
ます。（こ等辺王角形の頂点のネジ部び、フ□ントおよびサラウンドスピーカーの後側 
になるように合わせてください。） 




スピ-力-を ISS する…~ 

備 


設置と接続基本設定と操作 -ipo USD 1サラウンド再生圓応用設定圓リモミ"困ったとき"付録 
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スピ-力-を設置ずる ( HTP - S 737) 


③スピーカーコードで、それぞれのスピーカーとレシーバーサブウー 
ファーを接続ずる 

スピーカーコードは、接続するスピーカーごとにカラーチューブで色分けされています。 
スピーカー背面ラベルの色表示と、レシーバーサブウーファー背面端テの色をよく確認 
して接続してください。 

フ□ント左： 白 
フ□ントち： 赤 
センター：緑 
サラウンド左：青 
サラウンドち： 灰 


スピーカー端モ 

背面ラベル 



レシーバー サブ ウーファー 端子 



お知6せ 


• 本機のスピーカーを他のアンプに接続しないでください。故障や乂災の原因となることびあり 
ます。 

• 付属のスピーカー外のスピーカーは本機に接続しないでください。故障や乂災の原因となる 
ことびあります。 

•端テに接続したあと、コードを軽く引いて、コードの先端び端テへ確実に接続されていること 
を確認してください。接続び不完全ですと音びとざれたり、雑音の出る原因となります。 

• コードのお線びはみ出して、お線どラしび触れたりするとアンプ回路に過大な負荷び加わって 
音び出なくなったり、電源びオフになることびあります。 

• スピーカーの極性（+、一）を間違って接続すると、正常なステレオ効果やサラウンド効果を得 
ることびでさません。 
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スピーカーを設置する （ HTP - S 737) 


( g ) フ□ントおよびサラウンドスピーカーを固定ずる 


スピーカーの設置と接続び終わったら、市販のフックとヒモなどを使用して、壁とスピー 
カーを下図のように固定します。このとき、固定したフックやヒモなどび、スピーカー 
の重量に耐えられるかどラか確認してください。また、取り付けたあとで、しっかりと 
固定されているか確認してください。 



お知6せ 


壁の材質や強度びスピーカーの重みに耐え 
られるかどラかわからないとさは、専門業 
ちにお問い合わせください。 

弊社では、間違った設置によるスピーカーの 
転倒事故については一切の責任を負いかねま 
すので、設置には十分にごま意ください。 


け ン タースピーカー を壁に掛けて巧う 

センタースピーカーを壁に掛けて使用する場合は、1；(下のように取り付けてください。 
スピーカーを壁に掛ける際は、壁掛け用ネジ（市販品）びしっかりと締まり、固定できる壁 
であることを確認してください。壁の材質や強度び弱いとスピーカーの重みに耐えられず、 
壁に掛けたスピーカーび落下する恐れびあります。 



お知6せ 


* 壁掛け用ネジは付属品ではありません。 
壁の材質に合ったちので、スピーカーの重 
みに耐えられるちのをお使いください。 


壁に取り付ける場合は、重量•取り付けち 
法によっては落下-転倒などの危険性びあ 
ります。事故のないように十分を意してく 
ださい。 

設置-据付場所は重量に十分耐え得る強度 
を持つ場所を選んで<ださい。強度などび 
不明の場合は、専門業をにご相談ください。 
据え付け•取り付けの不備、誤使用、改造、 
天災などによる事故や損傷については、弊 
社では一切責任を負いません。 


一牛盡 圓設置と接続基本凡差と操作 iPod US 巨 J サラウンド再生 応口。裏 リモコン 圓困ったとき 圓付録 
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KM スピーカーを設置する （ HTP - S 己3曰) 


接続を行ラ場合、あるいは変更を行ラ場合には、必ず電源コード 
を抜いてください。また、電源コードはすべての接続が終わって 
か5壁のコンセントに接続してください。 


r スピ-力-の設置について 


フ □ントス ピーカーはスピーカー スタン 
ドを使用して、前面の左ちに置さます。 

• 左ちに置いたスピーカーは、間隔を].己 m 
程度離して、テレビから等距離で同じ高 
さになるように設置してください。 




• スピーカーをぐらついた台の上や傾いたところなど、不安定な場所に置かないでください。落 
ちたり、倒れたりしてケガの原因となることびあります。 

• 本機のフ□ントスピーカーはテレビとの近接使用び可能なスピーカーですび、まれに設置のし 
かたによっては色むらを生じる場合びあります。その場合は一度テレビの電源を切り、]已分 
〜30分後ふたたびスイッチを入れてください。その後ち色むらび残るようでしたら、スピー 
カーシステムをテレビから離してご使用ください。 

• 本機のサブウーファーはテレビとの近接使用びでさませんので、テレビから離してご使用くだ 
さい。また、磁気に影響しやすい機器（フ□ッピーディスク、カセットテープ、ビデオテープ 
など）は本機のサブウーファーから離してお使いください。 

近くに磁石など磁気を発生するちのび置かれている場合には、相互作用によりテレビに色むら 
を発生する場合びありますので、設置にごを意ください。 

• サブウーファーは壁に掛けたり、天井に吊るしたりして使用しないでください。スピーカーび 
落下してケガをしたり、スピーカーを破損したりする原因となります。 


r 文ピーカーを接続ずる 


ぶ レシーバーヴブウーファーの 底面に滑り 
止めパッドを貼る 
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③パッキンをポールに貼り付ける 

ポールのスピーカー 固定面に パッ キンを貼り 
付けます。 


④スピーカーコードをスピーカー 
ベース裏面からポールへ通す 




⑥ スピーカーコードで、それぞれのスピーカーとレシーバーヴブウー 


基 

本 

設 

定 

と 

操 

作 


P 

0 

d 

/ 

U 

S 

B 



ク 
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ファーを接続する 

スピーカーコードは、接続するスピーカーごとにカラーチューブで色分けされています。§ 
スピーカー背面ラベルと、レシーバーサブウーファー背面端テの色表示をよく確認して鼓 
接続してください。 g 


フ□ント左：白 
フ□ントち：ホ 


スピーカー端モ 

背面ラベル 


'色表示 


黒©ホ① / fe がねが》 

/カラーチューブ 



レシーバー サブ ウーファー 端モ 


カラーチューブ 



U 

モ 

□ 

ン 


困 

ご 

た 

と 

さ 







スピ-力-を設置ずる （HTP-S535) 


接続び終わったら、スピーカーコードをスピーカー 
背面の溝に入れて配線を整えて<ださい。 



お知6せ 


• 本機のスピーカーを他のアンプに接続しないでください。故障や乂災の原因となることびあり 
ます。 

• 付属のスピーカーまたは別売りの専用スピーカー ( S - SWR 5 CR ) 1；(外のスピーカーは本機に 
接続しないでください。故障や乂災の原因となることびあります。 

•端テに接続したあと、コードを軽く引いて、コードの先端び端テへ確実に接続されていること 
を確認してください。接続び不完全ですと音びとざれたり、雑音の出る原因となります。 

• コードの芯線びはみ出して、芯線どラしび触れたりするとアンプ回路に過大な負荷び加わって 
音び出なくなったり、電源びオフになることびあります。 

• スピーカーの極性（+、一）を間違って接続すると、正常なステレオ効果やサラウンド効果を得 



ポールを固定したら、 スピーカー コードを 
スタンド底面の<ぼみに入れて配線を整え 
てください。 















スピーカーを設置する （HTP-S535) 


フ□ントスピーカーを壁掛けするとさは、通常の縦置きのほかに横置さも可能です。横置さ 
で壁掛けする場合は、スピーカー背面2力所の壁掛け穴を使用してください。また、左ちス 
ピーカーの端テび外側になるように設置してください。 


水平設置時（後ろから見た図） 

スピーカー端テ 壁掛け穴 


壁掛け穴 


スピーカー端テ 




. 19召 mm . 


■198f 


フ□ントち 


フ□ント左 


売りのスピーカーを接続する 

本機は フ □ント左ち のスピーカーと サブ ウーファー だけで手軽に ホームシアターを 楽し 
める システムで すが、別売り のスピーカー （ S - SWR 已 CR ) を 本機に接続すれば、より 
本格的な已 .1 チヤンネルヴラウンドを楽しむことができます。 

別売りのスピーカーを接続の際は、1；(下の点にご注意ください。 

• 本書の42ページ降で対象モデルび指定されている場合は、 HTP - S 333 び対象となっ 
ている箇所をお読みください。 

• センターおよびサラウンドスピーカーの接続ち法については、別売りのスピーカーに付属 
の取扱説明書、および本書の「スピーカーを設置する （ HTP - S 333)」 （一22ページ) 
をご覧ください。 

•接続のあとは、サラウンドの自動設定（オート MCACC ) を行ってください。 

(一42ぺージ） 21 


r フ□ントスピーカーを壁に掛けて巧う 

フ□ントスピーカーを壁に掛けて使用する場合は、じ(下のよラに取り付けてください。 " 
スピーカーを壁に掛ける際は、壁掛け用ネジ（市販品）びしっかりと締まり、固定できる壁 置 


であることを確認してください。壁の材質や強度び弱いとスピ- 
壁に掛けたスピーカーび落下する恐れびあります。 


-力一の重みに耐えられず、 



* 壁掛け用ネジは付属品ではありません。 
壁の材質に合ったをので、スピーカーの重 
みに耐えられるちのをお使いくださし、。 


お知6せ 


壁に取り付ける場合は、重量•取り付けち 
法によっては落下-転倒などの危険性びあ 
ります。事故のないように十分注意してく 
ださい。 

設置-据付場所は重量に十分耐え得る強度 
を持つ場所を選んでください。強度などび 
不明の場合は、専門業をにご相談ください。 
据え付け•取り付けの不備、誤使用、改造、 
天災などによる事故や損傷については、弊 
社では一切責任を負いません。 


と 
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続 
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と 

操 

作 


横置さで壁掛けする場合のごを意 


U 

S 

巨 


サラウンド再生圓庶用設定 圓リモ n ン 


困つたとさ 


付録 






































スピーカーを 設置ずる （ HTP - S 333) 


接続を行ラ場合、あるいは変更を行ラ場合には、必ず電源コード 
を抜いてください。また、電源コードはすべての接続が終わって 
か5壁のコンセントに接続してください。 


r スピ-力一の設置について 


ち図のよラに、視聴位置（リスニングポ 
ジシヨン）の後方にサラウンドスピー 
カーを設置することで、本格的な已 .1 
チヤンネルサラウンドが楽しめます。 


• 左ちに置いたスピーカーは、間暗を].8 m 
〜 2.7 m 程度離して、テレビから等距 
離で同じ高さになるよラに設置してくだ 
さい。 

• サラウンドスピーカーは、別売りのスピー 
カースタンドなどを使用して、耳の高さか 
らやや上方に設置すると効果的です。 


センター左 センターち 



サラウンド左 サラウンドち 


サラウンドスピーカーを視聴位置から極 
端に離して設置すると、サラウンド効果 
び十分に発揮されません。 


※センタースピーカーを独立して中央に置ぐ場合 



L 思 


• センタースピーカーをテレビの上に置くとさは、テープなどを使用して適切な方法で固定して 
ください。固定しないと地震などの外部の振動により、スピーカーびテレビから落下してケガ 
をしたり、スピーカーを破損したりする原因となります。 

• スピーカーをぐらついた台の上や傾いたところなど、不安定な場所に置かないでください。落 
ちたり、倒れたりしてケガの原因となることびあります。 

• 本機のフ□ント、センターおよびサラウンドスピーカーはテレビとの近接使用び可能なスピー 
カーですび、まれに設置のしかたによっては色むらを生じる場合びあります。その場合は一度 
テレビの電源を切り、]已分〜30分後ふたたびスイッチを入れてください。その後ち色むら 
び残るようでしたら、スピーカーシステムをテレビから離してご使用ください。 

• 本機のサブウーファーはテレビとの近接使用びでさませんので、テレビから離してご使用くだ 
さい。また、磁気に影響しやすい機器（フ□ッピーディスク、カセットテープ、ビデオテープ 
など）は本機のサブウーファーから離してお使いください。 

近くに磁石など磁気を発生するをのび置かれている場合には、相互作用によりテレビに色むら 
を発生する場合びありますので、設置にご注意ください。 

• サブウーファーは壁に掛けたり、天井に吊るしたりして使用しないでください。スピーカーび 
落下してケガをしたり、スピーカーを破損したりする原因となります。 

• 3D 対応テレビは、 3D メガネに信号を送っています。 3D 映像を楽しむためには、テレビの取 
扱説明書をご覧いたださ、テレビのトランスミッター部(発信部)をさえざらないようにセンター 
スピーカーを設置して < ださい。 
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透）（センタースピーカーを左ちに置く場合）スピーカーを積み重ねてブラ 
ケットで固定する 


それぞれのスピーカーは背面のスピー 
カーラべルで色分けされています。色 
表示を確認して、間違えないよラにス 
ピーカーを固定してください。 


スピ_カーラべル左 




色表示 


緑 


白 


センター 
フ〇ント 


スピーカーを下からフ□ント、センター 
スピーカーの順番に積み重ね、それぞ 
れのスピーカー背面の下側のネジの位 
置にブラケットを合わせて、2力所を 
ネジで固定します。 


スピーカーを積み重ねる場合は、必ずブラ 
ケットを使用してください。また、ブラケッ 
卜を使用した状態でスピーカーを持ち運ば 
ないでください。ブラケットの破損や、ス 
ピーカーの落下によるケガなどの危険性び 
あります。 



センター 


フ□ント 


I スピーカーを 接続す る 


(3) レシーバーサブウーファーとスピー 
カーの底面に滑り止めパッドを貼る 

レシーバーサブウーファーの底面には滑0 
止めパッド（大）を4力所に、フ□ント、 
センターおよびサラウンドスピーカーの底 
面には滑り止めパッド（ル）をそれぞれ3 
力所に貼り付けます。 



スピ-力-を iss する…~ 

備 


IPOJ USD J サラウンド再生 IP 口設定 ■リモコン 圓困ったとき 圓付録 
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スピ"力"を設置ずる （ HTP - S 333) 

③ スピーカーコードで、それぞれのスピーカーとレシーバーサブウー 
ファーを接続ずる 

スピーカーコードは、接続するスピーカーごとにカラーチューブで色分けされています。 
スピーカー背面ラベルの色表示と、レシーバーサブウーファー背面端テの色をよく確認 
して接続してください。 

フ□ント左： 白 
フ□ントち： 赤 
センター：緑 
サラウンド左：青 
サラウンドち： の 

スピーカー 端子 レシーバー ヴブ ウーファー 端モ 




センタースピーカーの接続には分岐タイプのコードを使用し 
ます。分岐しているちを、センタースピーカーの背面端テに 
2台とち接続してください。 



お知6せ 


• 本機のスピーカーを他のアンプに接続しないでください。故障や乂災の原因となることびあり 
ます。 

• 付属のスピーカー1；(外のスピーカーは本機に接続しないでください。故障や乂災の原因となる 
ことびあります。 

•端テに接続したあと、コードを軽く引いて、コードの先端び端テへ確実に接続されていること 
を確認してください。接続び不完全ですと音びとざれたり、雑音の出る原因となります。 

• コードの芯線びはみ出して、お線どラしび触れたりするとアンプ回路に過大な負荷び加わって 
音び出なくなったり、電源びオフになることびあります。 

• スピーカーの極性（+、一）を間違って接続すると、正常なステレオ効果やサラウンド効果を得 
ることびでさません。 
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スピーカーを設置する （ HTP - S 333) 


な）スピーカーコードを整理する 

スピーカーをブラケットで固定している場合、 


ブラケットの溝に合わせてスピ- 
通します。 


-カーコードを 



r 文ピーカーを壁に掛けて巧う 

フ□ント、センターおよびサラウンドスピーカー 
を壁に掛けて使用する場合は、壁掛け用ブラケッ 
卜をスピーカーに取り付けます。 

• 壁掛け用ブラケットをスピーカーに取り付け 
るとさは付属のネジを使い、ゆるみのないよ 
うにしっかりと締め付けてください。 


ネジ(付属） 


’胺 


壁掛け用ブラケット(付顧 


スピーカーを壁に掛ける際は、壁掛け用ネジ（市 
販品）びしっかりと締まり、固定できる壁であ 
ることを確認してください。壁の材質や強度び 
弱いとスピーカーの重みに耐えられず、壁に掛 
けたスピーカーび落下する恐れびあります。 


お知6せ 


スピーカー連結用のブラケットでスピー 
カーを固定した状態で壁に取り付けないで 
<ださい。 

壁に取り付ける場合は、重量-取り付けち 
法によっては落下-転倒などの危険性びあ 
ります。事故のないよラに十分ま意してく 
ださい。 

設置-据付場所は重量に十分耐え得る強度 
を持つ場所を選んでください。強度などび 
不明の場合は、専門業者にご相談ください。 
据え付け•取り付けの不備、誤使用、改造、 
天災などによる事故や損傷については、弊 
社では一切責任を負いません。 



* 壁測ブ用ネジは付属品ではありません。 
壁の材質に合ったわので、スピーカーの重 
みに耐えられるわのをお使い<ださい。 


準備 圓設置と接続基本設定と操作 " iPod / USB 圓ヴラウンド再生 ■P 口。な定 ■リモミ"困ったとき"付録 
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スピーカーを設置する ( HTP - SB 510) 


接続を行ラ場合、あるいは変更を行ラ場合には、必ず電源コード 
を抜いてください。また、電源コードはすべての接続が終わって 
か5壁のコンセントに接続してください。 


r スピ-力-の設置について 


スピーカーはテレビの下（手前）に設置 
します。スピーカーのスタンドは高さを 
調節でき、スタンドを使用しないで設置 
することちでをます。 


サブ 

ウーファー 


視聴位置 

L ( U スニングポジション) 


原 


• スピーカーをぐらついた台の上や傾いたところなど、不安定な場所に置かないでください。落 
ちたり、倒れたりしてケガの原因となることびあります。 

• 本機のスピーカーは防磁設計ではありませんので、ブラウン管テレビと組み合わせて使用でさ 
ません。また、磁気に影響しやすい機器（フ□ッピーディスク、カセットテープ、ビデオテー 
プなど）は本機のスピーカーとサブウーファーから離してお使いください。 

• サブウーファーは壁に掛けたり、天井に吊るしたりして使用しないでください。スピーカーび 
落下してケガをしたり、スピーカーを破損したりする原因となります。 

• 3 D 対応テレビは、 3 D メガネに信号を送っています。 3 D 映像を楽しむためには、テレビの取 
扱説明書をご覧いたださ、テレビのトランスミッター部（発信部）をさえざらないようにスピー 
カーを設置して < ださい。 

































スピーカーを設置ずる （ HTP - SB 510) 


r 文 ピーカーを 接続す る 

な）レシーバー サブ ウーファーとスピー 
カースタンドの底面に滑り止めパッ 
ドを貼る 

レシーバーサブウーファーの底面には滑り 
止めパッド（大）を4力所に、スピーカー 
スタンドの底面には滑り止めパッド（ル）を 
それぞれ3力所に貼り付けます。 



②スピーカースタンドをスピーカーに 

固定ずる 

スピーカー背面にスピーカースタンドを左 
ちとち取り付けます。スピーカースタンド 
は2段階で高さを変えられますので、お好 
みの高さで固定してください。 




#牛備 圓設置と接続基本設定と操作 - ipod / ui 圓ヴラウンド再生圓応用設定圓リモミ"困ったとき"付録 
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スピ-力-を設置ずる aHTP-SB510) 


③スピーカーコードで、スピーカーとレシーバー サブ ウーファーを 接続す る 

スピーカーコードは、接続する端テごとにカラーチューブで色分けされています。スピー 
カー背面ラベルの色表示と、レシーバーサブウーファー背面端テの色をよく確認して接 
続してください。 

フ□ント左端テ： 白 
フ□ントち端テ： 赤 
センター端テ： 緑 

スピ—力 —リ而ナ レシーバーヴブウーファー端モ 




お知6せ 


• 本機のスピーカーを他のアンプに接続しないでください。故障や乂災の原因となることびあり 
ます。 

• 付属のスピーカーまたは別売りの専用スピーカー ( S - SB 5 R ) じ(外のスピーカーは本機に接続 
しないで<ださい。故障や乂災の原因となることびあります。 

•端テに接続したあと、コードを軽く引いて、コードの先端び端テへ確実に接続されていること 
を確認してください。接続び不完全ですと音びとざれたり、雑音の出る原因となります。 

• コードのお線びはみ出して、お線どうしび触れたりするとアンプ回路に過大な負荷び加わって 
音び出なくなったり、電源びオフになることびあります。 

• スピーカーの極性（+、一）を間違って接続すると、正常なステレオ効果やサラウンド効果を得 
ることびでさません。 
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I スピーカーを 壁に掛けて巧う 

スピーカーを壁に掛けて使用する場合は、1;(下のように取り付けてください。 

スピーカーを壁に掛ける際は、壁掛け用ネジ（市販品）びしっかりと締まり、固定できる壁 
であることを確認してください。壁の材質や強度び弱いとスピーカーの重みに耐えられず、 
壁に掛けたスピーカーび落下する恐れびあります。 


壁掛け用ネジ 
(市販品)* 



4 mm 〜己 mm 


* 壁掛け用ネジは付属品ではありま 
せん。壁の材質に合ったをので、 
スピーカーの重みに耐えられるち 
のをお使いください。 


お知6せ 


壁に取り付ける場合は、重量•取り付けち法によっては落下•転倒などの危険性びあります。事 
故のないよラに十分を意してください。 

設置-据付場所は重量に十分耐え得る強度を持つ場所を選んで<ださい。強度などび不明の場 
合は、専門業者にご相談ください。 

据え付け•取り付けの不備、誤使用、改造、天災などによる事故や損傷については、弊社では 
一切責任を負いません。 

スピーカーを壁に掛ける場合は、スピーカースタンドを使用しないでください。 

壁に取り付ける場合は、スピーカーび水平になるように固定してください。 


りのスピーカーを接続する 

本機は付属のスピーカーとサブウーファーだけで手軽にホームシアターを楽しめるシス 
テムですが、別売りのスピーカー （ S - S 目曰 R ) を本機に接続すれば、より本格的な曰.1 
チヤンネルサラウンドを楽しむことができます。 

別売りのスピーカーを接続の際は、1；(下の点にごを意ください。 

• 本書の42ページ拾で対象モデルび指定されている場合は、 HTP-S333 び対象となつ 
ている箇所をお読みください。 

• サラウンドスピーカーの接続ち法については、別売0のスピーカーに付属の取扱説明書、 
および本書の「スピーカーを設置する （HTP-S333)」 （一22ページ）をご覧ください。 
• 接続のあとは、サラウンドの自動設定けート MCACC) を行ってください。（一42ぺージ) 


ストヵ-を設置ずる… T 品品 ~ 


設置と接続基本設定と操作 


-pod USD J サラウンド再生 獻口設定 


リモコン 


困つたとキ J 


寸绿 


















本機を接続ずる 


接続を行ラ場合、あるいは変更を行ラ場合には、必ず電源コード 
を抜いてください。また、電源コードはすべての接続が終わって 
か5壁のコンセントに接続してください。 


巧结 g の接続を巧う前に 

• ケーブルを本機の上やおくに置かないよう注意してください。ケーブルび本機の上に置か 
れていると、本機の電源装置から磁場び生じて、スピーカーから雑音び発生することびあ 
ります。 


r 再生機器とテレビの接続について 

再生機器とテレビを本機に接続する場合、映像信号はコンポジット（ビデオ）または HDMI 
どちらかに統一する必要びあります。コンポジットから HDMI へ、または HDMI からコン 
ポジットへ映像信号を出力することはでさません。 

本機の日 SD 画面をテレビに表示させる場合は、付属のビデオケーブル（黄）による接続び必 
要です。 HDMI から日 SD 画面は出力されません。（日 SD 画面とは、スピーカーの自動設定画 
面や、 iPod や USB の再生操作画面をテレビで見ることびでさる便利な機能です。） 

• HDMI によるコント□-ル機能を日 N にした場合、対応テレビと本機を HDMI ケーブル 
で接続しているときに、テレビをビデオ入力に切り換えると、本機の入力び自動で TV / 
SAT に切り換わることびあります。その場合は、再度本機の入力ををとの入力に切り換 
えるか、 HDMI によるコント□-ル機能を日 FF にしてください。（一69ぺージ） 





I OSD 表示） 

<1 11 1 D が I 喔わ 


本機の 
映像出力から 


テレビ 


r 再生機器と録画機器のち続について 

再生機器と録画機器を本機に接続する場合、映像信号はビデオケーブル（黄）で接続してく 
ださい。 HDMI からコンポジットへ映像信号を出力することはできません。 






























本機を接続する 


続ケーブルについて 


アナ□グオーディオケーブル 


アナ□グ音声機器の接続に使用します。 
一般的な赤/白プラグのケーブルで、ホ 
いプラグを R (ち）端テに、白いプラグを 
L (左）端テに接続します。 



デジタルオーディオケーブル 


デジタル音声機器の接続に使用します。 

付属または市販の光デジタルケーブルや、 
市販の同軸デジタルケーブルで接続します。 


屈 


光デジタルケーブル 

同軸デジタルケーブル 


お知6せ 


付属の光デジタルケー 
ブルの先端にはキャッ 
プび付いています。接続 
の前にキャップを取り 
外してください。 

光デジタルケーブルは 
急な角度に折り巧げな 
いでください。保管する 
とさは、直径び]已 cm 
じ(上になるようにして 
<ださい。 

光デジタルケ- 


n 


] 已 cm じ(上 

-ブルは接続の際、端テの向 
さを合わせてしっかり奥まで差し込んでく 
ださい。誤った向さでむりやり挿入すると、 
端テび変形し、ケーブルを抜いてをシャッ 
ターび閉まらな< なることびあります。 

同軸デジタルケーブルは、一般的なビデオ 
ケーブルで代用でさます。 


ビデオケーブル 


一般的な映像用ケーブルで、黄色の映像端 
テ（コンポジット）に接続します。 


HDMI ケーブル 


1本のケーブルで映像信号と音声信号の両 
ちを伝送します。テレビと再生機器を、本 
機を経由して接続する場合は、両方の機器 
を HDMI ケーブルで接続してください。 

• Dolby TrueHD や DTS - HD のソフトを 
再生するには、再生機器と HDMI によ 
る接続び必要です。 



お知6せ 


「才ーディオ調整機能を使う」 （6] ぺージ) 
の HDMI 設定で THRU を選択していると 
きは、 HDMI 対応機器の音声はテレビから 
出力されます（本機からは音声は出力され 
ません)。 

映像信号びテレビの画面に表示されない場 
合は、 HDMI 対応機器やテレビの解像度の 
設定を調整してみてください。なお、機器 
(テレビゲーム機など）によっては解像度 
の設定びでさないことびあります。このと 
さは（アナ□グの）ビデオケーブルで接続 
して < ださい。 

アナ□グ（コンポジット）映像入力から入 
力した映像信号は 、 HDMI OUT 端テから 
出力されません。 

HDMI の日央像イ言号わく、480し 480P、 已 76i 
または已 76 p のとさは、マルチチヤンネル 
PCM 音声および HD 音声を受信することは 
でさません。 


準備 国設置と接続基本設定と操作 IPO USB 国サラゥンド再生 唐設定 リモコン ロったとホ づ録 
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機を接続する 


r テレビを接続する（テレビの音声を本機で聴く） 

テレビのチューナーから音声を楽しむには、テレビの音声を本機に入力します。 

• テレビと HDMI ケーブルで接続しても、本機からテレビの音声は出ません。じ(下の音芦 
ケーブルによる接続を行ってください。 

ぶ本機の OPTKAL IN 1 端子と、テレビの光デジタル音声出力を接続する 

付属の光デジタルケーブルを使用して接続します。 

-市販の同軸デジタルケーブルを使用して、本機の COAXIAL IN 1端テに接続するこ 
とちでさます。この場合、音声入力の切り換えび必要です （47 ページ)。 

-テレビにデジタル出力端子び無い場合は、市販のアナ□グオーディオケーブル(ホ/白） 
を使用して本機の AUDIO TV/SAT IN 端テに接続することもできます。 


テレビ 


いずれかひとつの \同軸デジタル 

光デジタ J レ 

アナ□グ音声1 

方法で接続 /出力端子へ 

出力端子へ 

出力端子へ. 



yi は信号の流れを 

--^表しています。 


- 願 0 

(Single) 


- VIDEO 


顧 

:# 

離护圆 

MCACC 
SETUP MIC 

r# 

DVR/VCR ■ 

OujT@ 


m 


m 




rV/SAT 

IN 

3D/DVD 

IN 


本機 


お知 6 せ 


• テレビにデジタル音声出力に関する設定びある場合びあります。詳しくは、テレビの取扱説明書 
をご覧ください。 
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本機を接続する 


テレビと再生機器(プルーレイデイスクプレーヤーや DVD プレーヤ ー) を本機に接続します。 


pHDMI で接続ずる 

テレビと再生機器の両方に HDMI 端テびある場合は、 HDMI による接続をお勧めします。 

• HDMI によるコント□ール機能対応のパイオニア製テレビやブルーレイディスクプレー 
ヤー、またはパイオニアの HDMI によるコント□ール機能との互換性がある他社製品な 
どを、 HDMI ケーブルで本機と接続することで、これらの機器との連動動作び可能にな 
ります。詳しくは、 「 HDMI によるコント□ール機能」（一68ページ）をご覧ください。 

① 本機の HDMI BD/DVD IN 5箭子と、 HDMI 対応機器の HDMI 出力を接続ずる 

市販の HDMI ケーブルを使用して接続します。 

② 本機の HDMI OUTS 箭子と、 HDMI 対応テレビの HDMI 入力を接続する 

市販の HDMI ケーブルを使用して接続します。 

③ 本機の MONITOR OUT 5箭子と、テレビの映像入力を接続する 

付属のビデオケーブル（黄）を使用して接 
続します。この接続は、本機の日 SD 画面を 
テレビに表示させる場合に必要です 。 HDMI 
で入力した映像を MONITOR 日 UT 端テか 
ら出力させることはでさません。 


テレビ 


d ) HDMI 入力端子へ 這）映像入力端子へ 



お知6せ 


接続した機器に、 HDMI 音声出力またはデジ 
タル音声出力に関する設定びある場合びあり 
ます。詳しくは、それぞれの再生機器の取扱 
説明書をご覽ください。 

本機の HDMI 出力からは、 HDMI 入力で接 
続された機器の映像、音声のみ出力されます。 


(D HDMI 出力端子へ 


◎ 


)◎ 


ブルーレイディスクプレーヤー 、 QQ 
DVD プレーヤーなど 


I テレビと再生機器を接続する（ブルーレイディスクなどを楽しむ) 


設置と接続基本設定と操作 ■ iPod/USB サラウンド再生圓庶用設定圓リモコン圓困ったとき ■づ绿 







































































機を接続する 


fHOMI なかで接続する 

テレビまたは再生機器に HDMI 端テびない場合は、映像信号はアナ□グで接続します。 

ぶ本機の OPT に AL IN2 端子と、再生機器の光デジタル音声出力を接続する 

市販の光デジタルケーブルを使用して接続します。この場合、音声入力の切り換えび必 
要です （47 ページ)。 

• 市販の同軸デジタルケーブルを使用して、本機の COAXIAL IN 1端テに接続するこ 
ともでさます。この場合、音声入力の切り換えび必要です （47 ページ)。 

-再生機器にデジタル出力端子び無い場合は、市販のアナ□グオーディオケーブル(ホ/白） 
を使用して、本機の AUDI 日 BD/DVD IN 端テに接続することもできます。 

② 本機の VIDEO BD/DVD IN 端子と、再生機器の映像出力を接続する 

市販のビデオケーブル（黄）を使用して接続します。 

③ 本機の MONITOR OUT 5箭子と、テレビの映像入力を接続ずる 

付属のビデオケーブル（黄）を使用して接続します。 


















































































本機を接続する 


[ HDD / DVD レコーダーやビデオデッキを接続ずる 

HDD / DVD レコーダーやビデオデッキなどの録画機器を接続します。 

• 録画することを前提とする場合は、再生機器とここで接続する録画機器は、映像信号をビ 
デオケーブル(黄)、音声信号をアナ□グオーディオケーブル(ホ/白）に統一してください。 
• テレビの接続については34ページをご覧ください。 

ぶ本機の VIDEO DVR/VCR IN 端子と、録画機器の映像出力を接続する 

市販のビデオケーブル（黄）を使用して接続します。この場合、テレビちビデオケーブル 
(黄）で接続してください。 

• 録画機器に HDMI 出力端子びある場合は、市販の HDMI ケーブルでも接続でさます。 
この場合、テレビも HDMI ケーブルで接続してください。 

② 本機の AUDIO DVR/VCR IN 5箭子と、録画機器の音声出力を接続ずる 

市販のアナ□グオーディオケーブル（赤/白）を使用して接続します。 

-市販の光デジタルケーブルを使用して、本機の日 PT に AL IN ] または IN 2 端子にも接続 
でさます。また、市販の同軸デジタルケーブルを使用して、本機の C 日 AXIAL IN ] 端テ 
に接続することもできます。これらの場合、音声入力の切り換えび必要です (47 ページ)。 

③ 本機の VIDEO DVR/VCR OUT 端子と、録画機器の映像入力を接続ずる 

市販のビデオケーブル（黄）を使用して接続します。 

④ 本機の AUDIO DVR/VCR OUT 5箭子と、録画機器の音声入力を接続する 

市販のアナ□グオーディオケーブル（ホ/白）を使用して接続します。 
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IBS / CS / 地上デジタルチューナーを接続する 

衛星放送やケーブルテレビチューナー、地上デジタルチューナーなどの映像機器を接続 
します。 

① 本機の TV/SAT IN 端子と、映像機器の映像出力を接続する 

市販のビデオケーブル（黄）を使用して接続します。この場合、テレビちビデオケーブル 
(黄）で接続してください。 

② 本機の AUDIO TV/SAT IN 端子と、映像機器の音声出力を接続ずる 

市販のアナ□グオーディオケーブル（ホ/白）を使用して接続します。この場合、音声 
入力の切り換えび必要です （47 ページ)。 

-付属の光デジタルケーブルを使用して、本機の日 PT に ALIN ] 端テにも接続でさます。 

• 市販の同軸デジタルケーブルを使用して、本機の COAXIAL IN 1端テに接続するこ 
とちでさます。この場合、音声入力の切り換えび必要です （47 ページ)。 



「0 に ITAL— 

OPT に AL 人力設定変更可能 


COAXIAL 
入力設定変更可能 

INB(TV/SAT) IN 目 (AUX) 

OUT 
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—iJC^^AUDIO— 



HDMI 

)VR/VCR VIDEO 

IN IN 


BD お VD 




- VIDEO - 


オーディオ 
ケーブル(市販) 


光デジタル 
ケーブル(付属) 


同卽デジタル 

アナ□グ音声 

光デジタル1 

出力端子へ 

出力端子へ 

出力端子へ 

ぶ 

いずれかひとつの 



方法で接続 



，〇 


衛星チューナ 
地上デジタ几 


ビデオケーブル 

,^饰販）一 


同軸デジタル 
ケーブル(市販) 


お知6せ 


• お手持ちの目 S / CS / 地上デジタルチューナーに HDMI 出力端子びある場合は、本機と HDMI 
による接続を行ってください。 


機を接続する 





衝 




tif— 




il 


0 0 0 , 








ホ 


SHF 



心 





端 

力 

出 


の 


が 


.-、か 


36 






























































I 音声機器を接続ずる 

カセットデッキや CD 、 MD プレーヤーなどの音声機器を接続します。 

ぶ本機の AUDIO AUXIN 端子と、音声機器の音声出力を接続する 

市販のアナ□グオーディオケーブル（ホ/白）を使用して接続します。 

• 市販の光デジタルケーブルを使用して、本機の日 PT に AL IN 2 端テにも接続できます。 

-市販の同軸デジタルケーブルを使用して、本機の COAXIAL IN 1端テに接続するこ 
とちでさます。この場合、音声入力の切り換えび必要です （47 ページ)。 

@本機の AUDIO AUX OUT 子と、音声機器の音声入力を接続する 

市販のアナ□グオーディオケーブル（ホ/白）を使用して接続します。 




③期 



1 1 

:. 〇 

口 ©口 

1 1 


(ZZ1 @ ' — ) 

CZMZ^ICZt Q 1 


MD レコーダー、 
カセットデッキなど 


同軸デジタル 
ケーブル(市販) 


同軸デジタル 

光デジタル 

アナ□グ音声 

出力端子へ 

出力端テへ 

- 

出力端テへ 

ぶ 

いずれかひとつの 



方法で接続 



お知6せ 


• 接続した機器にデジタル音声出力に関する設定びある場合びあります。詳しくは、それぞれの : r 
機器の取扱説明書をご覽<ださい。 ^ 


本機を接続する~ 

備 


j .- p0d\usm 1 サラミド再生 1 


設置と接続基本設定と操作 - iPod / USB 圓ヴラウンド再生圓応用設定圓リモコン圓困ったとき 
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本機を接続する 


r 前面端子に機器を接続する 


前面端子に iPod や USB メモリー、映像/音声機器を接続して、本機で音声や映像を 


楽しめます。 

•前面端テを使用するとさは、端テカバーを取 
り外します。接続の前に本機の電源をオフに 
してください。 

• iPod / US 目メモリーの再生操作画面や、機器 
の映像をテレビで見る場合は、本機とテレビ 
との接続を行ってください。（一34ページ） 



MPod を接続する 

iPod を接続して、 iPod の音楽を本機で楽しめます。接続には、 iPod に付属の USB ヶーブルを 
使用します。 iPod の再生につい口ま、 「 iPod をつないで再生する」卜日日ぺージ)をご覧ください。 



お知6せ 


• iPod の接続については、 iPod に付属の取 
扱説明書をご覽ください。 


専用ケーブルを使用して iPod の音芦や映像を楽しむ 



iPod 


別売りの専用 iPod 接続ケーブルを使用して 
iPod を接続すると、 iPod の映像も本機に接 
続したテレビで楽しむことびでさます。 


お知6せ 


• 別売りの iPod 接続ケーブル（パイオニア部品番 
号 ： AD 口 129) をごを文の際は、パイオニア 
部品受まセンターへご連絡ください。（-裏表紙) 
• テレビとの接続については、34ページを参考 
にしてください。 

• HDMI によるコント□-ル機能を日 N にした 
場合、対応テレビと本機を HDMI ケーブルで 
接続している状態で、本機び iPod 入力のとさ 
にテレビの入力を切り換えると、本機の入力 
び自動で TV / SAT に切り換わることびありま 
す。その場合は、再度本機の入力を iPod 入力 
に切り換えるか、 HDMI によるコント□ール 
機能を日 FF にしてください。（一69ページ） 
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本機を接続する 


I USB メモ II - を接続する 

お手持ちの US 目メモ U —を接続して、 US 目メモリーに記録されている音楽ファイルを本機で再 
生できます。 US 己メモリーの再生については、 rus 巨メモ IJ- を再生する」卜己 2 ぺージ)を 
ご覧ください。 




US 巳メモ U - 


本機とパソコンを USB ケーブルで接続して 
音楽ファイルを再生することはでさません。 
本機び対応している US 巨メモリーは、外 
付けノ ハードディスクや携帯フラッシュメモ 
リー、マルチカードリーダー、デジタルカメ 
ラ、デジタルオーディオ再生機 （ FAT 1 S 、 
FAT 32 の フォー マットに対応）などの USB 
マスストレージクラスに属する機器です。 

本機は US 目メモ U —の再生、および電源 
の供給をすべては保証でさません。また、 
本機と接続したことで、 US 巳メモ U —の 
ファイルび万一損失した場合、当社は一切 
の責任を負うことびでさませんので、あら 
かじめご了承ください。 


円か象/音声機器を接続する 

ビデオカメラやテレビゲーム機などを前面端テに接続して、簡単にこれらの機器の映像や音 
声を楽しめます。接続には、市販のビデオケーブル(勤とアナ□グオーディオケーブル(赤/白) 
を使用します。 


音声び出力されない場合は、 [システム1 ボタンを押してから 音声切換 ボタンを押して、 
A (アナ□グ）を選択してください。 



付 


ビデオカメラや 
テレビゲーム 機など 
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ポータフル DVD プレーヤーなどは、専用 
の接続コードび付属している場合びありま 
す。詳しくは、接続する機器の取扱説明書 
をご覽ください。 

テレビとの接続については、34ページを 
参考にして< ださい。 

HDMI 端テを持つビデオカメラやゲーム機 
については、 HDM I ケーブルで本機背面部 
にある VIDEO IN 端テと接続でさます。そ 
の場合は、本機とテレビを HDMI 接続する 
必要びあります。（一33ページ） 
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本機を接続する 


fFM アンテナを接続する 

付属のアンテナを接続して FM ラジオ放送を聴くことができます。 

付属の FM 簡易アンテナを ANTENNA 端テに差し込んでください。 

•付属の FM 簡易アンテナは、たらしておいたり丸めたままにしないで、最ち良い受信状 
態び得られるように、ピンと張ってください。 

• 受信状態の良い方向び決まったら、画びようやテープで固定します。 



本機のアンテナ端テ 


fFM 屋かアンテナをつなぐ 

付属の FM 簡易アンテナでは放送びよく聞こえないとさは、市販の外部アンテナを接続して 
<ださい。市販の同軸ケーブルと変換アダプターを使って、下図のように接続してください。 



本機のアンテナ端テ 


お知6せ 


• 付属のアンテナまたは上記の外部アンテナ外のアンテナは接続しないでください。 

• アンテナは本機や各接続ケーブルから離した場所に置いてください。 

•付属のアンテナでよく聞こえないときは、 「 FM ラジオ放送の雑音を減らす」 （48 ページ）を参 
照して操作してみてください。 
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本機を接続する 


けラウンドバックスピーカーを接続ずる 

本機にお手持ちのアンプとサラウンドバックスピーカーを接続することで、 7.1 チヤンネ 
ル再生を行うことができます。 



サラウンドバックスピーカーを]本だけ接続するときはサラウンドバックスピーカーをアン 
プの L 側のスピーカーに接続し、本機の L ( Single ) 端テとアンプの L 端テを接続します。 


お知6せ 


• HTP - S 已3己は、サラウンドバックスピーカーの他に、別売りの専用スピーカー S - SWR 已 CR 
を必要です。 

• HTP - S 巳己]日は、サラウンドバックスピーカーの他に、別売りの専用スピーカー S - S 巳已 R も 
必要です。 
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I 電源コードを接続する 

すべての接続び終了した5、電源コードを家庭用電源コンセント ( AC 10日 V )に接続します。 



• 旅行などで長期間本機を使用しない場合は、必ず電源コンセントから電源コードを抜 
いておいてください。長期間、電源コードを抜いた状態でを、本機で設定した各種設 
定び消去されることはありません。 


n 口ぶ定 リモコン ■困つたとき ■付録 
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サラウンドの自動設定けート MCACC ) 


本機のオート MCACC では、従来の手動調整では難しかったさま 
ざまな設定を、自動で高精度に測定、設定することができます。 
スピーカーから出力されるテスト I -ーンを付属のセットアップ用 
マイクで測定し、解析します。すべての測定/解析にかかる時間は、 
1分〜3分程度です。 



• テレビを HDMI ケーブルのみで接続した場合、システムセットアップ画面は表示されませんので、 
付属のビデオケーブル（黄）で接続してください。本機とテレビとの接続は、33ページをご覧 
ください。 


テレビ画面を見なびら 
簡単に設定び行えます。 


ビデオケーブルで接続してくださし、。 



HDM 1 ケーブルだけでは、システム 
セツトアップ画面は表示されません。 



J ※前面表示部を見 I 
なびら設定する！ 
ことちでさます 。 j 


• 入力び iPod/USB のときはシステムセットアップ設定を行うことびできません。 

• 測定中は大さな音でテスト!-ーンび出力されます。近隣住宅や小さなお子様などへのご配慮を 
お願いします。 


お知6せ 


• 測定中は静かにしてください。 

• スピーカーと視聴位置（マイク）の間に障害物びあると、正確に測定でさないことびあります。 

• 測定中は視聴位置から離れて、各スピーカーの外側から U モコンで操作を行ってください。 

• 測定の途中で音量を下げることちでさますび、正しく設定されない場合びあります。 

• 付属のマイクをテレビモニター近くに置いてセットアップを行わないでください。 

• オート MCACC 設定を行うと、それ前に行ったスピーカーに関する設定は、すべて上書きさ 
れます。 

• 測定を中断した場合は、それまでの測定内容は確定されません。 

• オート MCACC 画面のまま3分間放置すると、画面にスク U —ンセーバー機能び働さますび、 
いずれかのボタンを押すことでふたたび同じ画面を表示します。 





























ぶ セッ トアップ用マイクを接続する 

本機背面にある MCACC SETUP M に 
端テに接続します。 



② マイクを視聴位置に設置する 

リスニングポジションにマイクを設置 
するとさは、王脚を使ってマイクをち 
の高さにします。兰脚びないときは、 
台や椅子などを使い、マイクびちの高 
さで水平になるようにしてください。 

システム 

③ を押す 

本機の電源びオンになります。 

テレビの電源もオンにして、テレビの 
入力を本機とビデオケーブル（黄）で 
接続した入力に合わせて < ださい。 


r システム1 

(3) 〇を押してか 5|f_© を押ず 

テレビにシステムセツトアップ画面が 
表 7 J \ されます。 



• ♦/♦/ 和/一 と 決定 ボタンで、操作項 
目を選びます。 

-戻る ボタンで前の画面に戻ります。 

• 設定 ボタンでシステムセットアップ 
を終了します。 

⑥ 寒で 「Auto MCACC 」 を選 
んで決定ずる 

• IVMC IN ! と点滅表示した場合は、マ 
イクび正しく接続されていません。 
MCACC SETUP M に端テにマイクび 
接続されているかを確認してください。 

-サラウンドバックスピーカーを使用 
しているとさは、サラウンドバック 
スピーカーを接続しているアンプの 
電源を入れて音量を適度に上げてお 
いてください。 

度）オート MCACC 設定が開始さ 
れます 

スピーカーシステムの確認のためテス 
卜 I -ーンび出力され、測定中を示す画 
面になります。測定中はでさるだけ詩 
かにしてください。 
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サラウンドの自動設定（才-卜 MCACC ) 


③スピーカーの有り無しを確認する 

測定び終わると、スピーカー有り無し 
の判定の確認画面び表示されます。]日 
秒間何ち操作びないとさは自動で手順 
8へ進み、オート MCACC 設定び再開 
されます。 


I.Auto MCACC 

Check 

Front 1 

[yes ] 

Center j 

[yes ] 

Surr 1 

[yes ] 

Suit. Back j 

[YESx2] 

Subwoofer j 

[yes ] 


ィ 

9:Next 

Return 


ド 

が 5 1 


• |-〇〇 much ambient noise としり 

たエラー表示び出たとさは、部屋を 
静かにしてから RETRY を選んでく 
ださい。詳しくは「オート MCACC 
設定時におけるその他の問題」 （4 已 
ページ）をご覧ください。 


スピーカー有り無し確認画面の見かた： 


有無 

スピー 

接続している 

接続して 

いない 

規定がの 
接続 

Front 

フ□ント左ち 

YES 

ERR 

ERR 

Center 

センター 

YES 

N0 

--- 

Suit 

サラウンド左右 

YES 

N0 

ERR 

Surr.Back 

サラウンドバック 
左ち 

YESx2 

(2 つ接続） 

YESxl 

(1 つ接続） 

--- 

ERR 

Subwoofer 

サブウーファー 

YES 

N0 

--- 


スピーカーの測定結果び間違つていたとさ 
は174^ボタンでスピーカーを選んで和/ 
ーボタンで設定を変更します。 

エラー ( ERR ) び表示されたときは、マイ 
クやスピーカー接続に問題びあるかをしれ 
ません。 


「 ERR 」 表示には次のような種類びあります。 

• Front : ERR -フ□ントス ピーカーの 
接続を確認してください。 

• Suit : ERR ーサラウンドス ピーカーの 
接続を確認してください。 

• Surr.Back : ERR -ヴラウンドバック 
スピーカーの接続を確認してください。 

「 RETRY 」 を選んで再測定してち同じエ 
ラーび表示されるとさは、電源を切ってか 
らスピーカーの接続を確認してください。 

透)覆で roKj と表示させてか 
5決定する 

スピーカー出カレベル、スピーカーま 
での距離、周波数特性の補正び開始さ 
れ測定中を示す画面になります。 


1-Auto MCACC 

Now Analyzing 

Surround Analyzina 
Speaker System 
Speaker Distance 
Channel Level 
Acoustic Cal EQ 


• 測定中は静かにしてください。この 
測定には]〜3分程度かかります。 

d ) 自動測定び終了ずるとシステム 
セットアップ画面に戻りまず 

必ずセットアップ用マイクを本機から 
抜いてください。 

オート MCACC では自動で最適なサラ 
ウンド環境を設定しますび、システム 
セットアップから項目を選んで、各設 
定を手動で調整することちでさます。 
詳しくは64ページをご覧ください。 
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サラウンドの自動設定（才ート MCACC ) 


お知6せ 


• スピーカーまでの距離について、サブウー 
ファーまでの距離び 、 U スニングポジシヨ 
ンからの実際の距離よりを遠めに設定され 
ることびあります。この設定は遅延補正や 
部屋の特徴を考慮に入れた正しい設定値の 
ため、特に変更する必要はありません。 

• スピーカーまでの距離について、サラウン 
ドノ くックスピーカーまでの距離び実際の距 
離と合わないことびあります。これはご使 
用のサラウンドバックチヤンネル用アンプ 
びデジタル処理を行うとさに発生します。 
この場合、接続したアンプをあらかじめア 
ナ□グダイレクトなどのモードに設定して 
<ださい。アナ□グダイレクトなどのモー 
ドびない場合は、ステレオモードに設定し 
てください。この状態で行った距離補正は 
正しく行われていますので、特に設定値を 
変更する必要はありません。 


才ート MCACC 設定時におけるそ 
I の他の問題 

部屋の環境びオート MCACC 設定に適して 
いない場合（騒音び大さい、壁の残響び大 
さい、スピーカーとマイクの間に障書物び 
あるなどの場合)、正しい測定結果を得られ 
ないことびあります。測定に影響を与える 
可能性のある機器（エアコン、冷蔵庫、扇 
風機など）を確認し、必要に応じてそれら 
の電源を切ってください。フ□ントパネル 
の表示部にメッセージび表示された場合は、 
その指示に従ってください。 

旧型のテレビによっては、マイクでの測定 
に影響を与えるちのびあります。その場合 
は、オート MCACC 設定のときだけテレビ 
の電源を切ってください。 


設置と3$!続-基本設定と操作 iPod/USB 圓ヴラウンド再生圓応用設定圓リモミ-困ったとき-付録 
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本機か 5 音を出す 


本機に接続した他機器やラジオなどの音声を聴くまでの手順です。 


( P 再生機器の電源をオンにする 

② 本機の電源をオンにずる 

BD TV DVR VIDEO TUNER AUX iPod USB 

③ 0000000 
マルチコント□ールボタンを押 
して、聴きたい入力を選ぶ 

マルチコント□ールボタンはそれぞれ 
下の入力に切り換わります。 

BD ※-巨 D / DVD 端テ 

TV ※- TV / SAT 端テ 

DVR ※- DVR/VCR 端テ 

VIDEO ※一 VIDE 日端テ 

TUNER - FM ラジオ 

AUX ※一 AUX 端テ 

iPod USB - iPod US 己端テ（フロ 

ントパネル） 


• ※印び付いている入力は、必要に応じて 
音声入力信号の種類を選んで < ださい 
(一47ぺージ)。 

•マルチコント□ールボタンを押すと、 IJ 
モコンちそれぞれの機器の操作モードに 
切り換わります。本機を操作したいとさ 
は、一度 文テ习 ボタンを押してから操 
作ボタンを押してください。（他機器の操 
作については72ページをご覧ください。） 

• WW でち入力を選ぶことびでさま 
す。この場合、操作モードは切り換わり 
ません。 

④再生機器の再生を開始ずる 

AUTO/ STEREO/ 

DIRECT A.L.C. STANDARD ADVSURR 

嚴 ロロ ロロ 

お好みのリスニングモードを選ぶ 


各端子に接続した機器の映像や音声を楽しむ 
には、似下の操作で入力を選びます。 


I—— VIDEO INPUT ——I 

脱屬@ (§) 

sv^asA video l audio r 


iPod USB iPod USB 

一— -し 心 


USB 皇 iPod 


フ〇ント 
パネル 


• A を押す ( TV/SAT 入力) 
- TV/SAT 入力じ(外のときは 

[^ステム I 音声切換 OFmCALl 

0今0で 01 を選ぶ 


いずれかの入力のとさに 

防アム I 音声切換 COAXIAL 1 、 

#今#で C 1 を選ぶ 


OPTICAL 


が;口ぶ E； 華ぞ巧目 E 

INHCrV/SAT) IN 目㈱—X) 


>を巧す ( AUX 入力） 
AUX 入力じ[がのとさは 

I システム 1 音吉切換 0PTICAL2 

0今0で 02 を選ぶ 


0を押す ( VIDE 日入力) 
音び出ないとさは、 

I システム I 


で A を選ぶ 


映像/音声 


背面部 


画画 

■AUDIO¬ 




DVR TV BD AUX 


f 感 @。。感 (D 
鮮 i *。 ほに 艦) 

% m 


\ 音声切換 


で A を選ぶ 


'僧還) 
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(Single) 

甜ピ 

廢 


HDMI 

DVR/VCR VIDEO BD/DVD 

IN IN IN 

し^ 1 

t J c 


屬)可 

口 c 

三 1 售 

別 

® 

DVR/VCR 

0U:T 慶) 


MCACC 
SETUP M に 

1 

1 


映像/音声 


BD 








































































本機か 5 きを出 ~ 

I 


お知5せ 


• H ( HDMI ) または C 1/01/02 (デジタル） 

に設定した場合 、 Dolby Di 呂 ital 信号び入基 
力されると □□ インジケーターび点打しま客 
す。また DTS 信号び入力されると DTS 浸 
インジケーターび点なします。 

• H ( HDMI ) に設定した場合、 A および 
DIGITAL インジケーターびともに消好し基 
ます。 

• 本機で再生でさるデジタル信号の形式は、^ 
Dolby Digital、PCM (32 kHz 〜96 屯 
kHz) 、 DTS (DTS 96 kHz /24 bit を 操 
含む）および MPEG -2 AAC です 。 HDMI 作 
端テを経由することで 、 SACD (DSD 2 
か)、 DVD 才ーディオ （192 kHz 含む)、 

ドルビー TrueHD 、 ドルビ_デジタルプラ 0 
ス、 DTS - EXPRESS 、 DTS-HD Master ^ 
Audio 、 DTS-HD Hi-Resolution などもい 
再生でさます。その他のデジタル信号は対 S 
応していませんので 、 A (アナ□グ）を選 B 
択してください。 ^~ 

• A (アナ□グ）を選択した状態で DTS 対応 ラ 

の LD プレーヤーや CD プレーヤーを再生 ? 
すると、デジタルノイズび発生することびあ 
ります。この場合、入力信号は C 1/01/02再 
(デジタル）を選択してください。 ^ 

• DVD プレーヤーによっては DTS 信号び ■ 

出力でさないなど、再生でさるデジタル信 .。* 

号に制限びあります。詳しくは DVD プレー：3 
ヤーの取扱説明書をご覧ください。 m 

• オーディオ調整機能の HDMI を THRU に 
設定しているとさは、本機からではなくテ 
レビから音び出ます。 （62 ページ） ^ 

- コ 

ン 


音量 



⑥ y U 音量を調節ずる 

音量は、 MIN (最小）〜 MAX (最大) 
の範囲で操作でさます。 

. 一時的に音を消したいとさは、 I ;肖气 
を押します。ちラー度巧すか、音量 
を調節すると解除します。 


声入力信号を選択する 

各入力ごとに再生する音声入力信号を選択 
することびでさます。 

デジタル入力端テは次のよ5に設定されて 
います。 

• OPTICAL 1: TV/SAT 入力 

• 0 PTICAL 2 : AUX 入力 

各入力に上記 iU 外の機器を接続している場 
合や、 COAXIAL ] の入力を選ぶ場合は切^ 
下の操作を行って<ださい。（一度設定する 
と、マルチコント□ールボタンで入力を選 
んだとさに、ここで選んだ入力の音声び再 
生されます。） 

I システに1 

ぶ〇を押ず 

音青切換 

②〇で接続している機器の入力 
信号を選択する 

押すたびに次のよラに切り換わります。 

• H — HDMI 入力を選択します。巨 D / DVD 、 
VIDE 日、 DVR / VCR 入力のときに選択 
でさます。 

• A —アナ□グ入力を選択します。 

• C 1/01/02 -デジタル入力を選択します。 
C 1 は COAXIAL 1入力 

01は日 PTICAL ] 入力 

02は日 PT に AL 2 入力を表します。 

H ( HDMI ) または Cl /01/02 (デジタル) 
を選択しているとさに、選んだ音声信号の 
入力びない場合、自動で A (アナ□グ）び 
選択されます。 


困つたとき ■付録 
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FM ラジオを聴く 


アンテナが接続されていないと、 FM ラジオ放送を聴くことはで 
きません。4日ページを参照して、アンテナを接続してください。 


TUNER 

ぶ〇を押す 

TUNE 

②@で聴きたい放送局に周波数 
ををわせる 

フ□ントパネルの TUNE + / -ボタン 
でち操作でさます。 


才ートナユーニソク 

TUNEt /4^ ボタンを押し続けて、周波数 
び動さ始めたら指を放します。 

周波数び自動的に変化して、放送局を受信 
すると自動的に止まります。 

途中で止めるときは、わう一度 TUNEt /4^ 
ボタンを押すか、 辟を) を巧します。 


マニュアルチューニング 

TUNEt /4^ ボタンを1回ずつ押します。 
周波数び1ステップずつ変化します。 


八イスピードマニュアルチューニング 

TUNEt /4^ ボタンを押し続けます。 
ボタンを押している間、周波数び連続して 
変化し、指を放すと止まります。 

I FM ラジオ放送の雑音を減 S す 

FM の受信で TUNE または ST インジケー 
ターび点打せず受信状態び悪いとさは、モ 
ノラル受信 (FM MONO) に切り換えると 
受信感度び良 < なり放送び聴さやす < なり 
ます。 

ぶ S 急顧を押す 


送局を記憶させる 

よく聴く放送局を3日局まで記憶すること 
びでさます。 

① 記憶させたい放送局を受信する 

TUNER EDIT 

② 运 T — を押ず 

PRESET と表示され、 MEM とステー 
ション番号び点滅します。 

③ で記憶させるステーショ 
ン番号を選ぶ 

ステーションの選択には数字ボタンち 
使用でさます。 

④ を押す 

保存先のステーション番号の点滅び止 
まり、本機に放送局び記憶されます。 

I 記憶をせた放送局を極び出す~ 

ぶで呼び出したい放送局の 
ステーション番号を選ぶ 

ステーシヨンの選択には数字ボタンち 
使用でさます。 
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FM ラジオを聴 < 


[1己憶させた放送局に名前をつける 

選局しやすいよラに、記憶させた放送局に 
名前をつけることびでさます。 

( P 名前をつけたい放送局を選ぶ 

「記憶させた放送局を呼び出す」 (48 
ページ）をご覧になり、記憶させた放 
送局を呼び出します。 

TUNER EDIT 

② （ gr — を2回押す 

表示部の最初の文字の位置でカーソル 
び点滅します。 

③ 名前を入力ずる 

PRESET 和/ー ボタンで文字の位置を 
選び、 TUNEt /4^ ボタンで文字を選 
びます。 

• 名前は8文字まで入力でさます。 

( g ) 辟定)を押す 

名前び記憶されます。 


お知6せ 


• 入力した名前を消去するには、上記の手順 
1 〜 2 を行ってから ミ夫定 ボタンを押しま 
す。このとさ TUNER EDIT ボタンを押す 
と入力した名前を残します。 

• 放送局に名前をつけると、 表示 ボタンを押 
すことでその放送局の名前表示に切り換え 
ることびでさます。周波数表示に戻したい 
とさは周波数表示になるまで 表示 ボタンを 
押します。 


設三と接ち国肇靈と操作 P 01 


USB 


サラウンド再生圓応用設定 圓リモ n ン 


困つたとキ J 


付録 
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iPod をつないで再生ずる 


iPod を本機に接続して、 iPod の音楽を本機で楽しめます。 iPod の接 
続については、 「 iPod を接続する」 （38 ページ）をご覧ください。 


システム 

ぶ { jn を押す 


本機の電源びオンになります。 

テレビの電源ちオンにして、テレビの 
入力を本機とビデオケーブルで接続し 
た入力に合わせて < ださい。 

iPod USB 

② 〇を押す 

テレビ画面に Loadin 呂と表示され、 
iPod び正し<接続されているかの確認 
動作び行われます。 

• ボタンを押したあとに N 0 DEVICE 
と表示された場合は、電源を切って 
から本機と iPod の接続をやり直し 
てみて < ださい。 

才-ディ補整 

トップメニュ ー 

③ 〇を押ず 

テレビ画面に iPod Top メニューび表 
示されます。 



• iPod の画面には Pioneer と表示さ 
れ、 iPod 本体を操作することはでさ 
なくなります。 

④§で再生したいカテゴリーを 
選んで決定ずる 

カテ 3 U —はじ(下の中から選びます。 
選んだカテ3 U —の IJ ストび表示され 
ます。 

Playlists Genres 

Artists Composers 

Albums Auaiobooks 

Songs Shuffle Songs 

Podcasts 

• 前の画面に戻るには、戻るボタンを 

50 押します。 


透）@で再生したいリスト（ジャ 
ンル、アルバムなど）を選んで 
決定する 

度）手順日を繰り返して、聴きた 
い曲を再生する 


お知6せ 


• テレビとの接続を HDMI ケーブルのみで 
巧つているときは iPod Top メニュー画面 
び表示されません。付属のビデオケーブル 
(黄）でもテレビと接続してください。 （33 
ぺージ） 

•本機は、第已世代降の iPod や iPod 
nano、iPod classic、iPod touch 、 
iPhone の音声および映像に対応していま 
す (iPod shuffle には対応しておりません)。 
モデルによっては一部機能び制限されます。 

• iPod の映像を本機で楽しむには、別売りの 
専用 iPod ケーブルび必要です。 （38 ページ） 

• iPod のソフトウェアびちいと正常に動作 
しないことびあります。必ず最新のソフト 
ウェアでお使いください。 

• iP 日 d は、著作権のないマテ IJ アル、また 
は法的に複製-再生を許諾されたマテ U ア 
ルを個人び私的に複製-再生するために使 
用許諾されるちのです。著作権の侵害は法 
律上禁止されています。 

• パイオニア製品から iPod のイコライヴを 
操作することはでさません。本機に iPod 
を接続する前に、 iPod のイコライヴを「才 
フ」に設定することをお勧めします。 

• 本機と iPod を組み合わせてご使用の際、 
iPod のデータに不具合び生じてち 、デー 
夕の補償はいたしかねますので、あらかじ 
めご了承 < ださい。 

• 本機での表示は英数字のみとなります。英 
数宇！;(外の文宇び iPod に記録されている 
場合、その文字は「*」で表示されます。 















メッセージ 

意味 

iPod/USB 
Error 1 
( l/U 
ERR !) 

正常に通信でさません。コネク 
ターを一度外し、 iPod のメイン 
メニューび表示されてから、を 
ラー度確実にコネクターを接続 
してください。それでを iPod び 
正常に動作しない場合は、 iPod 
を IJ セットして<ださい。 


iPod をつないで再生する 


メッセージ 

意味 

iPod/USB 
Error 2 
( l/U 
ERR 2) 

-本機び対応していない iPod び 
接続されています。対応したモ 
デルかどうか確認してください。 
(50 ぺージ） 

- iPod ソフトウェアのバージョン 
びちいとさに表示されます。 iPod 
のソフトウェアを最新バージョン 
にアップデートしてください。 

iPod/USB 
Error 3 
( l/U 
ERRS ) 

iPod からの応答びありません。 
iPod のソフトウてアを最新バー 
ジョンにアップデートしてくだ 
さい。それでを iPod び正常に動 
作しない場合は、 iPod を U セッ 
卜して < ださい。 

No Track 

iPod で選択したカテ:内に 
トラックび入っていません。他の 
カテ 3 U —を選択してください。 


pPod の写真や映像を再生する 

iPod に記録されている写真や映像を再生す 
るには、 iPod の操作を本機と iPod 本体と 
で切り換える必要びあります。 

• iPod の写真や映像を再生するには本機 
の MONITOR 日 UT 端テ（コンポジット) 
からテレビに接続してください。 HDMI 
での接続ではテレビに写真や映像を表示 
でさません。 

翰 . 

ぶメ] Pod CTRL を押して、操作を口 Od 
側に切り換える 

iPod 本体で操作できるようになり、写 
真や映像を見ることびでさます。本機 
での操作はでさなくなり、日 SD 画面 
は表示されません。 

②メ] Pod CTRL をもつ一度押して、操 
作を本機側に切り換える 


お知5せ 


• 別売りの専用 iPod ケーブルで iPod を接続 
しているとさのみ、 iPod に記録されている 
写真や映像を再生することびでさます。 

• ビデオ出力のある iPod のみ有効です。 


liPod を操作する 

本機のリモコンで下の iPod の操作びで 
さます。 


ボタン 

機能 

曰 

再生を開始します。 

曰 

一時停止/一時停止解除します。 

HH 

押し続けている間、早戻しまたは 
早送りをします。 

回 

再生中のトラックの先頭に戻りま 
す。続けて押すと、前のトラック 
に戻ります。 

回 

次のトラックの先頭に進みます。 

スリ-フ〇 

fCH +] 

IJ ピート再生を設定します。 

押すたびに Repeat One 、 

Repeat All、Repeat 0 斤に切り 

換わります。 

ミッドナイト乂 

シャッフル再生を設定します。 

押すたびに Shuffle Songs 、 
Shuffle Albums 、 Shu 斤 le 0 斤 

に切り換わります。 

表示 

口 

フ□ントパネル表示の内容を切り 
換えます。 


フオルタ'一/ファイル U スト画面 
を表示中にページ送り/戻しをし 
ます。 


Audiobo 日 k を再生中に再生の速 
さを変更します。 

Faster 一 Normal 一 Slower 

©戻る 

ST / M 0 N 0 

前の画面に戻ります。 


エラーメッセージについて 

フ□ントパネル表示部にメッセージび表示 
された場合は、切^下の操作を行ってみてく 
ださい。 


準備！ Ji 薑義 rus:_! 生 r ! rL 付録 
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I 


USB メモリーを再生ずる 


お手持ちの USB メモリーを本機に接続して 、 USB メモリーに 
記録されている音楽ファイルを本機で再生することがでさます。 
USB メモリーの接続については、 rus 巨メモリーを接続する」 （39 
ページ）をご覧ください。 


システム 

ぶ匹!]を押す 

本機の電源びオンになります。 

テレビの電源もオンにして、テレビの 
入力を本機とビデオケーブルで接続し 
た入力に合わせて < ださい。 


irou UOD 

②〇を押ず 


テレビ画面に Loadin 邑と表示され、 
US 日メモリーを読み込みます。読み 
込みび終了すると再生画面び表示され、 
自動で再生び開始されます。 

• ボタンを押したあとに N 0 DEVICE 
と表示された場合は、電源を切って 
から本機と US 目メモ IJ 一の接続を 
やり直してみてください。 


USB ►PLAY 



32kbps 


-フォルター/フアイ J レ番号 
-ファイル形式 
」」ピート/シャッフル 
-曲名 

-アーティスト名 
-アルバム名 
-経過時間 

-ビットレート 


再生機能を使っていろいろな再生び可能で 
す。詳しくは「再生機能について」（己3ペー 
ジ）をご覧ください。 


お知6せ 


テレビとの接続を HDMI ケーブルのみで 
行っているとをは USB 再生画面が表示さ 
れません。付属のビデオケーブル（黄）で 
もテレビと接続してください。 （33 ぺージ） 

本機で再生できる USB メモ U —のファイ 
ルは、 WMA 、 MP 3、 MPEG -4 AAC のい 
ずれかで、著作権保護のかかっていない音 
楽ファイルのみです。 （9 已ページ） 

本機とパソコンを USB ケーブルで接続し 
て音楽ファイルを再生することはでさませ 
ん。本機び対応している USB メモ IJ 一は、 
外付ノ V — ドディスクや携帯フラツシュメモ 
IJ 一、 デジタルオーディオ再生機 (FAT 
] 目 、 FAT 32のフォーマツトに対応）な 
どの US 目マスストレージクラスに属する 
機器です。 

本機ではすべての USB メモ U —の再生、 
および電源の供給を保証でさない場合び 
あります。また、本機と接続したことで、 
US 目メモ U —のファイルび万一損失した 
場合、当社は一切の責任を負うことびでさ 
ませんので、あらかじめご了承<ださい。 
容量の大さい USB メモ U —を接続したと 
さは、読み込みに多少時間びかかることび 
あります。 

本機は US 巳八ブには対応していません。 

本機で再生でさないファイルび選択された 
場合は、自動的に次の再生可能なファイル 
び再生されます。 

a のタイトルびファイルに記録されていな 
い場合は、ファイル名び日 SD 画面に表示 
されます。アルバム名やアーティスト名び 
記録されていない場合は、それらは表示さ 
れません。 

英数字外の文字は「*」で表示されます。 
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[^生機能にっぃて 


U モコンで1^^(下の US 目メモ IJ 一再生操作 
びでさます。 


ポタン 

機能 

曰 

再生を開始します。 

曰 

一時停止/一時停止解除します。 

1一 叫 

押し続けている間、早戻しまたは早 
送りをします（早戻し/早送り中は 
音声びとぎれることびあります)。 

回 

再生中のトラックの先頭に戻りま 
す。続けて押すと、前のトラック 
に戻ります。 

回 

次のトラックの先頭に進みます。 

スリ-フロ 

fCH +] 

IJ ピート再生を設定します。 

押すたびに Repeat All、Repeat 
One、Repeat Folder に切り換 

わります。 

ミッドナイト文 

画 

シャッフル再生を設定します。 

押すたびに Shuffle On、Shu 斤 le 

0 斤に切り換わります。 

表示 

口 

フ□ントパネル表示の内容を切り 
換えます。 


再生中のトラックの頭出しをしま 
す（フオルダー/ファイルリスト 
画面を表示中はページ送り/戻し)。 

©戻る 

ST/MONO 

画面の階層を戻します。 


USB メモリーを再生する 


エラーメッセージについて 


フ□ントノ くネル表示部にメッセージび表示 
された場合は、下の操作を行ってみてく 
ださい。 


メッセージ 

意味 1 

iPod/USB 

正常に通信でさません。 

Error 1 

本機の電源を切ってから US 目メ 

(l/U 

モ U —を外して、ちう一度接続 

ERR!) 

して < ださい。 

iPod/USB 

US 目メモリーからの応答びあり 

Error 3 

ません。 

(l/U 

本機の電源を切ってから US 目メ 

ERRS) 

モ U —を外して、をラー度接続し 
てください。 

iPod/USB 

USB メモ U —の消費電力び大さ 

Error 4 

すを乐す。 

(l/U 

本機の電源を切ってから US 巳メ 

ERR4) 

モ U —を外して、ちう一度接続 
して < ださい。 


• 本機の電源を切ってから、再度電源を入 
れてみて < ださい。 

• 本機の電源を切ってから USB メモ IJ 一 
を抜さ、再度 US 日メモ IJ 一を接続して 
電源を入れてみて < ださい。 

• BD/DVD などの他の入力に切り換えて 
から、再度 iPod/USB 入力にしてみて 
ください。 

• AC アダプターび付属されている USB 
メモ IJ 一をお使いの場合は、 AC アダプ 
ターを接続して使用してみてください。 

上記の操作を行ってち USB ERR び表示さ 

れるとさは、 US 日メモ IJ 一び本機に対応 

していません。 


巧 


ぶ E と接写 


基本ぷ定と操作 


-Pod/USB 


サラウンド再生 獻口ぶ定 


U モ n ン 


困つたとさ 


付録 
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リスニングモードを選択する 


本機には、多彩な音響効果を楽しんだり、お好みで音場補正も可能な、 
さまざまなリスニングモードが下図のとおり用意されています。 


ボタン リスニングモード モードの選択肢 このような用途に適しています。 


r 

AUTO / 

DIRECT 

( I 

オートサラウンド/ダイレクトモード 

一日日、日 7 ページ 

入力信号に収録されたチャンネル数に応じて、 
再生チャンネル数を自動的に選択します。 

AUTO SURROUND すべてのソース 

DIRECT すべてのソース 

PURE DIRECT アナ□グ信号、 PCM 信号、 

SACD 

J 





f STEREO / 
A . L . C . 

LJ 

V 

ステレオ/才ートレべルコント□-ル/ 

フ□ントサラウンド•アドバンスモード 
一己 7 ぺージ 

すべての音声信号を 2.] チャンネルで再生 
します。 

フ□ントサラウンド•アドノじ/スモードは、左ち 
のフ□ントスピーカーとサブウーファーだけ 
で自然なサラウンド再生を行います。 

STEREO 音楽 

A.L.C. 音量差のあるソース 

F.S.S.ADVANCE 映画/音楽 

J 




STANDARD 

( I 

V 

サラウンドモード 

一己已ぺージ 

いつでちサラウンド再生で楽しみたい方に 
適したモードです。 

《 HTP-S 已 3 日は、別売りの専用スピーカーび必 
要でず。 

《お手持ちのアンプを使用してサラウンドバック 
スピーカーを接続した場合は、 7. 1 チャンネル再 
生に対応したモードび選択でさます。 

(己 9 ぺージ） 

■ ステレオ 2 チャンネル音声再生時 

DOLBY PLII MOVIE 映画 

DOLBY PLII MUSIC 音楽 

DOLBY PLII GAME ゲーム 

NE0:6 CINEMA 映画 

NE0:6 MUSIC 音楽 

DOLBY PRO LOGIC ちし川央画 

■マルチチャンネル音声再生時 

ストレートデコード再组こなります。 

J 




r 

ADVSURR 

1 I 

V 

アドバンスド•サラウンドモード 
一己 6 ぺージ 

映画や音楽などのソフトのジャンルに合った 
音響効果を楽しめる、ノてイオニアオリジナル 
の IJ スニングモードです。 

ACTION アクション映画 ， 

DRAMA ドラマ 

ENT.SHOW ミュージカル/映画 

ADVANCED GAME ゲーム 

SPORTS スポーツ 

CLASSICAL クラシック 

ROCK/POP □ック、ポップス 

UNPLUGGED アコースティック 

EXT.STEREO 音楽 j 




お知6せ 


• サラウンドの自動設定 （42 ページ）を行っていないと、正しく U スニングモードを選択でさ 
ないことびあります。 

• IJ スニングモードやその他の機能について、入力信号や本機の設定などによっては使用でさな 
いことびあります。 
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I 音源と音声出力について 


悟源 

ラジオや外部入力などの、本機に入力される 
音声を音源といいます。音源には、ステレオ 
音声とマレチチヤンネレ音声びあります。 


ステレオ音芦 

左とちの2チヤンネル音声です。をに CD 
や FM ラジオ放送などで使われています。左 
とちび同じ音声をモノラル音声といいます。 


マルチチャンネル音芦 

ステレオ音声より多くのチャンネ>1レび収録さ 
れた音声です。音声収録ち式にはドルビーデ 
ジタルや DTS 、 MPEG -2 AAC などびありま 
す。主に DVD ビデオなどで使われています。 


[^声出力 

スピーカーから出力される音声です。本機 
には2つの音声出力びあります。 


ステレオ音芦出力 

フ□ントスピーカー（左/ちの2チヤンネ 
ル）とサブウーファー（低音専用なので日.1 
チャンネルといいます）から音声び出力さ 
れます。 


サラウンド音芦出力 

フ□ントスピーカー（左/ちの2チヤンネ 
ル)、センタースピーカー （1 チヤンネル)、 
およびサラウンドスピーカー（左/ちの2 
チヤンネル）の合計己チヤンネルと、サブ 
ウーファー (0.1 チヤンネル）から音声び 
出力されます’^。音源びステレオ音声やモ 
ノラル音声でも、センターおよびサラウン 
ドの音声を作って出力されます。 

※音源によっては、サラウンドスピーカーか 
ら音声び出力されないことびあります。また、 
センタースピーカーからのみ音声び出力され 
ることびあります。 


I オートサラウンドで再をする 

AUTO SURROUND モードは、本機のさ 
まざまな音声再生モードのなかで最ち簡単 
に最適な再生ち式を選択します。再生して 
いる音声信号を本機び自動で検出して、マ 
ルチチャンネルやステレオなど最適な再生 
方法を選択します。 

度)再生中に^を押す 

フ□ントノくネ J レ表示音 K に AUTO SURROUND 
と表示されるまで、繰り返し押してください。 
次にこのモードび自動選択したデコード名称 
または音声フォーマット名称び表示されます。 
どのフォーマットび選ばれたかは、フ□ントパ 
ネルのデジタルフォーマットインジケーター 
を確認してください。 （1] ページ） 


お巧6せ 


• ステレオ2チヤンネルの（マト U ック 
ス）サラウンドフオーマットは、 NEO : 巨 
CINEMA または DOLBY PLIIx MOVIE で 

デコードされます（詳しくは「サラウンド 
で再生する」（下記）をご覧<ださい)。 

• AUTO/DIRECT ボタンでダイレクト再生 
機能も選択することびできます。詳し<は、 
「ダイレクト再生機能を使う」（已7ページ) 
をご覽ください。 


r サラウンドで再生する | 

本機は、すべての音声をサラウンド再生す 
ることびでさます。ただし、スピーカーの 
設定や入力信号の種類によって、選択でさ 
るサラウンド再生の種類は異なります。 

ぶ再生中に ST ご5でモードを選ぶ 

D 日 Iby Di 呂 ital や DTS 、 ドルビーサラウン 
ドなどのフオーマツトで圧縮された信号に 
ついては、適切なデコード形式び自動的に 
選ばれ、表示部に名称び表示されます。 


リスニングト品！]万ミ^^^~ 

備 


i 一本謹と操作 lipDiri ‘ il モコとき付録 
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リスニングトドを選択する 


ステレオ2チャンネル音芦再生時 

• DOLBY PLII MOVIE 

最大己1チャンネルサラウンドで、映 
画に適しています。 

• DOLBY PLII MUSIC 

最大己.1チャンネルサラウンドで、音 
楽に適しています。 

• DOLBY PLII GAME 

最大己.1チャンネルサラウンドで、ゲー 
ムに適しています。 

• NE0:6 CINEMA 

最大己.1チャンネルサラウンドで、映 
画に適しています。 

• NE0:6 MUSIC 

最大己1チャンネルサラウンドで、音 
楽に適しています。 

• DOLBY PRO LOGIC 

4.1 チャンネルサラウンドです（サラウン 
ドスピーカーからの音声はモノラ>1レです)。 

マルチチャンネル音芦再生時 

ストレートデコード再生になります。 


お知6せ 


• DOLBY PLII MUSIC モードでステレ 

才2チャンネル音声を聴いている場合、 

C . WIDTH 、 DIMEN .、 PNRM . の3つの項 

目を調整でさます。詳しくは「オーディオ 
調整機能を使う」（目]ページ）をご覽くだ 
さい。 

• NE 0:6 CINEMA または NE 0:6 MUSIC 

モードでステレオ2チャンネル音声を聴い 
ている場合、 C . IMG の項目を調整でさます。 
詳しくは r オーディオ調整機能を使う」（目] 
ページ）をご覽ください。 

• サラウンドバック用アンプを使用してサラ 
ウンドバックスピーカーを接続している場 
合は、 7.1 チャンネルサラウンド再生び可 
能です。詳しくは已9ページをご覧ください。 


ADVANCED SURROUND モー 
ドの効果を使ラ 

音にさまざまなサラウンド効果を加えます。 
お好みに応じて1^^(下のモードを選択します。 

( P 再生中にでモードを選ぶ 

• ACTION 

アクシヨン映画などをダイナミックに再 
生します。 

• DRAMA 

映画などのセ IJ フを明瞭に再生します。 

• ENT. SHOW 

ミュージカルなどの音楽系ソースに適し 
たモードです。 

• ADVANCED GAME 

テレビゲームに適した モー ドです。 

• SPORTS 

スポーツ番組に適したモードです。 

• CLASSICAL 

大さなコンヴートホールのよラな臨場感 
で再生します。 

• ROCK/POP 

□ックやポップに適したモードで、ライ 
ブ会場のよラな臨場感で再生します。 

• UNPLUGGED 

アコースティック音楽系ソースに適した 
モー ドです。 

• EXT.STEREO 

ステレオ2チヤンネル音声をマルチチヤ 
ンネル音声にして、すべての スピーカー 
を使って再生します。 
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I ダイレクト再生機能を巧う 

ダイレクト再生機能を使用すると、入力信号 
を加工せずにソースに忠実な再生を行います。 

AUTO/ 

法）再生中に S でモードを選ぶ 

• DIRECT 

スピーカーに関するシステムセツ h アツ 
プ設定（スピーカーの設定、スピーカー 
出カレベル、スピーカーまでの距離）と 
デュアルモノラル音声の設定などを反映 
して再生します。入力信号び忠実に再生 
されます。 

• PURE DIRECT 

アナ□グ信号や PCM 信号をデジタル処 
理せずにそのまま再生します。 


お知6せ 


• DIRECT モードでは他にを PHASE 
CONTROL 機能やアコースティックキヤ IJ 
ブレーシヨン EQ 、 サウンドディレイ、オー 
トディレイ、 LFE アッテネーター、センター 
イメージなどの機能を反映します。 

• PURE DIRECT モードでは PCM 1；(外の 
ソースを再生すると、再生直前にノイズび 
出ることびあります。この場合は D 旧 ECT 
または AUTO SURROUND にすることを 
お勧めします。 


fb ウンドレトリバー機能を巧う 

MP 3 などの圧縮音声は圧縮処理される際、 
削除されてしまラ部分び発生します。サウ 
ンドレト IJ バー機能では、 DSP 処理によっ 
てその削除されてしまった部分を補い、音 
の密度感、抑揚感を向上させます。 

I システに] 

ぶ〇を押してか55邀~を巧して、 
サウンドレトリバー機能の ON 、 
OFF を選択ずる 


お知6せ 


• サウンドレト U バー機能は2チヤンネルの寸 
音声信号にのみ有効です。 ^ 


I ステレオで再生する 

STEREO は、すべての信号を 2.1 チヤンネ 
ルで再生します 。 Dolby Digital や DTS な 
どのマ>1レチチヤンネ>1レ信号はステレオ音声に 
ダウンミックスされます。 

A.LC. けー トレベルコント□-ル）は、ポー 
タブルデジタルオーディオプレーヤーなど 
に録音された音楽ソースごとの音量差を、 
本機で自動的に均一にしてステレオ再生し 
ます。 

STEREO/ 

(J) 再生中にとうでモードを選ぶ 

• STEREO 

システムセットアップやミッドナイト機 
旨 g、PHASE CONTROLSig . ヴウン 
ドレトリノく一機能、高音/低音の調整な 
どび反映されたステレオ再生を行います。 

• A.LC. 

オートレベルコント□ールモードで再生 
します。 


r フ□ントサラウンド•アドパ 

レス機能を巧う 

フ□ントサラウンド•アドバンスモード 
は、左ちのフ□ントスピーカーとヴブウー 
ファーだけで自然なサラウンド再生を行い 
ます。 

STEREO/ 

ぷ再生中にとうでモードを選ぶ 

• F.S.S.ADVANCE 

臨場感のある自然なサラウンド効果び得 
られます。フ□ントスピーカーから等距 
離の直線上（前後は移動可能）で視聴し 
てください。 



リスニングト品！]万ミ^^^~ 

備 


凡晋一と接境 


基本ぷ定と操作 




pod USD 圓ヴラウンド再生 趙設定 J モ n ン 曰ったとき 


57 

















リスニングトドを選択する 


「アコーステイツクキヤ IJ ブレーシヨン 

■ EQ (周液数特性の補正)を觀尺ずる 

• 工場出荷時の設定： EQ ON 
サラウンドの自動設定 （42 ページ）で設 
定された周波数特性の補正の日 N / OFF を 
切り換えます。 

の再生中に U を押してか5胃 
を押して補正の ON 、 OFF を選 
択ずる 


お知6せ 


• PURE DIRECT モードのとさは使用でさ 
ません。 


P 立巧を合わせて音の巧ち消し合い 

I を防ぐ (PHASE CONTROL ) 

マルチチャンネル再生をする際、 LFE (超 
低域）信号や各チャンネルに含まれる低音 
成分はサブウーファーや他の最適なスピー 
カーに振り分ける処理びされます。しか 
し、この処理には原理上、位相びズレてし 
まラ周波数（群遅延）び発生し、低域だけ 
び遅れて聞こえたり他のチャンネルとの干 
渉により低音の打ち消し合いび発生して 
しまうなどの問題びあります。本機では、 
PHASE CONTROL モードを日 N にするこ 
とで、原音に忠実な力強い低音を再現でさ 
ます。工場出荷時は日 N に設定されています。 
通常は日 N でのご使用をお勧めします。 
位相とは2つの音波の時間的関係を表して 
います。2つの音波の山と山び合っている 
状態を位相び合っている、合っていない状 
態を位相びズレていると言います。 


PHASE CONTROL OFF 


音源 


フ□ントスピー: 

4) mr-- 

サブウーファー 


'力一 


1」スニング 
ポジション 


1 


タイミングが 
遅れて巧ち消し 
合っている状態 


• U ズムびぼやけてはっきりしない 
• イ氏音の量感び失われている 
• 楽器のリアI」ティびない 


PHASE CONTROL ON 


音源 


フ□ントスピーカー 

邸 Piv ----- 


4》） ’V-- 一-. 

サブウーファー 


1」スニング 
ポジション 




聞こえる状態 


• 1」ズムびはつきりする 
• 低音の量感び失われない 
• 楽器の U ア U ティを感じる 


お知6せ 


• スピーカーの距離を正しく設定しないと、 
PHASE CONTROL の効果び正し<出な 
い場合びあります。 

• PURE DIRECT モードのとさは PHASE 
CONTR 日 L モードを日 N にすることびで 
さません。 


r システム1 

ぶ〇を押してか5造を押して 
PHASE CONTROL モードを 
ON にずる 


ボタンを押すたびに、日 N と OFF び切 
り換わります。 
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サラウンドパック スピーカー 
接続時の機能について 

サラウンドバック用アンプを使用してヴラウ 
ンドバックスピーカーを接続している場合 
は、 7.1 チヤンネルサラウンド再生び可能で 
す。このとき、 7.1 チヤンネル再生に対応し 
た U スニングモードの選択や、各種設定び可 
能です。 


r サラウンドモ-ド 


ステレオ2チャンネル音芦再生時 

• DOLBY PLIIx MOVIE 

最大 7.1 チャンネルサラウンドで、映 
画に適しています。 

• DOLBY PLIIx MUSIC 

最大 7.1 チャンネルサラウンドで、音 
楽に適しています。 

• DOLBY PLIIx GAME 

最大 7.1 チャンネルサラウンドで、ゲー 
ムに適しています。 

• NEO : 目 CINEMA 

最大 6.1 チャンネルサラウンドで、映 
画に適しています。 

• NE 0:6 MUSIC 

最大 6.1 チャンネルサラウンドで、音 
楽に適しています。 

• DOLBY PRO LOGIC 

4.1 チャンネルサラウンドです（サラウン 
ドスピーカーからの音声はモノラ>1レです)。 


マルチチャンネル音芦再生時； 

• DOLBY PLIIx MOVIE 

最大 7.1 チャンネルサラウンドで、映 
画に適しています（サラウンドバックス 
ピーカーを2本接続しているとさのみ 
選択でさます)。 

• DOLBY PLIIx MUSIC 

最大 7.1 チヤンネルサラウンドで、音 
楽に適しています。 


• DOLBY DIGITAL EX 

己.1チヤンネル信号からサラウンドバツ 
クチヤンネル音声を創り出し、 7.1 チヤ 
ンネルで再生します。 6.1 チヤンネル信 
号は加工せずにそのままデコードします。 

• DTS-ES 

DTS-ES 信号をそのままデコードし、 

6.1 チヤンネルで再生します。 

• DTS NE 0:6 

DTS 信号をそのままデコードし、 6.1 
チヤンネルで再生します。 


お巧6せ 


• サラウンドバックチャンネル処理の設定を 
ON にする必要びあります。詳しくは「ヴ 
ラウンドバックチャンネ>1レ処理を切り換え 
る」 （60 ぺージ）をご覧ください。 

• サラウンドバックチャンネル処理び OFF 
(60 ぺージ）であったり、サラウンドスピー 
力一の設定び N 0 (6 已ページ）だったと 
きは DOLBY PLIIx は DOLBY PLII (已 . 1 
チャンネル）になります。 

• 6.1 チャンネルサラウンドの場合、左ちの 
サラウンドバックス ピーカーからは 同じ音 
び出ます。 

• DOLBY PLIIx MUS にモードでステレ 
才2チャンネル音声を聴いている場合、 
C . WIDTH 、 DIMEN .、 PNRM . の3つの 

項目を調整でさます。詳し<は「オーディ 
才調整機能を使う」（目]ページ）をご覧く 
ださい。 

• NE 0:6 CINEMA または NE 0:6 MUSIC 

モードでステレオ2チャンネル音声を聴い 
ている場合、 C . IMG の項目を調整できます。 
詳しくは「オーディオ調整機能を使う」 （61 
ページ）をご覽ください。 


リスニングモードを選択する 


11 1 — 1 11 r 
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リスニングトドを選択する 


r サラウン 

I 切0換え 


ドパックチヤンネル処理を 
換える 


サラウンドバックスピーカーを接続してい 
るときに、サラウンドバックチヤンネル音 
声の処理を切り換えます。 


r システム1 

ぶ〇を押してか 5S 赏を押して 
サラウンドバックチヤンネル処 
理を選択する 

• SB ON 

常にサラウンドバックチヤンネ>1レへのデ 
コード処理を付加するため、最大の出力 
チヤンネル数でお楽しみいただけるモー 
ドです。 

• SB AUTO 

入力信号の種類を検出し、サラウンド 
バックチヤンネ J レ信号を検出したとさの 
み、サラウンドバックスピーカーからデ 
コード処理された音声を出力します。ソ 
フトに最ち忠実な再生となります。 

• SB OFF 

サラウンドバックチヤンネルへのデコー 
ド処理は行わず、サラウンドバックチヤ 
ンネルから音声は出力されません。ただ 
し 、 UP MIX 機能び日 N のとさはサラ 
ウンドチヤンネルの音声をサラウンド 
バックスピーカーから出力します。 


rup MIX 機能を®う 

7.1 チヤンネルのスピーカー配置例で、ヴ 
ラウンドスピーカーを U スニングポジ シヨ 
ンの真横に配置すると、己.1チヤンネルの 
サラウンドチヤンネルの音声び真横から聞 
こえてしまいます。本来己.1チヤンネルの 
サラウンドチヤンネルは斜め後方から聞こ 
えるよラに収録されているため、本機では 
サラウンドチヤンネル音声をサラウンドス 
ピーカーとサラウンドバックスピーカーで 
ミックスし、リスニングポジションの斜め 
後方から出力します。 


•UP MIX 機能は 7.1 チヤンネルのスピー 
カー配置を拾^下の推奨図のとおりに配置 
したとさに効果びあります。 



• スピーカーの配置位置や、再生している 
音源によっては効果び得られないことち 
あります。その場合はオフに設定してく 
ださい。 


UP MIX OFF UP MIX ON 


D H DP 

D H np 

田-►參因 

田クみ〜团 

四画 

し-4 み-—: 

四圆 


① 本機の電源をオフ（スタンバイ) 
にずる 


屋）本体の FUNCTION ボタンを押 
しなび5む STANDB 丫 / ON ボ 
タンを約 2 秒間押し続ける 

UPMIX:OFF と表示され 、 UP MIX 機 
能びオフになります。オンにしたいと 
さは手順]〜2をちラー度行います。 

• UP MIX 機能をオンにすると、！！イ 
ンジケーターび点打します。 


お知6せ 


• ここでの設定にかかわらず、 DTS - HD 信 
号を再生しているとさは UP MIX 機能び 
オンになります。 

•UP MIX 機能びオンに設定されていても、 
入力信号や U スニングモードによっては自 
動でオフになることちあります。 


60 


















オーディオ調整機能を使う 

オーディオ調整機能でサラウンド効果の各種設定がでさます。 

I システム I 才-ディ整 

① 〇を押してか5 〇を押す 

② @で調整したい項目を選ぶ 

各項目で調整でさる內容は1^^1下の表の 
とおりです。選択項目の初期値は太字 
で示しています。 

③ 必要に応じて、@で設定を選ぶ 


設定項目 

内容 

機能 

EQ (アコーステイツ 
クキヤ IJ ブレーシヨ 
ン EQ ) 

アコースティックキヤ U ブレーシヨン E 日の効果を日 N / 
OFF します。 

ON 

OFF 

S.DELAY (サウン 

ドデイレイ） 

音声全体の遅延時間を調整します （ DVD ソフトなどで、映 
像の動さの方びセ U フなどの音声より遅れている場合、音声 
全体を遅らせることで、映像の動さと音声とを合わせること 
びでさます)。 

日.日〜 9.0 フレー 
ム （0.1 間隔） 

(1 フレームニ 

]/30秒 ( NTSC ) 
初期値： 0.0 

MIDNIGHT 

(ミッドナイト）※ a 

サラウンド音声の映画をノ」\音量で見るとさに効果的です。 

MID OFF 

音量によってその効果は調整されます。 

MIDMGHT 

S.RTV《b (サウンド 
レトリバー) 

WMA や MP 3 などの圧縮音声は圧縮処理される際、削 
除されてしまう部分び発生します。サウンドレト U バー機能 

OFF 


を日 N にすると、 DSP 処理によってその削除されてしまっ 
た部分を補い、音の密度感、抑揚感を向上させます。 

ON 

デュアルモノラル 

※づ 

モノラルの音声チヤンネルを2つ持つデジタル信号をデュア 
ルモノラル信号といいます。ここではデュアルモノラル信号 
び入力されたとさに再生する音声を選択することびでさます。 

CHI 


デュアルモノラル信号はあまり多くはありませんび、日 S デ 
ジタル放送 ( MPEG -2 AAC ) のモノラルのこ力国語放送や 
音声多重放送で使用されています。 

CH 2 


• CH 1 ー チヤンネル]の音声のみを再生します。 

• CH 2 —チヤンネル2の音声のみを再生します。 

• CH 1 CH 2 —両方のチヤンネルの音声をフ□ントスピー 
力一から再生します。 

CHI CH 2 


お知6せ 


• 入力音声信号の種類や本機の設定の状態に 
よっては、オーディオ調整機能び表示され 
ない項目をあります。 

• ※印び付いている項目には、設定の出現条 
件や制限などびあります。目3ページをご 
覽ください。 


準備 圓設置と3^|続 ■基本ぷ定と操作 - iPod US 目圓サラウンド再生、唐設定圓リモミ-困ったとき-付録 
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デイオ—駆 141 能を使う 


設定項目 

内容 

機能 

DRC (ダイナミツ 
クレンジコント□一 
ル） 

ドルビーデジタルや DTS 、 ドルビー TrueHD 、 ドルビーデ 
ジタルプラス、 DTS - HD、DTS Master Audio などで収録 
された映画の音声について、ダイナミックレンジの圧縮量を 
選択します。音量を下げてサラウンドを楽しむときでち、微 
少な音び聞さ取りやすくなります。 

• AUTO -ドルビー TrueHD 信号に対してのみダイナミッ 
クレンジを圧縮します。 

• MAX — ダイナミックレンジを最大に圧縮します（大き 
な音を減少させて、小さな音を増大させます)。 

• MID —ダイナミックレンジを多少圧縮します。 

• 日 FF —ダイナミックレンジを圧縮しません（音量び大さ 
いとさは、日 FF にすることをお勧めします)。 

AUT 〇※ e 

MAX 

MID 

OFF 

LFEATT (LFE アツ 

了イ、一夕一） 

ドルビーデジタルや DTS 音声には 、 LFE (超低域音声成分） 
び含まれていることびあります。 LFE レベルび大さくて、ス 
ピーカーからの音声に歪みび生じるとさは、 LFE レベルを 
アッテネート（減衰）します。 

• LFEATT 日一収録されているレベルのまま再生します（通 
常はこの設定をお勧めします）。 

• LFEATT 1 日一 LFE レベルを ] 0 d 日アッテネート(減衰） 
し 9 〇 

• LFEATT ** - LFE 音声を出力しません。 

LFEATTO 

LFEATT 10 

LFEATT ** 

HDMI 

HDMI IN に入力された音声を、どのよラに再生するかを設 
定します。 「 THRU 」 に設定したとさは本機からは音び出な 
くなります。 

• AMP —本機に接続したスピーカーで再生 

• THRU - HDMI 日 UT と接続したテレビで再生 

AMP 

THRU 

A.DLY (才ートデイ 
レイ） 

HDMI どうしで接続された機器に対する機能で、音声と映像 
の遅延時間を自動で調整し、映像の動さと音声を自動で合わ 
せます。 

OFF 

ON 

C.WIDTH (センター 
幅）※ S 

センターチヤンネルの音をフ□ント左/ちスピーカーに振り 
分けて、音の調和ををたらします。日はセンタースピーカー 
からのみの出力で、7はセンターチヤンネルの音声すべてを 
左ちのフ□ントスピーカーに振り分けます。 

《 HTP - S 535 では効果びありません。 

日〜 7 
初期値： 3 

DIMEN. (デイメン 

シヨン）※邑 

U スニングポジションから前方の音場を強くするか、後方の 
音場を強くするかを調整することで広びりのある音場を創り 
出すことびでさます。+3は前方の音場び強くなり、 -3 は 
後方の音場び強くなります。 

《 HTP - S 已3己/ HTP - S 巨 5] 0では効果わくを0ま甘ん。 

-3 〜 +3 
初期値： 0 

PNRM. (パノラマ） 

※邑 

前方の音場を左ちに大さく回り込ませ、サラウンドチヤンネ 
ルにつなげるよラなサラウンド効果を加えます。正確な定位 
よりを雰囲気を楽しむための機能です。 

《 HTP - S 535 では効果びありません。 

OFF 

ON 

C.IMG (センターイ 
メージ）※ h 

センターチヤンネルの音声を左ちのフ□ントスピーカーにど 
の程度振り分けるかを調整します。音色の不一致び緩和され、 
音楽再生に適した音場を創り出すことびでさます。日はほぼ 
すべて左ちのフ□ントスピーカーに振り分け、]日はちにセ 
ンタースピーカーから再生します。 

《 HTP - S 已 35/ HTP - S 巨5 ] 日では効果わくお0ません。 

日〜]日 
初期値： 3 
( NE 日:6 MUSIC ) 
初期値： 10 
( NE 日:6 CINEMA ) 
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才ーデイオ調壁機能を ffi5 


ミッドナイト機能は、 ミッドナイト ボタンで設定することをできます。 

※り サウンドレトリバー機能は、 S . レトリバー ボタンで設定することをできます。 

※ご WMA と MP3 は iPod/USB 入力でのみ再生でさます。 

※〇!デュアルモノラルの設定は、 HDD/DVD レコーダーで録画された二力国語放送などについては、ド 
ルビーデジタル音声か DTS 音声をデュアルモノラルモードで録画されたちののみ有効です。 

^•e 初期値の AUTO はドルビー TrueHD 信号に対してのみ有効となります。ドルビー TrueHD 信号切 
外のとさにダイナミックレンジコント□ールを有効にしたいとさは MAX か MID を選びます。 

※干 HDMI で接続された U ップシンク対応のディスプレイにのみ有効です。日 N に設定してを音声全体 
の遅延時間び改善されないとさは、日 FF に設定して「サウンドディレイ」（目]ページ）を手動で調 
整してください。 

※ 旨 DOLBY PLII MUSIC モードでステレオ2チヤンネル音声を入力しているとさのみ使用でさます。 
^•h NEO:6 CINEMA または NE0:6 MUSIC モードでステレオ2チヤンネル音声を入力しているとき 
のみ使用でさます。 


ち活 ぷ置と接 r 基本ぶ定と操作 - iPod/us 目圓ヴラウンド再生 用設定圓リモ n ン-困ったとき-付録 
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システムセットアップ設定を行う 


システムセツトアップ設定では、本機のさまざまな設定を行います。 


システム 

ぶ nn を押す 

本機の電源びオンになります。 

テレビの電源ちオンにして、テレビの 
入力を本機とビデオケーブルで接続し 
た入力に合わせて < ださい。 

②〇を押してか©を押ず 

テレビにシステムセツトアップ画面び 
表 7 J \ されます。 



- t /4 V 和/一 と 決定 ボタンで、操作項 
目を選びます。 

• 戻る ボタンで前の画面に戻ります。 

• 設定 ボタンでシステムセットアップ 
を終了します。 

③@で調整したいシステムセット 
アップ頂目を選んで設定を行う 

• Auto MCACC 

サラウンドの自動設定です。簡単に高 
精度な設定を行ラことびでさます。詳 
しくは「サラウンドの自動設定 (Auto 
MCACC ) 」 （42 ぺージ)をご覧ください。 

• Manual SP Setup 

接続しているスピーカーの本数、距離と 
全体的な音のバランスを設定します。詳 
しくは「聴感によるスピーカーの設定を 
行う (Manual SP Setup )」 （下記）を 
ご覧ください。 


• HDMI Setup 

本機の HDMI によるコント□ール機能 
を有効にするかどうかを設定します。詳 
しくは 「 HDMI によるコント□ール機能 
を設定する」 （69 ページ）をご覧くだ 
さい。 

0 ) if_© を押してシステムセット 
アップを終了する 

• 戻る ボタンを数回押すことでもシス 
テムセットアップを終了できます。 


お知6せ 


• テレビを HDMI ケーブルのみで接続した 
場合、システムセットアップ画面は表示さ 
れませんので、付属のビデオケーブル（黄 ) 
で接続してください。 （ 33 ページ） 

• iPod/USB 入力のとさは、システムセツ 
トアップ設定を行うことびでさません。 


聴感にぶるスピーカーの設定を 
行う (Manual SP Setup ) 

サラウンドの自動設定 （42 ページ）で 
Auto MCACC を行った場合は、すでにス 
ピーカーの設定はされていますび、必要に 
応じてお好みで再設定でさます。 

ぶ g でシステムセットアップ 
画面の中か5 「Manual SP 
Setup」 を選択する 


System Setup 


2.Manual SP Setup 

I.Auto MCACC 





b.Channel Level 

3.HDMI Setup 

Return 


c.Speaker Distance 

Return 




15 戸 SFTilPl 

1 SP 弓 FT 1 
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システムセツトアップ設定を行5 


システムセットアップ項目を表示する 
までの手順は「システムセットアップ 
設定を行う」 （64 ぺージ）をご覧くだ 
さい。 

②§>で調整したいシステムセット 
アップ頂目を選んで決定する 

• Speaker Setting 

スピーカーの接続本数を設定します。詳 
しくは「スピーカーの設定を行う」（下試 
をご覧ください。 

• Channel Level 

スピーカーシステム全体の出カレベルを調 
整します。詳しくは「スピーカー出カレべ 
ルを設定する」 （66 ページ）をご覧くだ 
さい。 

• Speaker Distance 

視聴位置から各スピーカーまでの距離を 
設定します。詳しくは「スピーカーまで 
の距離を設定する」 （67 ページ）をご 
覧ください。 

I スピーカーの 設定を行5 

接続するスピーカーを設定することで、再生 

する音域を最適なチャンネルへ配分します。 

• HTP-S 己 3 己 / HTP-SB 己 10 のご I 芸人日寺 

や別売りの専用スピーカー接続時に、ヴ 
ラウンドの自動設定 （42 ページ）を行 
わない場合は、スピーカーの設定を必ず 
行ってください。 

ぶ をで Manual SP Setup 
の設定項目か5 ["Speaker 
Setting ] を選んで決定する 



②@で設定したい スピーカーを 

選んで、@で有り/無しを選 
択する 

通常は下の画面のように設定を行います。 

• HTP-S737/HTP-S333 


2a.Speaker Setting 


Center 

Surr 


[SMALL] 
[SMALL] 


お手持ちのアンプを使 
用してヴラウンドバック 
スピーカーを接続する場 
合は、設定を変更します。 


HTP-S 己 3 己 

2a.Speaker Setting 

Front MAM— 

こ enter [ NO ] — i 

Surr [ NO ] —T" 

Surr. Back [ NO ] - 


別売りの専用 スピーカー 
を接続する場合は、 
SMALL を 選びます。^ 

お手持ちのアンプを使 
用してサラウンドバック 
スピーカーを接続する場 
合は、設定を変更します。 


> HTP-SB 己 10 

a.Speaker Setting 

Front M 困〜 

Center [ SMALL ] 
Surr [ NO ] — 

Surr. Back [ NO ]— 
Subwoofer: YES 


別売りの専用 スピーカー 
を接続する場合は、 

SMALL を選びます。 

^ __ 

お手持ちのアンプを使 
用してサラウンドバック 
スピーカーを接続する場 
合は、設定を変更します。 


各スピーカーは、じ(下のよラに接続の有り 
/無しを選択でさます。 

• Front ( フ □ ント） 

SMALL に固定され、変更できません。 

• Center ( センター） 

センタースピーカーを接続しているとき 
は SMALL を選びます。また、接続し 
ていないとさは N0 を選びます。このと 
さセンタースピーカーの音は他のスピー 
カーから再生されます。 


[ 5戸 5 E / I 1/" マ円しし] 


準債 


'运一と接 r 


基ホぶ定と操作 


-bj ,usr J サラウンド再生圓応用設定リモコン 0^つたとホ 


巧绿 
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s /ステムセットァップ設定を行ぅ 


• Suit (サラウンド） 

サラウンドスピーカーを接続していると 
さは SMALL を選びます。また、接続 
していないときは N0 を選びます。この 
とさサラウンドスピーカーの音は他のス 
ピーカーから再生されます。 

• Surr.Back (サラウンドバック） 
サラウンドバックスピーカーの本数を選 
びます （1 本または2本)。また、サラ 
ウンドバックスピーカーを接続していな 
いときは N0 を選びます。 

• Subwoofer (サブウーファー） 

YES に固定され、変更でさません。 

③ sfc 顧を押して終了ずる 


r スピーカー出カレベルを設定ずる 

各スピーカーの出カレベルを設定すること 
で、スピーカーシステム全体のバランスを 
調整します。 

ぶ愛で Manual SP Setup の設 
定項目か5に113ロロ61 Level 」 
を選んで決定する 


2.Manual SP Setup 


.Speaker Setti 




c.Speaker Distance 


Return 


2b.Channel Level 
Test Tone ィ lA … 


ENTER:Next Return 


Manual SP Setup の設定画面に戻り 
ます。 


に H し EI/ 臣し I r, I 


お知5せ 


• HTP - S 已3己のみ：別売りの専用スピーカー 
を接続しない場合は、 Center と Suit を 
N0 に設定してください。 

• HTP - S 目已10のみ：別売りの専用スピー 
力一を接続しない場合は、 Suit を N0 に設 
定してください。 

• サラウンドスピーカーび N0 に設定されて 
いるとさは、サラウンドバックスピーカー 
は自動的に N0 に設定されます。 

• サラウンドバックスピーカーを]本だけ 
接続するとさは、サラウンドバックスピー 
力一をアンプの L 側のスピーカー端テに接 
続し、本機の L ( Single ) 端テとアンプの 
L 端テを接続します。 


② @で設定方法を選ぶ 

• Manual 

テスト I -ーンを出力するスピーカーを手 
動で切り換えて調整します。 

• Auto 

テスト I -ーンを出力するスピーカーび自 
動で切り換わります。 

③ 設定内容を確認して@を押す 

音量び自動的に上びり、大さな音でテ 
スト I -ーンび出力されます。 


2b.Channel Level 

Test Tone [ Manual ] 

Please Wait . . .20 
Caution 

Loud test tones 

will be output. 

Return 


厚し弓 1^! 只 ITI 
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臣戸五王与 T !\!l に 


ヨ . 己 !、'!I 


d ) ^で設定したいスピーカーを選 
んで、@でスピーカーまでの距 
離を設定する 

0.1 m 間隔で調整でさます。 

⑤ si 顧を押して終了ずる 

Manual SP Setup の設定画面に戻り 
ます。 


U 

S 

n 

ろ 

ン 


応 

用 

ミ凡 

巧 

定 


[L 日 d 卫1 

テスト!-ーンを聞さなびら、各スピー 
カーの出カレベルを調整してください。 

⑤ sf 赢るを押して終了ずる 

Manual SP Setup の設定画面に戻り 
ます。 


お知6せ 


• スピーカー出カレベルは、 U モコンのシス 
テムボタンを押してから CH 選択ボタン 
とレベル+/— ボタンを使うことで調整す 
ることもできます。また、 CH 選択ボタン 
を押してからでチヤンネルを選んで 
和/岭で調整することをでさます。 

• 出カレベルを調整する際に音圧計を使用す 
る場合は、視聴位置で測定して、各スピー 
カーの出カレベルを7已 d 目 SPL ( C - ウェ 
イト/ス□ーモード）に調整して<ださい。 


@ @で各スピーカーの出カレべ 
ルを調整する 

Manual を選んだときは、174^ボタン 
でスピーカーを選択します。 Auto を 
選んだとさは、1；(下の順番でテスト I -一 
ンび出力されます。 

L 一 C 一 R 一 SR 一 S 巨 R 一 S 己 L 一 
SL 一 SW 


r スピーカーまでの距離を設定ずる 

視聴位置から各スピーカーまでの距離を設 
定することで、各チャンネルの遅延時間び 
自動的に算出され、最適なサラウンド効果 
を得ることびできます。 

ぶ憂で Manual SP Setup 
の設定項目か!5 ["Speaker 
Distance 」 を選んで決定ずる 


システムセットアップ設定を行5 




国 国 

ぶ W と接 U 基本 A ぶ定と操作 ipo 


リモコン ■困つたとき ■付録 
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B HDMI によるコント□—ル機能 


HDMI によるコント□ール機能対応機器と本機を接続して、連動 
動作が巧能になります。 HDMI によるコント□ール機能を日 N に 
設定してください。 


HDMI によるコント□ール機能対応のパ 
イオニア製テレビやブルーレイディスク 
プレーヤー、または HDMI によるコント 
□ール機能と互換性のある他社製品などを、 
HDMI ケーブルで本機と接続することで、 
1^^1下のよラな連動動作び可能になります。 

• シアターモード 

テレビから本機の音量調節や消音（ミュー 
卜）操作 

• テレビとの電源連動 

• 自動入力切り換え 
テレビの入力切り換えやプレーヤーなど 
の再生開始による、本機の自動入力切り 
換え 


お知6せ 


• パイオニア製の機器によっては、 HDMI に 
よるコント□-ル機能び 「KURO LINK 」 
と表記されていることびあります。 

• パイオニア製 HDMI によるコント□-ル機 
能対応機器、および HDMI によるコント 
□ール機能と互換性のある他社製品 （71 
ページ）外との連動動作は保証外です。 
HDMI によるコント□ール機能と互換性の 
ある他社製品であってを、すべての連動操 
作を保証するをのではありません。 

• HDMI によるコント□ール機能を使うとき 
はノ V イスピード HDMI ケーブルをお使いく 
ださい。それ！;(外の HDMI ケーブルでは 
HDMI によるコント□ール機能び正しく動 
作しないことびあります。 

• 具体的な操作や設定ち法などについては、 
それぞれの機器の取扱説明書もあわせてご 
覧< ださい。 


HDMI によるコントロール機能が 
応機器を接続ずる 

本機には HDMI によるコント□ール機能対 
応テレビのほかに、最大3台の HDMI 機器 
を接続して連動動作させることびでさます。 
接続には八イスピード HDMI ケーブルをご 
使用ください。接続ち法については 、 「HDMI 
で接続する」 （33 ページ）をご覧ください。 
接続び終わったら 「 HDMI によるコント□一 
ル機能を設定する」 （69 ページ）を行って 
ください。 


お知6せ 


• 本機の HDMI によるコント□-ル機能を十 
分に発揮するために、 HDMI 機器は本機に 
直接接続してください。 
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連動動作を開始ずる前に動作確認 
I ずる 

接続と設定び終了したら、下記の確認作業 
を必ず行つてください。 

( T ) ずべての機器をスタンバイげ態 
にずる 

透）テレビ lil 外のずべての機器の電 
源をオンにずる 

③テレビの電源をオンにずる 

( 3 ) テレビの入力を本機び接続され 
た HDMI 入力に切り換える 

⑥ 本機の入力を HDMI 機器が接続 
された HDMI 入力に切り換える 


0手順日〜6を繰り返し、ずべ 
ての HDMI 入力を確認ずる 


Tb 

ぶ 

m 

接 


基 

本 

— 用 

m 

と 

操 

作 


P 

0 


U 

S 

□ 


(§) 手順日で選んだ HDMI 入力にヴ 
接続した機器を再生する ろ 

テレビに映像び表示されることを確認^ 
します。 再 


応 

用 

ミ凡 

巧 

定 


U 

モ 

□ 

ン 


I HDMI に 
I 設定する 


によるコント□—ル機能を 


本機の HDMI によるコント□ール機能を有効 
にするかどラかを設定します。本機の設定 
じ(外にも、本機と接続する HDMI によるコ 
ント□ール機能対応機器の設定ち必要です。 
詳しくは、それぞれの機器の取扱説明書を 
ご覧ください。 

(P %でシステムセットアップ画 
面の中か5 「HDMI Setup 」 

を選択する 



IHJJI'U 5 ETI fTTRL 日 F 巧 

システムセットアップ項目を表示する 
までの手順は「システムセットアップ 
設定を行う」 （64 ページ）をご覧くだ 
さい。テレビを HDMI ケーブルのみで 
接続した場合、システムセットアップ 
画面は表示されませんので、付属のビ 
デオケーブル(黄)で接続して < ださい。 
(33 ページ） 

透）を$でコント□—ル機能の ON / 

OFF を選択する 

• ON 

HDMI によるコント□ール機能び有効 
になります。 

• OFF 

HDMI によるコント□-ル機能は無効に 
なり、連動動作することはでさません。 


⑤ 


运)戻 


。るを押して終了する 


システムセツトアップ設定の画面に戻 
ります。 


HDMI によるコント□—ル機能 


困つたとき ■付録 
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HDMI による〕ント□-ル機能 


r 連動中の動作について 

本機と接続した HDMI によるコント□-ル 

機能対応機器は、 iU 下のよラな連動動作を 

します。 

• シアターモード 

- HDMI によるコント□-ル機能対応テレ 
ビのメニュー画面等でアンプから音を出 
すよラに操作すると、シアターモードに 
することびでさます。 

•シアターモードのとさに、本機の電源 
を切ることでシアターモードは解除さ 
れます。このとさテレビのメニュー画 
面等でアンプから音を出すように操作 
すると、本機の電源びオンになり、再 
度シアターモードになります。 

•シアターモードのとさに、テレビのメ 
ニュー画面等でテレビから音を出すよ 
うに操作すると、シアターモードび解 
除されます。 

•シアターモードを解除すると、テレビで 
HDM I 入力またはテレビ放送を視聴して 
いた場合、本機の電源び切れます。 

• テレビとの電源連動 

•テレビの電源をスタンバイ状態にする 
と、本機の電源ちスタンバイ状態にな 
ります。（本機に HDMI 接続されている 
機器の入力を選択しているとさや、テ 
レビを視聴している場合のみ。） 

• 自動入力切り換え 

- HDMI によるコント□ール機能対応機 
器の再生操作に連動して、本機の入力 
び自動的に切り換わります。 

•テレビの入力を切り換えると、本機の 
入力び連動して切り換わります。 

-本機の入力を HDMI (外に切り換えて 
ち連動動作は継続されます。 


HDMI によるコント□—ル機能と互 
換性のある他社製品と接続する 

本機の HDMI によるコント□ール機能との 
互換性びある他社製テレビと接続してお使 
いになると、下記の連動動作びでさます。 
(お使いのテレビによっては、すべての HDMI 
によるコント□ール機能び働くわけではあり 
ません。） 

• テレビのメニュー画面で、本機に接続し 
たスピーカーから音を出すか、テレビの 
スピーカーから音を出すか、どちらかに 
設定でさます。 

• テレビの IJ モコンで、本機の音量調節や 
消音 （ ミュート）操作びでさます。 

• テレビの電源をスタンバイ状態にする 
と、本機の電源ちスタンバイ状態になり 
ます。（本機に HDMI 接続されている機 
器の入力を選択しているとさや、テレビ 
を視聴している場合のみ。） 

• テレビ放送やテレビに接続した外部入力 
の音声ち、本機に接続したスピーカーか 
ら出力できます。 （ HDMI ケーブルのほ 
かに光デジタルケーブルなどの接続び必 
要です。） 

本機の HDMI によるコント□ール機能と互 
換性のある他社製プレーヤーやレコーダー 
と接続してお使いになると、下記の連動動 
作びでさます。 

• プレーヤーやレコーダーの再生を開始す 
ると、本機の入力びその機器を接続して 
いる HDMI 入力に切り換わります。 
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お知 6 せ 


HDMI によるコント□—ル機能と互換性のあ 
る他社製品 

• 下の他社製テレビと互換性びあります。 
(順不同） 

-シャープ製 AQUOS ファミ U ンク対応の 
液晶テレビ「アクオス」 

-パナソニック製ビエラリンク対応のテレビ 
-東芝製レグヴ U ンク対応のテレビ 
-日立製 Wood U ンク対応のテレビ 

• 1ソ下の他社製プレーヤーやレコーダーと互 
換性びあります。（順不同） 

•シャープ製 AQU 日 S ファミ IJ ンク対 

応のデジタル八イビジョンレコーダー 
「 AQUOS 八イビジョンレコーダー」、ブ 
ルーレイディスクレコーダー 「 AQU 日 S ブ 
ルーレイ」（シャープ製 AQUOS ファミ U 
ンク対応の液晶テレビ「アクオス」とあわ 
せてお使いのとさのみ） 

•パナソニック製ビエラ U ンク対応のプ 
レーヤーおよびレコーダー（パナソニック 
製ビエラ U ンク対応テレビとあわせてお 
使いのとさのみ） 

•東芝製レグヴ IJ ンク対応のプレーヤーお 
よびレコーダー煉芝製レグヴ U ンク対応 
テレビとあわせてお使いのとさのみ） 

-日立製 Wood U ンク対応のレコーダー（曰 
立製 Wooo U ンク対応テレビとあわせて 
お使いのとさのみ） 

• 上記 ly がの他社製テレビやプレーヤー、レ 
コーダーとの連動動作は保罰がです。 

• 互換性のある他社製品の型名など最新の情 
報については、パイオニアホームぺージ 
(http://pioneer.jp/) をご覧ください。 

《 AQUOS フアミ IJ ンクは、シャープ株式会 
社の登録商標です。 

《その他文中の商品名、技術名および会社名 
等は、当社や各社の商標または登録商標です。 


HDMI によるコント□—ル機能に 
|〇いてのごを意 

• HDMI によるコント□-ル機能対応テレ 
ビの音声出力と本機の音声入力を接続し、 
HDMI によるコント□-ル機能対応テ 
レビの IJ モコンでシアターモードにする 
ことで、テレビの入力を切り換えたとさ 
など、本機の入力び自動で切り換わり本 
機から音び出るようになります。このと 
さテレビの音声は消音されます。接続は 
光デジタルまたはアナ□グのいずれかで 
接続してください。 

• テレビやソース機器（ブルーレイディス 
クプレーヤーなど）は本機に直接接続し 
てください。本機1；(外のアンプや AV コ 
ンバーター （ HDMI スイッチ）などに接 
続してから本機に接続すると、誤動作の 
原因となります。 

• HDMI によるコント□-ル機能び日 N の 
状態で、本機の電源コードをコンセント 
に差し込むと本機の電源び入ります。こ 
の際、 HDMI に関する初期化動作を2 
秒から ] 日秒程度行います。初期化中は 
HDMI インジケーターび点滅します。本 
機の操作は点滅び終了してから行ってく 
ださい。 

• 本機の HDMI によるコント□ール機能 
び日 N のとさは、本機の電源びスタンパ' 
イ状態であってを、 HDMI によるコント 
□-ル機能対応機器（ブルーレイディス 
クプレーヤーなど）と対応テレビで接続 
しているとさのみ、本機から音を出さず 
にプレーヤーからの音声と映像を HDMI 
を通してテレビに出力でさます。このと 
き HDMI インジケーターび点好します。 


HDMI によるコント□—ル機能 


ぷ置と援^ 基本ぶ定と操作 ■ ipp / USD 圓サラウンド再生-応用設定リモコン ■困ったとき-付録 
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他機器のリモコン操作 

付属のリモコンを使って、本機外のノイオニア製品や他社の機器を操作 
でさます。お手持ちの機器のプリセツトコードがリモコンに登録されてい 
る場合は、該当するコードを呼び出すだけで操作でさるようになります。 


お知6せ 


• プ U セットコードを呼び出しても、すべて 
の操作びでさなかったり、まったく操作で 
さないことちあります。 

• テレビコント□-ルのコード（テレビ、 
CATV 、 衛星チューナーなど）は TV ボタ 
ンにのみ設定することびでさます。 


r プリセツトコードを呼び出す 

I システム I _ 

ぶ〇を押しなが5封を約3 
秒間押し続ける 

② 6000 

操作したい機器のマルチコント 
□ ールボタンを押ず 

プリセツトコードの設定びでさるマ 
ルチコント□-ルボタンは BD 、 TV 、 
DVR 、 VIDEO のみです。 

③操作したい機器にリモコンを向 
けて、その機器に該当ずるメー 
力ーコード （75 ぺージ）を入 
力ずる 

-正しく設定されると電源オン/オフ 
信号び IJ モコンから送信され、操作 
したい機器の電源びオンまたはオフ 
に切り換わります。 

-メーカーコードび正しく入力されて 
も間違って入力されても、手順2へ 
民ります。 

-機器の電源びオン/オフしない場合 
で、その機器に別のメーカーコード 
びある場合は、手順2から別のコー 
ドでやり直してみてください。 


(3 ) 他の機器もプリセツトコードを 
設定したいときは手順2〜3 
を繰り返ず 

⑤〇を押して設定を終了する 


fll モコンの設定を初期化する 

IJ モコンに設定されたすベての機能を IJ 
セツトして工場出荷時に戻します。 

① 〇を押しなが5ち5を約3 
秒間押し続ける 

• 工場出荷時にボタンに割り当てられている 


プ U セツトコードは下の通りです。 


ボタン 

プリセットコード 

BD 

20已7 

TV 

0000 

DVR 

20已已 

VIDEO 

1000 
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他機巧のリモコン操作 

I テレビの操作 


本機のリモコンにプ IJ セットコードを入力することで、他機器を操作できるようになります。 
詳しくは「プリセットコードを呼び出す」 （72 ページ）をご覧ください。テレビを操作する 
ときは、マルチコント□ールボタンの TV を選択します。 


設定項目 

内容 1 

機能 

(テレビコント□ール） 
6 

TV ボタンにプ IJ セットコード設定した機器の電源を 
オン/オフします。 

テレビ/ CATV/ 

衛星チューナー 

(テレビコント□ール） 

入力 

映像入力を切り換えます（機種によってはできないを 
のびあります)。 

テレビ 

(テレビコント□ール） 

チヤンネル +/ — 

チヤンネルを選択します。 

テレビ/ CATV/ 

衛星チューナー 

(テレビコント□ール） 

音量 + / — 

音量を調整します。 

テレビ/ CATV/ 

衛星チューナー 

入力機器む 

テレビや CATV の電源をオン/オフします。 

テレビ/ CATV/ 

衛星チューナー 

CH + /- 

チヤンネルを選択します。 

テレビ/ CATV/ 

衛星チューナー 

ホームメニュー 

番組表を表示します。 

テレビ/ CATV/ 

衛星チューナー 

戻る 

1 つ前の画面、設定に戻ります。 

テレビ/ CATV/ 

衛星チューナー 

メニュー 

メニュー画面を選択します。 

テレビ/ CATV/ 

衛星チューナー 

数字ボタン 

チヤンネルを選択します。 

テレビ/ CATV/ 

衛星チューナー 

t い 一/決定 

メニュー画面操作時に項目の選択、調整をします。 

テレビ/ CATV/ 

衛星チューナー 

地上アナ□グ 
( シフト +■■) 

地上アナ□グ放送を選択します。 

テレビ/衛星チューナー 

地上デジタル 
( シフト +■) 

地上デジタル放送を選択します。 

テレビ/衛星チューナー 

BS ( シフト + ►) 

BS デジタル放送を選択します。 

テレビ/衛星チューナー 

CS ( シフト + 消音） 

]] 日度 CS デジタル放送を選択します。 

テレビ/衛星チューナー 

表示 

番組情報を表示します。 

テレビ/ CATV/ 

衛星チューナー 


準備 ぶ i 接な 圓基本設定と操作 -iPod/USB 国サラウンド再生 ^巧ぶ定 国リモ n ン 困ったとき 圓付録 


73 


























^^^^7 せ機器のリロン操作 


耐機器の操作 


本機のリモコンにプ IJ セットコードを入力することで、他機器を操作できるよラになります。 
詳しくは「プリセットコードを呼び出す」 （72 ページ）をご覧ください。他機器を操作する 
ときは、プ U セツトコードび入力された機器のマルチコント□ールボタンを選択します。 


設定項目 

内容 

機能 

入力機器む 

電源をオン/オフします。 

日 D / DVD プレーャー、 DVR 、 
VCR 


再生中のトラック/チャプターの先頭に戻ります。続け 
て押すと、前のトラック/チャプターの先頭に戻ります。 

BD/DVD プレーャー 、 DVR 

►►1 

次のトラック/チャプターの先頭に進みます。続けて巧す 
と、さらに次のトラック/チャプターの先頭に進みます。 

日 D / DVD プレーャー 、 DVR 

II 

再生や録音/録画を一時停止します。 

BD/DVD プレーャー、 DVR 、 
VCR 

► 

再生を開始します。 

BD/DVD プレーャー、 DVR 、 
VCR 

►► 

早送りします。 

日 D / DVD プレーャー、 DVR 、 
VCR 

◄◄ 

早戻しします。 

BD/DVD プレーャー、 DVR 、 
VCR 

■ 

再生を停止します。 

日 D / DVD プレーャー、 DVR 、 
VCR 

数字ボタン 

トラック番号を入力して、トラックを選択します。 

VCR 

タイトル、チャプター、トラックなどの番号を入力します。 

BD/DVD プレーャー 、 DVR 

+10 ボタン 

] 日じ(上のチャプター/トラックを選ぶとさに使用しま 
す（たとえば、トラック 13 を選ぶとさ、 +10 と 3 を 
押します)。 

BD/DVD プレーャー 、 DVR 

決定 (12) 

ディスクナビ画面を表示します。 

DVR 

決定 ボタンとして使用します。 

BD / DVD プレーヤー 

表示 

画面やディスプレイの表示を切り換えます。 

BD/DVD プレーャー 、 DVR 

トツプメニュー 

トップメニュー画面を表示します。 

日 D / DVD プレーャー 、 DVR 

メニュー 

ディスクのメニュー画面を表示します。 

日 D / DVD プレーャー 、 DVR 

片 -►tiv ミ夫定 

メニュー画面/項目を操作します。 

日 D / DVD プレーャー 、 DVR 

ホームメニュー 

ホームメニュー画面を表示します。 

日 D / DVD プレーャー 、 DVR 

CH + /- 

チャンネルを選択します。 

DVR、VCR 

HDD 

( シフト + 1) 

HDD / DVD / VCR レコーダーで、八ードディスク操作に 
切り換えます。 

HDD / DVD/VCR レコーダー 

DVD 

(シフト + 2) 

HDD / DVD / VCR レコーダーで、 DVD 操作に切り換え 
ふ 9 〇 

HDD / DVD/VCR レコーダー 

VCR 

(シフト + 3) 

HDD / DVD / VCR レコーダーで VCR 操作に切り換えま 
す。 

HDD / DVD/VCR レコーダー 

地上アナ□グ 
( シフト +■■) 

地上アナ□グ放送を選択します。 

DVR 

地上デジタル 
( シフト +■) 

地上デジタル放送を選択します。 

DVR 

BS 

( シフト +►) 

巨 S デジタル放送を選択します。 

DVR 

CS 

( シフト + 消音） 

]] 0度 CS デジタル放送を選択します。 

DVR 


74 




































I メーカーコー ドリスト 

下のメーカーコードを本機の IJ モコンにプ IJ セツトすることで、その機器を本機の IJ モコ 
ンで操作することびできるようになります。 

メーカー コードにある メーカーの プ IJ セツトコードをすべて呼び出しても、 メーカー や機器 
によっては操作できなかったり、異なるはたらさをすることがあります。 


テレビ / CATV / 衛星 
チューナ ー I 

メーカー/ コード 
パイオニア 

0000, 0019, 0020, 
0042, 00已3 

アイワ 

0013 

NEC 

0011,0012 

LG 

0033 

サムスン 

002]，0022, 0023, 
0024, 002己，0026 

サン ヨー 

0008, 0038, 0039 

シャープ 

0004, 00已0, 00己已 

ソ ニー 

0003, 0037, 0052, 
0056 

をす 

0005, 0047, 0048, 
0049 

バイ.デザイン 
0014 
パナソニック 

0001,0002, 0057 

ビクター 

0007, 0031,0032, 
0040, 0041 

日立 

0006, 0017, 0030, 
0051,0054 

フィリップス 

0018 
音ナ:屋 

0027, 0028, 0029 

フナイ 

0015, 0016 

兰菱 

0009, 0010, 003已， 
0036 

その他 

0034, 0043, 0044, 
0045, 0046 


BD/DVD/DVR/HDD 

レコ—ダ — 「 

メーカー /コード 
パイオニア 

2000 , 2020 , 2021 , 
2022, 2023, 2024， 
202己，20己己，2056， 
20已7 

アイワ 

2002 

LG 

2046 

オンキヨー 

201己，2016, 2017 
ケンウッド 
2009 
サムスン 

2026, 2033 

サン ヨー 

2027, 2028, 2029, 
2030 

シャープ 

2010 , 2011 , 2012 , 
2050, 2051 

ソ ニー 

203]，2032, 2043, 
2044, 2045, 2047， 
2048, 2049 

デノン 

2003, 2004, 2005 

き巧 

2018, 2019, 2034, 
2035, 2037, 2038 

パナソニック 

200]，2040, 2041, 
2042 

ビクター 

2006, 2007, 2008, 
2052, 20己3 

日立 

2013, 2014 
7ランツ 

2039, 20己4 

ヤマノ、 

2036 


[video I 

メーカー /コード 
パイオニア 

1000,1049 

アイワ 

1036, 1037, 1038, 
1039 

NEC 

1044,104己，] 046, 

1047 

ヴンヨー 

1032, 1033, 1034, 
]03已 

ゾャープ 

1040, 1041, 1042, 
] 〇已3 

ソニー 

1001,1002, 1003, 
1004,100己，1006, 
1007 

き巧 

1013, 1014, 1015, 
1016, 1017 

パナソニック 

1008, 1009,1010, 
1011,1012 

ビクター 

1025, 1026, 1027, 
1028, 1029,1030, 
1031 

曰立 

1018, 1019, 1020, 
1043 

フィリップス 

] 〇已〇 
富±通 

1048 
フナイ 

1043 

兰菱 

1021, 1022, 1023, 
1024 

その他 

1051, 1052 
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故障かな？と思った 5 


故障かな？と思った!5下記の項目を確認してください。また、本 
機と接続している機器（テレビなど）もあわせて確認してください。 
それでも正常に動作しないときは『保証とアフターサービス』 （8 日 
ページ）をお読みのラえ、販売店にお問い合わせください。 


症状 

改善策 1 

全般 1 

電源び入らない。 

• 電源プラグを抜いて、をラー度差し込んでください。 

• スピーカーケーブルのお線び IJ アパネルに接触していないか確認して 
ください。接触していると電源び自動的に切れます。 

• 1分間待ってから電源を入れてみてください。それでを同じ症状び繰 
り返されるとさは、電源プラグを抜いて、パイオニアカスタマーサポー 
トセンターへご連絡ください（裏表紙参照)。 

自動的に電源び切れる。 

• 1分間待ってから電源を入れてみてください。それでを同じ症状び繰 
り返されるとさは、電源プラグを抜いて、パイオニアカスタマーサポー 
トセンターへご連絡ください（裏表紙参照)。 

自動的に電源び入る、電源 
び切れる。入力び勝手に切り 
換わる。 （ HDMI によるコン 
卜□ール機能び日 N の場合） 

• HDMI によるコント□ール機能の連動動作です。連動動作び不要な場 
合は、 HDMI による〕ント□-ル機能を日 FF にしてください。 （69 ぺ一 
ジ） 

入力切換を合わせてを音声 
び出ない。 

• 音声入力信号の選択び正しいか確認してください。詳しくは「音声入 
力信号を選択する」 （46 ページ）をご覧ください。 

• 機器び正しく接続されているか確認してください。詳しくは「本機を 
接続する」 （3 日ページ）をご覧ください。 

• 消音 ボタンを押して、ミュートを解除してください。 

入力切換を合わせてわ映像 
び出ない。 

• マルチコント□ールボタンか 入力切換 ボタンを押して、正しい入力に 
合わせてください。 

• 機器び正しく接続されているか確認してください。詳しくは「本機を 
接続する」 （3 日ページ）をご覧ください。 

FM ラジオ受信中に雑音び多 
い。 

• アンテナを接続して最良な受信位置へ設置してください （4 日ページ)。 
• FM 屋外アンテナを接続してください。 

• 雑音を生じさせる機器の電源を切るか、または本機やアンテナから遠 
ざけて < ださい。 

FM ラジオの放送局び自動的 
に選ばれない。 

• FM 屋外アンテナを接続してください （4 日ページ)。 

HTP - S 已3己/ HTP - S 巨己] 0 
で、映画のセ U フび聴こえ 
ない、サラウンド音声び聴 
こえない。 

• 「スピーカーの設定を行ラ」（目5ページ）ををラー度確認してください。 

センター、サラウンドまた 
はサラウンドバックスピー 
カーから音び出ない。 

• U スニングモードを変更してください （54 ページ)。 

• スピーカーび正しく接続されているか確認してください（14、]8、 
22、26、 4] ぺージ)。 

• 「スピーカーの設定を行う」 （65 ページ）ををう一度確認してください。 
• 「スピーカー出カレベルを設定する」 （6 目ページ）でスピーカーの出 
カレベルををう一度確認してください。 

サブウーファーから音び出 
ない。 

• 再生しているドルビーデジタルや DTS 信号の中に低音域の LFE チャ 
ンネルび含まれていない。 

•「LFEATT ( LFE アッテネーター)」 （62 ぺージ）を LFEATT 日また 
は LFEATT 10にしてください。 



















故障かな？と思った 6 


症が 

改善策 1 

スピーカー設定画面の Suit . 
目 ack び N 日と表示される。 

• お手持ちのアンプやスピーカーをお使いください （4] ページ)。 

U モコンで操作でさない。 

• 電池を交換してください （6 ページ)。 

• フ□ントパネルのリモコン受光部から7 m、 左ち30°の範囲で操作 
してください （6 ページ)。 

• 障害物を取り除くか、別の場所に移動させてください。 

• U モコン信号受光部に強い光び当たらないよラにしてください。 

ディスプレイの表示び暗い、 
または表示されない。 

• U モコンのディマーボタンを押して、表示部の明るさを選択してくだ 
さい。 

何らかの操作のあと、ディ 
スプレイ表示び点滅する。 

• 操作禁止を意はします。入力信号や U スニングモードによっては選択 
でさない機能びあります。 

iPod/iPhone 

iPod touch/iPhone び本機 
で認識されない。 

• 下の操作を行ってみてください。 

① iPod touch/iPhone のス IJ— プ/ス IJ— プ解除ボタンとホームボ 
タンを同時に ] 日秒し U 上押し続け、再起動します。 

③本機の電源をオンにします。 

③ iPod touch/iPhone を本機に接続します。 

USB 1 

US 日メモ U —び本機で認識 
されない。 

• 一度電源を切ってから、再度電源を入れてみてください。 

• US 目端テに正しく接続されているかどラか確認してください。 

• USB メモリーのフオーマットび FAT 16または FAT32 かどうか確認し 
てください。 FAT12. NTFS、HFS は本機で再生することびできません。 

• US 目八ブには対応していません。 

I/U ERR3 と表示され USB 
メモ IJ 一の再生びでさない。 

•「US 目メモ U —を再生する」の「エラーメッセージについて」 （53 ペー 
ジ）のすベての項目を確認して、それでを I/U ERR3 び表示されると 
さは、パイオニアカスタマーサポートセンターへご連絡ください。 

US 日メモ U —のファイルを 
再生でさない。 

• 著作権保護のかかった VVMA や MPEG-4 AAC のファイルを本機で再 
生することはでさません（パソコンなどで CD などの音楽データを取 
り込む場合、設定によっては著作権保護びかかることびあります)。 

• 再生しようとしているファイルの圧縮フオーマットに本機び対応して 
いるかどラか確認してください （95 ページ)。 

U モコンの►ボタンを押し 
てを US 巨を再生しない。 

• IJ モコンび US 目の操作モードになっていません。 iPod USB を押し 
て IJ モコンを USB の操作モードにしてください。 

IHDMI J 

OSD 画面び表示されない。 

• テレビを HDMI で接続している場合は OSD 画面は表示されません。 
付属のビデオケーブル（黄）で接続してください。 （3 日ページ） 

映像と音声の両方び出ない。 

• ソース機器の仕様によっては本機を通しての HDM 1接続びでさない場 
合びあります。ソース機器の仕様を確認し、非対応のとさはビデオケー 
ブル（黄）とオーディオケーブル（ホ/白）で接続してください。 

• 本機は HDCP に対応しています。ご使用の機器び HDCP 対応かどう 
かをご確認ください。 HDCP 非対応のとさはビデオケーブル（黄）と 
オーディオケーブル（ホ/白）で接続してください。 

映像び出ない。 

• ソース機器の設定によっては映像び表示されないビデオフオーマット 
び出力されることびあります。ソース機器の設定を変更するか、ビデ 
オケーブル（黄）で接続してください。 

• ソース機器の映像び影響している可能性びあります。ソース機器の解 
像度設定や Deep Color の設定などを調整してください。 

• 映像信号び Deep Color のとき、 HDMI ケーブルび Deep Color に対応して 
いないと映像び出ません。 Hi 卽 Speed HDMI® ケーブルを使ってください。 

• 3D 映像信号対応機器を接続する場合は、 3D 映像に対応したケーブ 
ルを使ってください 


設置と接 rc -基本ぶ定と操作~ iPod / us 巨サラウンド再生 、。口設定-リモコン-困つたとき巧録 
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鹏かな？とおったら 


症状 

改善策 1 

音声び出ない、またはとざ 
れる。 

• ソース機器の設定び間違っている可能性びあります。ソース機器を正 
しく設定してください。 

• DVI 機器と接続しているとさは、音声び出ません。別途音声の接続を 
行ってください。 

• 才ーディオ調整機能の HDMI 設定び 「THRU」 になっています。 「AMP」 
に設定してください。（目2ページ） 

HDMI によるコント□-ル 
機能でシアター モー ドび動 
作しない。 

• HDMI によるコント□-ル機能を日 N にしてください。 （69 ぺージ） 

• テレビの電源を日 N してから本機の電源を日 N にしてください。 （69 
ぺージ） 

• テレビ側の HDMI によるコント□-ル機能を日 N にしてください。 


fHOMI 接続に関ずるご注意 

本機を経由してソース機器 ( DVD プレー 
ヤーやビデオデッキ、セッ hh ップボック 
スなど）と TV ( モニター）を HDMI ケーブ 
ルを使って接続すると、映像や音声び出力 
されないことびあります （ ソース機器の仕 
様により、 AV アンプを経由して TV に映 
像や音声を出力でさないことびあります)。 
このようなときは、接続しているソース機 
器のメーカーにお問い合わせください。 

AV アンプを経由して TV に映像や音声を 
出力でさないソース機器をそのままお使い 
になるとさは、下記の接続例の方法に変更 
すると映像や音声を出力でさます。 


I 接続例 I 

ソース機器と TV を HDMI ケーブルで直接 
接続してください。 

本機とソース機器を、音声ケーブルを使つ 
て接続してください。このとさ TV の音量 
は最小にしてください。 


お知6せ 


• り01\/11入力端子び T 系統の TV からは、直接 
接続したソース機器の映像のみ出力されます。 

• ソース機器によっては、2チャンネル音声 
しか出力されないことびあります （ これは、 
ソース機器び TV の音声チャンネル数に合 
わせるためです）。 

• ソース機器を切り換えるとさは、本機と 
TV の入力を両方切り換えてください。 

• HDMI 端テに入力される映像を TV で見るとき 
は、 TV の入力を HDMI に切り換えます。こ 
のとき TV の音量は最小に調整してください。 


な機を初期化ずる 

1^^(下の手順で、本機のすべての設定を工場 
出荷時の状態に初期化します。初期化の操 
作はフ□ントパネルで行います。 

な）本機の電源をオフ（スタンバイ 
が態）にずる 

② ST / MONO ボタンを押しなが 
6 6 STANDBY/ON ボタン 
を約2秒間押し続ける 

③ 表示部に RESET ? と表示され 
たら、 TUNE - ボタンを押ず 

表汀^部に 0 K ? と表 7 j \ されます。 

(|) TUNE + ボタンを押ず 

表示部に 0 K と表示され、本機び工場 
出荷時の状態に初期化されたことを示 
します。 


お知6せ 


• HDMI によるコント□ール機能び 日 N に設 
定されていると、本機の初期化びでさない 
場合びあります。その場合は、 HDMI によ 
るコント□ール機能を 日 FF にするか、接 
続機器の電源をすべて 日 FF にしてから本 
機をスタンバイ状態にし、 HDMI インジ 
ケーターび消えるのを待ってから初期化し 
て < ださい。 

• HTP-S 已3己と HTP-S 目己]日で初期イヒし 
た場合は、サラウンドの自動設定 （42 ペー 
ジ） または スピーカーの 設定 （6 已 ページ） 
を再度行ってください。 
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故障かな？と思った 6 


*] HTP-S535 を初期化した場合は、 N 日に設定してください。 

*2 HTP-S53 已または HTP-S 目己]日を初期化した場合は、 N 日に設定してくださし、 


円:場出荷時の設定一質 


設定項目 

初期値 

参照ページ 

オーディオ調整機能 

EQ (アコーステ ィッ クキヤリブレーション EQ) 

ON 

已8、 6] 

S.DELAY (サウンドディレイ） 

日.0フレーム 

61 

MIDNIGHT (ミッドナィト） 

MID OFF 

S.RTV (サウンドレト IJ バー） 

OFF 

57. 61 

デュアルモノラル 

CHI 

61 

DRC (ダイナミックレンジコント□ール） 

AUTO 

62 

LFEATT (LFE アッテネーター) 

LFEATTO (0 d 巨） 

HDMI 

AMP 

A.DLY (才ートディレイ） 

OFF 

C.WIDTH (センター幅） 

3 

DIMEN. (ディメンション） 

0 

PNRM. (パノラマ） 

OFF 

C.IMG (センターイメージ） 

3 (NE0:6 MUSIC) / 

10 (NE 日: 6 CINEMA) 

システムセットアップ設定 

スピーカーの有り無し 

Front : SMALL (有り） 

65 

Center : SMALL (有り）*] 

Suit: SMALL 箱り）* 2 

Suit. Back : NO (無し） 

Subwoofer : YES (有り） 

スピーカー出カレベル 

日 d 日（補正無し） 

66 

スピーカーまでの距離 

すべて 3. 日 m 

67 

HDMI によるコント□-ル機能 

OFF 

69 

その他 

入力 

巨 D/DVD 

46 

デジタル入力の設定 

OPTICAL INI : TV/SAT 

46 

OPTICAL IN2 : AUX 

U スニングモード 

AUTO SURROUND 

已4 

PHASE CONTROL 

ON 

己8 

サブウーファーチヤンネルレベル（低音） 

0 服 

8 

TREBLE (高音） 

0 服 

ディスプレイの明るさ 

一番明るい 

7 


軍備 


設ご一と接 J ' 


基本設定と操作 


- Pod / USB 国ヴラウンド再生 


応月設定 


-リモ n ン圓困つたとき-付録 
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^^^^^呆証とァフタ-ヴ-ビス 


P 呆証書（別添）について 

保証書は必ず「販売店名-購入曰」などの 
記入を確かめて販売店から受け取り、内容 
をよく読んで大切に保存してください。 


保証期間はご購入曰か61年巧です。 


r 補修用性能部品の保ち期聞 

当社はこの製品の補修用性能部品を製造打 
ち切り後、8年間保有しています。性能部 
品とは、その製品の機能を維持するために 
必要な部品です。 


r 修埋に関するご質巧、ご相談 

お買い求めの販売店へご依頼ください。ご 
転居されたりご贈答品などでお買い求めの 
販売店に修理のご依頼びできない場合は、 
修理受付窓□にご相談 < ださい。 

所在地、電話番号は裏表紙の「ご相談窓 □ 
のご案内•修理窓□のご案内」をご覧くだ 
さい。 


r 修埋を依巧をれるとを 

修理を依頼される前に76〜78ページの 
「故障かな？と思ったら」の項目をご確認く 
ださい。それでも正常に動作しないときは、 
ご使用を中止し、必ず電源プラグを抜いて 
から、お買い求めの販売店または裏表紙に 
記載の修理受付窓□にご依頼 < ださい。 


r ご連絡いただきたい内容 

• ご住所 
• お名前 
• お電話番号 
• 製品名、型番： 

已 . 1 ch サラウンドシステム HTP - S 737 / 
已 . 1 ch サラウンドシステム HTP - S 333 / 
フ□ントサラウンドシステム HTP - S 己3己/ 
フ□ントサラウンドシステム HTP - S 巳己]日 
• お買い上げ曰 

• 故障の状況（でさるだけ具体的に） 

• 訪問ご希望曰 

• ご自宅までの道順と目標(建物、公園など) 


[ i 呆証期間中は 

修理に際しては、保証書をご提示ください。 
保証書に記載されている当社の保証規定に 
基づさ修理いたします。 


P 呆証期聞が遇ぎているとまは 

修理すれば使用でさる製品については、ご 
希望により有料で修理いたします。 


「お願い 

修理のために本機をお持ち込みいただく際 
は、部分的な故障と思われる場合でちシス 
テム全体での動作確認び必要となるため、 
全機器をお持ち込み願います。 


愛情点巧 


り 


長年ご使用の AV 機器の点検を! 


このぶラな症'^犬は 
ありませんか 


•電源コードや電源プラグが 
異常に熱 < なる。 

•電源コードにさけめやひび 
割れがある。 

. 電源が入ったり切れたりする。 
•本体か5異常な音、熱、臭い 
がずる。 




故障や事故防止のため、すぐに 

ご使用 

電源を切り、電源プラグをコン 

中止 

セントか5巧さ、必ず販売店に 
ご相談ください。 
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ヴービス拠点のご案内 


サービス拠点への電話は、修理受付窓□でお受けします。（沖縄県のちは沖縄サービス認定店） 

また、認定店は不在の場合ちございますので、持ち込みをご希望のお客様は修理受付窓□にご確 
認< ださい。 


•化ミ毎道地区 

☆北海道サービスセンター 
旭川サービス認定店 
帯広サービス認定店 
函館サービス認定店 


FAX 011-61 1-5694 
FAX 0] 目目-已已 -7207 
FAX 0] 已已 -23-77 已7 
FAX 0] 38-40- 巨473 


受付月〜金9:30〜18:00 (± •曰•祝-弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜ち受付9:30〜12:00、13:00〜18:00 (弊社休業日は除く） 
〒〇巨 4- 0822札幌市中央区化2条西 20-1-3 クワヴワビル 
干070 -083] 旭川市旭町]条] T 目 438-89 
〒〇 80-001 己帯広市西已条南 28 T 目1-] 

干041 -08 ]] 函館市富岡町 2- 1 8-7 


•東北地区 

☆東化サービスセンター 
山形サービス認定店 
郡山サービス認定店 
盛岡サービス認定店 
青森サービス認定店 
八戸サービス認定店 
秋田サービス認定店 


FAX 

022-37 已 -499 巨 

FAX 

023-6] 已 -] 627 

FAX 

024-99]-74 巨巨 

FAX 

0] 9-目已巨-7巨48 

FAX 

0] 7-73 已 -2438 

FAX 

0] 78-44-33 己] 

FAX 

018-869-7401 


受付月〜金9:30〜18:00 (± •曰•祝-弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜も受付9:30〜1吕:〇0、13:00〜18:00 (脾社休業日は除く） 

〒日81 -3] 2] 仙台市泉区上谷刈 6-10-2 目 
干 990-0023 山形市松波 ] -呂 -] 7 

〒日日 3-88 目]郡山巿鶴見坦 1-9-2 已クレールアヴエニユー伊藤第2ビル 1 FD 号 
干 020-00 已]盛岡市下太田下川原1已3-] 

干030 -082] 青森市勝田2-]巨-] 0 
干 03]-0802 ノ V 戸市ノ」、中里?3-]巨-8 
干 0] 0-0802 秋田市外旭川字梶の目34已 -] 


•東京都内 

世田谷サービスステーション 
化ま京サービスステーション 
多摩サービスステーション 


FAX 03-34] 9-4234 
FAX 03-3944-7800 
FAX 042-已24-已947 


受付月〜± 9:30〜18:00 (曰•祝•弊社休業曰は除く） 

干]已已 -0032 世田谷区代沢 4-2 已 -9 
干] 70-0002 豊島区巣鴨 1-9-4 第兰义保ビル 1 F 
干] 90-0003 立川市栄町 4-1 呂 -1 エクセル立川 ] F 


• 関ま•甲信越地区 

☆ま関まサービスセンター 
水戸サービス認定店 
つくばサービス認定店 
☆化関東サービスセンター 
宇都宮サービス認定店 
群馬サービス認定店 
新漏サービス認定店 
佐渡サービス指定店横山電機商会 
な南関東サービスセンター 
横浜サービス認定店 
巧奈川西サービス認定店 
兰宅島サービス指定店勝見電機 
松本サービス認定店 
長野サービス認定店 
甲府サービス認定店 


FAX 

047 -773-93 已 4 

FAX 

029-248-1306 

FAX 

0298-已8-] 3 巨 9 

FAX 

04 呂-巨已] -8030 

FAX 

028-巨已7-己882 

FAX 

0270-22-] 8已9 

FAX 

02己-374-已7巳巨 

FAX 

02已9-巨 3-3400 

FAX 

04已 -943-378 呂 

FAX 

04已 -348-8 巨巨] 

FAX 

046-231-1209 

FAX 

04994-巨-124巨 

FAX 

02巨 3-48-0 已7已 

FAX 

026-229-5250 

FAX 

〇已已 -22 呂 -8003 


受付月〜金9:30〜18:00 (± .曰.祝.弊社休業曰は除 <) 

☆拠点は、±曜わ受付9:30〜12:00、13:00〜18:00 (弊社休業日は除く） 

干27已 -00 ] 巨習志野市津田沼 3-20-22 
干31 0-0844 水戸市住吉町 307-4 
干30己-004已つ < ば市梅園 2-2-6 
干33 1-08] 2さいたま市:!ヒ区宜原町 1-310-1 
干 32]-09] 2宇都宜市石井町 3373-2] 

干 372-080] 伊勢崎市宮子町11日 1-1 7パヴージュ808伊勢崎101号 
干9已〇 -0982 新漏市中央区堀之内南 1-20-]] 

干 952-1 209佐ミ度市金井町千種1 158-1 

干 224-0037 横お市都筑区茅ヶ崎南 2-1 目-1ベルデユール茅ヶ崎 
干 240-0043 横お市保±ヶ谷区あ本町2已〇 
干 243-0422 あを名市中新田 4-1 □-已3中山ビル 1 F 
干] 00-1 2]]兰宅村大字坪田 

干 390-08 日2松本市大字島立18□-日パイオニア松本拠点 1 F 
干3呂 0-093 巳長里 f 市中を P 所] -24 
干400 -003 已甲府市飯田 4-9-] 4 


参中部地区 


受付月〜金 9:30-1 8:00 (± .曰.祝.弊社休業曰は除 <) 

☆拠点は、±曜も受付9:30〜12:00、13:00〜18:00 (弊社休業日は除く） 


☆中部サービスセンター 

FAX 

〇已 2 -已32-] 148 

干4己]-00巨3 

名ち屋市西区押切 2-8- 18 

岡崎サービス認定店 

FAX 

〇已巨 4-33-7080 

干 444-093] 

岡崎市大和町字荒田 36-1 大和ビレッジ B -1 

津サービス認定店 

FAX 

059-213-6712 

〒己] 4-082] 

津市重水已22-已 

岐阜サービス認定店 

FAX 

〇已 8-274 -已 2 已巨 

〒已〇 0-83 已巨 

岐阜市六条江東 1-1-3 

静岡サービス認定店 

FAX 

〇已 4-23 巨-40巨3 

干 422-8034 

静岡市駿巧区高松 1-17-1 7 

沼津サービス認定店 

FAX 

〇已已 -9 巨 7-84 已已 

干 4] 0-087 巨 

沼津市:)ヒ令お1 2-7 

浜松サービス認定店 

FAX 

053-422-1401 

干 430-09] 2 

浜松市中区茄子町3己巳-] 

金沢サービス認定店 

FAX 

07巨-240 -0 已已〇 

干 920-03 巨2 

金お市ち府 3-60-] K 2 ビル 1 F 

富山サービス認定店 

FAX 

07巨-42己-3027 

干 939-82 ]] 

富山市二口町 1-7-] 

福井サービス認定店 

FAX 

0776-27-1768 

干 9] 0-000] 

福井市大願寺3-己-日 


00 ぶ看一と接 SK -S 本設定と操作 ■ iPod/USB ■サラウンド再生■応用設定 ■リモ|-|ン -so たとき-付録 


81 














トビス拠点のご案内 


•関西地区 


☆関西サービスセンター 

FAX 

06-6310-9120 

ネ申戸サービス認定店 

FAX 

078-26 己-0832 

姫路サービス認定店 

FAX 

0792-已] -26 己白 

和歌山サービス認定店 

FAX 

0734-4 目-302巨 

京都サービス認定店 

FAX 

07己- 644-797 已 

奈良サービス認定店 

FAX 

0742 -3 目- 87] 3 

福知山サービス認定店 

FAX 

0773 -24 -已37已 


受付月〜金 9:30-1 8:00吐•曰•祝-弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜を受付 9:30-12:00, 13:00〜1狂00 (弊社休業日は除く） 

〒已目 4-00 已2吹田市広ち町已 -8 

〒目已 1-0093 神戸市中央区二宮町1了目 10-1 □-レル E 宮ノースアベニユ- 
〒日7 1-0224 姫路市別所町佐 ±1-1 2目 
〒目41 -00 14和歌山市毛見112巨-4 

〒目 01-8444 京都市南区西九条森本町4イッツアイランド] F 
〒目 30-8 132奈良市大森西町2 1-2 目 
干 620-00 已已福知山市擦尾新町 2-74 カマ八チマンション 


• 中国•四国地区 

☆中四国 サービスセンター 
岡山 サービス 認定店 
松江 サービス 認定店 
福山 サービス 認定店 
鳥取 サービス 認定店 
徳山 サービス 認定店 
高松 サービス 認定店 
徳島 サービス 認定店 
高知 サービス 認定店 
松山 サービス 認定店 


受付月〜金9:30〜18:00 (± •曰•祝-弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜を受付9:30〜12:00、13:00〜18:00 (弊社休業日は除く） 

FAX 〇呂2-已34-已8已9 干 733-0003 広島市西区兰擦田 了 2-4-22 NK ビ V レ] F 

FAX 08目-2已 0-2724 干700 -097 已岡山市化区令 3-10-1 0備前ビル 1 F 

FAX 〇目已 2-22-777 目〒目目 0-001 7松江市西津田4-己 -40 (有）テクピット内 

FAX 0849-31-2791 干 720-0 呂1已福山市里 f 上田 T 3-12-9 

FAX 08已 7-28-80]] 〒目 80-0934 鳥取市徳尾 422-2 

FAX 0834 -33 -已7日目干74己-000目周南市巧富町 3-1 1森広事務所 1 F 

FAX 087-813-61 12干7目 0-0080 高松市木太田 T 呂巨 2-1 

FAX 088-669-6076 干 770-8023 徳島市勝占町中須目 2-1 大松ジョ U 力地下]階] 07号 
FAX 088-802-3321 干7目 0-00 已1高知市愛岩町 3-12-1 3晃栄ビル1 F 
FAX 089-9]1- 已目08干7目 1-80 13松山市山越已 -12-8 


•九州地区 

☆九州 サービスセンター 
化九州 サービス 認定店 
博を サービス 認定店 
西九州 サービス 認定店 
長崎 サービス 認定店 
熊本 サービス 認定店 
大分 サービス 認定店 
宮崎 サービス 認定店 
鹿児島 サービス 認定店 


FAX 

092-412-7460 

FAX 

093-94]-83 已 4 

FAX 

092-461-1643 

FAX 

09 已 2-20-199] 

FAX 

09 已 - S 49-4 目 0 巨 

FAX 

096-331-3323 

FAX 

097-已已] -2049 

FAX 

09呂已 -27-3] 3巨 

FAX 

099-201-3803 


受付月〜金 9:30-1 8:00 (± •曰•祝-弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜を受付9:30〜1吕:〇0、13:00〜18:00 (弊社休業日は除く） 
〒目1 2-0016 福岡市博を医博多駅南 2- 1 2-3 
干 802-0044 化九州市ル倉化区熊本 1 T 目 9-4 植田ビル 1 F 
干81 2-0006 福岡市博を区上牟田2-日 -7 
干 840-0201 佐賀市大和町大字尼寺 2688-1 
干8已 2-8 14已長崎市昭和 1 T 目] 2-10 ク U スタル八イツ平野 
〒目目 2-091 目熊本市な立日 T 目 14-1 7 
干 870-0921 大分市软原 3-23-1 日曰商ビル101 
干880 -0821 宮崎市浮城町 98-1 

〒目 90-004 目鹿児島市西田 3-8-24 サニーサイド21 1 F 


•沖縄県 

ミ中縄 サービス 認定店 


TEL 

FAX 


098-987-1 120 
098-987-1 121 


受付月〜金日:30〜18:00吐•曰•祝-弊社休業日は除く） 
干 902-0073 那覇市上間413琉電アパート 1- 已 


平成22年8月現在 記載内容は、予告な < 変更させていただ < ことびありますので予めご了を<ださい。 
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おらな仕様 


1 


ア 

(非同時駆動、 

フ□ント ( L / R ) 

lOOW/ch (1 kHz 、 10 %. 4 Q ) 

ン 

プ 

JEITA ) 

センター ( C ) 

lOOW (1 kHz 、] 日％、 4 0) 

部 


サラウンド ( L / R ) 

lOOW/ch (1 kHz 、1 日％、 4 0) 



サブウーファー 

100 W (1 日日 Hz 、] 日％、 4 0) 

FM チューナー 

受信周波数 

76.0 MHz ~ 90.0 MHz 



アンテナ 

75 0 不平衡型 

入 

出 

力 

端 

モ 

HDMI 

入力 

] 9 ピン X 3 


出力 

19 ピン（己 V 、己己 mA ) X 1 

曰ド 

入力 

光デジタル（角型光ジャック ） X 2 
同軸デジタル （ RCA 端テ ）X ] 

アナ□グ （ RCA 端テ） X 己 



出力 

アナ□グ （ RCA 端テ） X 2 


映像 

入力 

コンポジット X 4 



出力 

コンポジット X 2 


サラウンドバック出力端モ 

アナ□グ （ RCA 端テ） X 1 


iPod/USB 端モ 

iPod / USB 接続用端モ（已 V 、已日日 mA ) x 1 


MCACC セットアップ用マイク端モ 

ミニジャック X ] 

ヴ 

ブ 

ク 

型式 

バスレフ式フ□ア型 

使用スピーカー 

16 cm (コーン型） 

1 

フ 

インピーダンス 

4 0 

ア 

1 

再生周波数帯域 

35 Hz 〜 1000 Hz 

部 

最大入力 

100 W ( JEITA ) 

電 

源 

部 

電源電圧 

AC ]0日 V 、己日 Hz /60 Hz 

消費電力 

69 W 

待機時消費電力（スタンバイ状態、 
HDMI 連動日 FF 時） 

日.己 Wl ； (下 

外り 

f ミ寸法 

230 mm x 360.5 mm x 422.5 mm 
(幅） X 搞さ） X 娛行） 

質量 

11 kg 

許容動作温度 

+己で〜+ 3己で 

許容動作湿度 

己％〜8己％ (結露のないこと） 


設置と接続 ■基本設定と操作 Hipod USB 圓サラウンド再生"応用謹圓リモミ ~困ったとき ■付録 


到 

R 

W 

S 

S 


P 

立 P 

- 
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IHTP - S 737スピーカー部 （ S - SWR 737) 


フロント/サラウンドスピーカー 

型式 

密閉式フ□ァ型/防磁設計 （ J 曰 TA ) 

使用スピーカー 

ウーファー 

7.7 cm (コーン型 ）X ] 

ツイーター 

2.6 cm (セミドーム型 ）X ] 

インピーダンス 

4 0 

再生周波数帯域 

62 Hz 〜20 kHz 

外形寸法 

260 mm (幅） X ] 097 mm (高さ ） x 260 mm (奥行） 

質量 

3.8 お 

センタースピーカー 

型式 

密閉式ブックシェルフ型/防磁設計 （ J 曰 TA ) 

使用スピーカー 

7.7 cm (コーン型 ）X ] 

インピーダンス 

4 0 

再生周波数帯域 

72 Hz 〜20 kHz 

外形寸法 

22日 mm (幅 ） x 90 mm (高さ ） x ] 日日 mm (奥行） 

質量 

日. 7 k 呂 


pHTP - S 已 3 已スピーカー部 （ S - SWR 已3已) 


フ□ントス ピーカー 

型式 

密閉式ブックシェルフ型/防磁設計 ( JEITA ) 

使用スピーカー 

ウーファー 

己.2 cm (コーン型 ）X 2 

ツイーター 

2.6 cm (セミドーム型） X ] 

インピーダンス 

4 0 

再生周波数帯域 

60 Hz 〜20 kHz 

外形寸法 

スタンドなし 

77 mm (幅） X 39己 mm (高さ） x 已已 mm (奥行） 

スタンド使用時 

126 mm (幅） X 462 mm (高さ ） x ] 2目 mm 娛行） 

質量 

スタンドなし 

1.0 kg 

スタンド使用時 

1.3 kg 
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おちな仕様 


rHTP - S 333 スピーカー部 （ S - SWR 333) 


pHTP - SB 已10スピーカー部（3-3已已10) 


フロント*センタースピーカー 

型式 

密閉式 

使用スピーカー 

4 cm X 7 cm (コーン型 ） x 6 

インピーダンス 

4 0 

再生周波数帯域 

70 Hz 〜20 kHz 

外形寸法 

スタンドなし 

800 mm (幅） X 己7 mm (高さ ） x 8己 mm (奥行） 

スタンド使用時 

8日日 mm (幅） X ] 日日 mm または88 mm (高さ ） x 

102 mm 澳行） 

質量 

スタンドなし 

1.8 kg 

スタンド使用時 

1.9 kg 


本機の仕様および外観は、改良のため予告 
なく変更することびあります。 


本機は一般家庭用機器として作られたもの 
です。一般家庭用外（たとえば飲食店等 
での営業用の長時間使用、車両、船舶への 
搭載使用）で使用し、故障した場合は、保 
証期間内でを有償修理を承ります。 


フロント/サラウンドスピーカー 

型式 

密閉式ブックシェルフ型/防磁設計 （ J 曰 TA ) 

使用スピーカー 

6.6 cm (コーン型 ）X ] 

インピーダンス 

4 0 

再生周波数帯域 

82 Hz 〜20 kHz 

外形寸法 

96 mm (幅） X 96 mm (高さ） x 9目 mm 澳行） 

質量 

日.己 kg 

センタースピーカー 

型式 

密閉式ブックシェルフ型/防磁設計 （ J 曰 TA ) 

使用スピーカー 

6.6 cm (コーン型 ）X ] 

インピーダンス 

8 0 

再生周波数帯域 

82 Hz 〜20 kHz 

外形寸法 

96 mm (幅） X 9目 mm (高さ） x 96 mm 娛行） 

質量 

0.5 kg 


m 


お知6せ 


S 牛備 圓設置と3^|続 圓 基本設定と操作 -iPod USB 圓ヴ ラウンド再生 圓 応用設定 圓リモ n ン ■园〇たとき - 付録 
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安全上のご注意 


安全にお使いいただくために、必ずお守りください。 

ご使用の前にこの「安全上のご注意」をよくお読みのラえ、正し 
くお使いください。 

この取扱説明書および製品には、製品を安全に正し < お使いいたださ、あなたや他の方々 
への危害や財産の損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その 
表示と意味は次のようになっています。 

内容をよく理解してから本文をお読みください。 


A 警告 


この表示を無視して、誤った取り扱いを 
すると、人が死 t または重傷を負ラ可能 
性が想定される内容を示しています。 


A 注意 


この表示を無視して、誤った取り扱いを 
すると、人び傷害を負う可能性び想定さ 
れる内容および物的損害のみの発生び想 
定される内容を示しています。 


表巧の例 


A 


么記号は注意（警告を含む）しな 
ければならない内容であることを 
示しています。 

図の中に具体的な注意内容び描か 
れています。 



〇記号は禁止（やってはいけない 
こと）を示しています。 

図の中や近くに具体的な禁止内容 
(左図の場合は分解禁止）び描か 
れています。 


参記号は行動を強制したり指示し 
たりする内容を示しています。 

図の中に具体的な指示内容（左図 
の場合は電源プラグをコンセント 
から抜く）び描かれています。 
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A 警告 


異常時の処置 




€ 

运 


ミ凡ち 

欧置 


万一、煙び出ている、変なにおいや 
音びするなどの異常状態のまま使用 
すると、乂災•感電の原因となりま 
す。すぐに本機の電源スイッチを切 
り、電源プラグをコンセントから巧 
いてください。煙び出なくなるのを 
確認して、販売店に修理をご依頼< 
ださい。お客様による修理は危険で 
すから絶対にしないでください。 

万一、内部に水や異物等び入った場 
合は、すぐに本機の電源スイッチを 
切り、電源プラグをコンセントから 
抜いて、販売店にご連絡ください。 
そのまま使用すると乂災-感電の原 
因となります。 

万一、本機を落としたり、カバーを 
破損した場合は、すぐに本機の電源 
スイッチを切り、電源プラグをコン 
セントから抜いて販売店にご連絡く 
ださい。そのまま使用すると乂災 • 
感電の原因となります。 


运 

0 


電源プラグの刃および刃の付近にほ 
こりや金属物び付着している場合 
は、電源プラグを抜いてから乾いた 
巧で取り除いてください。そのまま 
使用すると乂災-感電の原因となり 
ます。 

電源コードの上に重いをのを載せた 
り、コードび本機の下敷さになった 
りしないよラにしてください。コー 
ドの上を敷物などで覆ラと、気づか 
ずに重いをのを載せてしまラことび 
あります。重いをのを載せるとコー 
ドび傷ついて、乂災-感電の原因と 
なります。 


Q 




-放熱をよくするため、他の機器や壁 
等から間隔をとり、ラックに入れる 
場合はすさ間をあけてください。ま 
た、次のような使い方で通風孔をふ 
さびないで<ださい。内部に熱びこ 
をり、乂災の原因となることびあり 
ます。 

^あおむけや逆さまにする。 
^押し入れなど、風通しの悪い狭いと 
ころに押し込む。 

-►じゅラたんやふとんの上に置<。 
^テーブルク〇スなどをかける。 

本機の上に乂びついたろうそくなど 
の裸乂を置かないでください。乂災 
の原因となります。 


使用環境 


(§) 

0 

0 


この機器に水び入ったり、めれたり 
しないようにごま意ください。乂災 • 
感電の原因となります。雨天、障雪 
中、海岸、水辺での使用は特にごま 
意ください。 

風呂場、シャワー室等では使用しな 
いでください。乂災-感電の原因と 
なります。 

表示された電源電圧（交流]日日ボ 
ルト日日 Hz/6 日 Hz) 1；(外の電圧で 
使用しないでください。乂災-感電 
の原因となります。 

この機器を使用でさるのは日本国内 
のみです。また、船舶などの直流 
(DC) 電源には接続しないでくださ 
し、乂災の原因となります。 


使用方法 


本機の上に花びん、コップ、化粧品、 
薬品や水などの入った容器を置かな 
いで<ださい。こぼれたり、中に入っ 
た場合、乂災 • 感電の原因となります。 




めれた手で（電源）プラグを抜さ差 
ししないでください。感電の原因と 
なることびあります。 


まを上のごま意 


造 P 1 と接爲 基本設定と操作 ipo j / us 目サラウンド再生 獻口ぶ定 リモコン 固つたとホ-付録 
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まを上のごを意 


® - 本機の通風孔などから、内部に金属 
類や燃えやすいちのなど異物を差し 
込んだり、落としたりしないでくだ 
さい。火災•感電の原因となります。 
特にルさなお子様のいるご家庭では 
ごま意ください。 

-本機のカバーを外したり、改造した 
りしないでください。内部には電圧 
の高い部分びあり、乂災•感電の原 
因となります。内部の点検-整備- 
修理は販売店にご依頼ください。 

® - 電源コードを傷つけたり、加工した 
り、無理に曲げたり、ねじったり、 
引っ張ったり、加熱したりしないで 
ください。コードび破損して火災， 
感電の原因となります。コードび 
傷んだら（お線の露出、断線など)、 
販売店に交換をご依頼ください。 

-雷び鳴り出したら、アンテナ線や電 
源プラグには触れないでください。 
感電の原因となります。 


A 注意 


設置 


A - 電源プラグは、コンセントに根元まで 
確実に差し込んでください。差し込 
みび不完全ですと発熱したり、ほこ 
りび付着して乂災の原因となること 
びあります。また、電源プラグの刃 
に触れると感電することびあります。 

0 - 電源プラグは、根元まで差し込んで 
をゆるみびあるコンセントに接続し 
ないで<ださい。発熱して乂災の原 
因となることびあります。販売店や 
電気工事店にコンセントの交換を依 
頼してください。 

® - ぐらついた台の上や傾いたところな 
ど不安定な場所に置かないで<ださ 
し、落ちたり、倒れたりしてけびの 
原因となることびあります。 


0 - 本機を調理台や加湿器のそばなど油 
煙、湿気あるいはほこりの多い場所 
に置かないでください。乂災-感電 
の原因となることびあります。 

A -テレビ、オーディオ機器、スピーカー 
/|\ 等に機器を接続する場合は、それぞ 
(• 、れの機器の取扱説明書をよく読み、 
電源を切り、説明に従って接続して 
ください。また、接続は指定のコー 
ドを使用してください。 

® - 本機の上に重いちのや外枠からはみ 
出るよラな大さなをのを置かないで 
<ださい。バランスび<ずれて倒れ 
たり、落下してけびの原因となるこ 
とびあります。 

0 - 本機の上にテレビを置かないでくだ 
さい。放熱や通風び妨げられて、乂 
災や故障の原因となることびありま 
す。（取扱説明書でテレビの設置を 
認めている機器は除きます。） 

0 - 電源プラグを抜く時は、電源コード 
を引っ張らないでください。コード 
び傷つさ乂災-感電の原因となるこ 
とびあります。必ずプラグを持って 
巧いてください。 

® - 電源コードを熱器具に近づけないで 
ください。コードの被覆び溶けて、 
乂災-感電の原因となることびあり 
ます。 

-移動させる場合は、電源スイッチを 
切り必ず電源プラグを]ンセントか 
ら抜さ、外部の接続コードを外して 
けら、 行ってください。コ-ドび傷 
つさ乂災-感電の原因となることび 
あります。 

0 - 本機の上にテレビやオーディオ機器 
を載せたまま移動しないで<ださ 
し、倒れたり、落下してけびの原因 
となることびあります。重い場合は、 
持ち運びは2人上で行って<だ 
さい。 

® - 窓を閉め切った自動車の中や直射 
日光びあたる場所など、異常に温 
度び高くなる場所に放置しないで 
<ださい。乂災の原因となること 
びあ0ます。 
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0 - 長時間音び歪んだ状態で使わないで 
<ださい。 スピーカーび 発熱し、乂 
災の原因となること び あります。 

0 - 本機に乗ったり、ぶら下びったりし 
ないでください。特にお子様はごを 
意ください。倒れたり、壊れたりし 
てけびの原因になることびあります。 

-旅行などで長期間ご使用にならない 
[日きは、安全のため必ず電源プラグを 
コンセントから抜いてください。 

電池 


0 - 指定！;(外の電池は使用しないで<だ 
さい。また、新しい電池とちい電池 
を混ぜて使用しないでください。電 
池の破裂、液漏れにより、乂災•け 
びや周囲を巧損する原因となること 
びあります。 

A - 電池を機器内に挿入する場合、極性 
表示（プラス （+ ) マイナス（一）の 
向さ）にを意し、表示どおりに入れ 
てください。間違えると電池の破裂、 
液漏れにより、乂災-けびや周囲を 
巧損する原因となることびあります。 

A - 長時間使用しない時は、電池を取り出 
しておいて<ださい。電池から液び漏 
れて乂災、けび、周囲を巧損する原因 
となることびあります。をし液び漏れ 
た場合は、電池ケースについた液をよ 
くおさ取ってから新しい電池を入れ 
てください。また万一、漏れた液び身 
体についた時は、水でよく洗い流して 
ください。 

電池は加熱したり分解したり、乂や 
水の中に入れないでください。電池 
の破裂、液漏れにより、乂災、けび 
の原因となることびあります。 


A . 己年に一度くらいは内部の掃除を販 
売店などにご相談ください。内部に 
ほこりびたまったまま、長い間掃除 
をしないと乂災や故障の原因となる 
ことびあります。特に湿気の多くな 
る梅雨期の前に行ラとより効果的で 
す。なお、掃除費用については販売 
店などにご相談ください。 

-お手入れの際は安全のために電源プ 
ラグをコンセントから抜いて行って 
ください。 


まを上のごま意 


保守-点検 


使用方法 


ぶ置と接爲 基本3定と操作 ™ iPod /USB 圓ヴラウンド再生圓応用設定圓リモ n ン-困〇たとき-付録 
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用上のごま意 


置する場所 

• 組み合わせて使用するテレビやステレオ 
システムの近くの安定した場所を選んで 
ください。 

• テレビ やカラーモニターの おくに本機を 
設置しないでください。また、 カセット 
デッキなど、磁気の影響を受けやすい機 
器とは離して設置してください。 


A \ ミ主意 

本機を設置する場合には、壁から10 cmJ ^ LL の間隔 
をおいてください。また、放熱をよくするために、他の 
機器との間は少し離して設置してください。ラックな 
どに入れるとき口ま、本機の天面から10 cml；LL 
背面から10 cmJ ； LL 側面から10 cmJ ； LL のすさま 
をあけて < ださい。内部に熱びこちり、火災の原因と 
なることびあります。 


次のような場所は避けてください 

-直射日光のあたる所 
-湿気の多い所や風通しの悪い所 
-極端に暑い所や寒い所 
-振動のある所 
-ホコ IJ の多い所 

-油煙、蒸気、熱びあたる所（台所など) 


本機の使用環境温度範囲は5で〜3日で、使用 
環境湿度は85 %1处下(通風孔び妨げられてい 
ないこと)です。 

風通しの悪い所や湿度び高すざる場所、直射曰 
光(または人工の強い光)の当たる場所に設置 
しないで < ださい。 

□3-4-2- l -7 c_Ja 


本機を使わないときは電源を切る1 

テレビ放送の電波状態により、本機の電源 
を入れたままテレビをつけると画面にしま 
模様び出る場合びありますび、本機やテレ 
ビの故障ではありません。このよラな場合 
は本機の電源を切ってください。ラジオの 
音声の場合ち同様にノイズび入ることびあ 
ります。 


r 音のエチケット 

楽しい音楽わ時と場所によっては気になる 
わのです。隣近所への思いやりを十分にい 
たしましよう。ステレオの音量は、あなた 
の必びけ次第で大さくも小さくもなります。 
特に静かな夜間には小さな音でを通りやす 
いちのです。夜間の音楽鑑賞には気を配り 
ましよラ。近所へ音び漏れないよラに窓を 
閉め、お互いに必を配り、快い生活環境を 
守りましょう。 


品のお手入れについて 

•磨さ布や乾いた布で、表面のほこりや巧 
れをおさ取ってください。 

• 表面び巧れているとさは、中性洗剤を水 
で己〜目倍に薄めたちのに柔らかい布を 
浸してよく絞って、巧れをおさ取り、乾 
燥した布でからおさします。家具用のワッ 
クスや洗剤は使用しないでください。 

• 製品の表面がさびることびありますの 
で、シンナー、ベンジン、殺虫剤などを 
製品にかけたり、製品の近くで使用しな 
いで < ださい。 


上に物をのせない 

本機の上に物をのせないでください。 

熱を受けないように 


本機をアンプなど熱を発生する機器の近く 
に設置しないでください。 
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技術資料 


r デジタル音声フォ-マツトについて 

DVD やブルーレイディスクソフトのパツケージにはじ(下のような表示びされていることびあり 
ます。]枚のディスクに複数の音声び収録されている場合び多く、どの音声を聴くかを選択す 
ることびでをます。（音声の選択ち法はお手持ちのプレーヤーやディスクによって異なります。） 


③ )） 


1. 英語（己. Ich サラウンド） 

2. 日本語（ドルビーサラウンド） 

3. 英語 ( DTS 己 Ich サラウンド） 


皿に OLBYI 

DIGITAL 

藝 dts 

Digital Surround 


収録音声数 


録音ち式 


音声記録ち式 


ドルビーデジタルは DVD の標準音声フオーマットであるため、単に「己. Ich サラウンド」と記載され 
ている場合は、「ドルビーデジタル （5. Ich )」 であることを示します。 


ドルビー 


田 DOLBY 


tru^IE 


入力信号 

サラウンドの名称 

デコード方式 

特徴 

HD コンテンツ 

ネ Dolby TrueHD 
* Dolby Digital Plus 

ディスクリート 

高精細音声技術。 HDMI ケーブルで伝 
送可能。特に Dolby TrueHD は、□ス 
レス符号化技術により最高音質を実現。 

己 . Ich (サラウンド 
バック ch フラグ付） 

Dolby Digital 
Surround EX 

ディスクリート 
+マトリックス 

サラウンドバックかを使用して 、 Dolby 
Digital よりも臨場感を高めたち式 

己. Ich ディスクリート 

Dolby Digital 

ディスクリート 

DVD 降の代表的フオーマット 

一般的な 2 ch 
ドルビーサラウンド 

(Dolby Surround ) 
Dolby ProLogic ( llx ) 

マトリックス 

すべてのステレオ信号に対応する万 
能なサラウンド技術 


高音質 


* これらの音声は8チヤンネルし U 上のチヤンネル数をサポートしていますび、現在ブルーレイディスク 
および HD DVD のそれぞれの規格では、最大音声チヤンネル数び8チヤンネルに制限されています。 

詳細な情報はドルビーラボラト U —ズのホームページをご覧ください。 
http :// www . clolby . co . jp / 


ドルビーラボラト U —ズからの実施権に基づ 
き製造されています。 Dolby 、 ドルビー 、 Pro 
Lo 旨 ic 、 ダブル D 記号及び AAC 口づは、ドルビー 
ラボラト IJ ーズの商標です。 


プ□□ジック llx 製品は、プ□□ジック llx の持つ 
さまざまな機能を、選択して搭載することび可能 
です。プ□□ジック llx 搭載、とキャッチフレー 
ズされた商品でを、 必ずしをまったく同じ機能を 
持っているとは限らないことにご注意ください。 


デコードとは 

デジタル信号処理回路などにより、圧縮記録されたデジタル信号を、をとの信号に変換させる技術で 
す。また、 2 ch の音源をマルチ ch 化させる演算技術をマト U ックス-デコードと言い、 S . lch 信号 
を目.1 ch に伸長させる技術をデコードと呼ぶことびあります。 


準備 


設二と接妊 


基本設定と操作 


ipo 一 / USD J サラゥンド再生 ^^口ぶ定"リモコン 困ったとき 圓付禄 
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^ _ 

|DTS Sdts-HD 

Master Audio 


入力信号 

サラウンドの名称 

デコード方式 

特徴 

HD 二!ンテンツ 

- DTS-HD Master Audio 
. DTS-HD High 
Resolution Audio 

ディスクリート 

高精細音声技術。 HDMI ケーブルで 
伝送可能。特に DTS-HD Master 
Audio は、□スレス符号化技術によ 
り最高音質を実現。 

己. Ich (サラウンド 
バック ch フラグ付） 

- DTS-ES 
( Matrix / Discrete ) 

ディスクリート 
+マトリックス 

サラウンドバック C h を使用して、 
臨場感を高めた方式 

已 .Ich ディスク U - 卜 

- DTS ( Surround ) 

- DTS 96/24 

ディスクリート 

DVD 降の代表的フォーマット 

一般的な 2 ch 
ドルビーサラウンド 

- Neo :6 

マトリックス 

すべてのステレオ信号に対応する 
万能なサラウンド技術 


詳細な情報は DTS のホームページをご覧ください。 
http :// www . dtsjapan . co . jp / 


米国 if 寺言午已4己] 942号、已9已6674号、已974380号、已978762号、6226616号、 
6487已3已号、7212872号、7333929号、739219已号、7272已67号、または、米 
国およびその他の国での登録済み特許、または特許申請中の実施権に基づさ製造されています。 
DTS および記号は DTS 社の登録商標であり、また、 DTS - HD 、 DTS-HD Master Audio およ 
び DTS の口づは DTS 社の商標です。製品はソフトウエアを含んでいます。 ◎ DTS 社不許複製。 


fWMA 


Plays Sj 

Windows 

Media™ 


外装箱に印刷された 、 Windows Media tm の□ゴは、本機び VVMA データの再生に対応して 
いることを示しています。 

VVMA とは 、 「Windows Media Audi 日」の略で、米国 Micros 日け Corporation によって 
開発された音声圧縮技術です。本機では Windows Media 円 ayer によってエンコードされ 
た、拡張テび r . wmaj の WMA ファイルを再生することびでさます。ただし、著作権保護 
のかかったファイルやエンコードする Windows Media 円 ayer のバージョンによっては再 
生でさないことびあります。 

Microsoft、Windows Media、Windows □コ'は、米国 Microsoft C 日の日 ration の米国 
およびその他の国における登録商標または商標です。 
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I iPod / iPhone について 


[Made for iP 日 cl 」 および 「Made for iPhone 」 
とは、それぞれ iPod あるいは iPhone 専用に 
接続するよう設計され、アップルび定める性 
能基準を満たしているとデべ□ッパによって 
認定された電テアクセヴ IJ であることを示し 
ます。 

アップルは、本製品の機能および安全および 
規格への適合について一切の責任を負いま 
せん。 


( - 

Made for 

圖 iPod 印 Phone 


iPod は、米国および他の国々で登録され 
た Apple Inc . の商標です。 


技術資料 


「 MPEG-S AAC 


MPEG -2 オーディオの標準ち式の 
1つで、目 S デジタルや地上デジタ 
ル放送で採用されている音声符号化 
規格です。高圧縮率なびら高音質を 
確保でさる点び特長で、番組内容に 
よりマルチチヤンネ>1レ設定が可能な 
フオーマツ トです。 


巧 


■米国におけるノ V ° テントナンバー 


08/937|9已〇 
51848,3 9] 

已，2911已已7 
5145119已4 
5 400 433 
已，2221189 
5|3已7| 已94 
5 752 225 
已13941473 
5| 已831962 
51274,740 
已163319 8] 


已12971236 
4,914,701 
已 |23已 |67] 
07/640,已50 
已 I 已791430 

08/678,666 
98/03037 
97/0287已 
97/02874 
98/03036 

已12271788 
已 |28已 |498 


514811614 
已 I 已92|已84 
己17811888 

08/039.478 
08/211，已47 
己17031999 
08/557,046 
08/894,844 
512991238 
512991239 
已12991240 
51197,087 


514901170 
已，2641846 
已|26吕|6吕己 
已13751189 
已，已81，6已4 
日已-183|988 
已 I 已48|已74 
08/已061729 
08/576|49已 
5,717,821 
08/392|7已6 


rMPEG-4 AAC 


AAC とは 、 「Advanced Audio Godins 」 の略で、 MPEG -2、 MPEG -4 で使用される音声 
圧縮技術に関する基本フォーマットです。 AAC データは、作成に使用したアプ IJ ケーショ 
ンによってファイル形式と拡張テび異なります。本機では、 iTunes によってエンコードさ 
れた、拡張テび r . m 4 aj の AAC ファイルを再生することびでさます。ただし、著作権保護 
のかかったファイルやエンコードする iTunes のバージョンによっては再生できないことび 
あります。 

iTunes は、米国およびその他の国々で登録された Apple Inc . の商標です。 


応用設定圓リモ n ン-困〇たとき-付録 


軍！ ぶ置と接掃 基本ぶ定と操作 iPod USD 1サラウンド再生 
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fHOMI について 


HiDmr 

HIGH-DEFINITION MULTIMEDIA INTERFACE 


HDMKHigh-Definition Multimedia Interface ) とは 1 本のケーブルで映像と音声を受信する 
デジタル伝送規格です。ディスプレイ接続技術の DVKDigital Visual Interface ) を家庭向け 
のオーディオ機器用にアレンジしたものであり、高い帯域幅のデジタル内容保護 ( HDCP ) を実 
現した次世代テレビ向けのインターフェース規格です。 

本機では、 HDM 阅応機器と HDM 阅応のテレビなどを接続することで、圧縮されていないデ 
ジタル映像と音声（ドルビーデジタル、 DTS 、 MPEG -2 AAC 、 または U ニア PCM ) を1本のケー 
ブルで伝送できます。ドルビー TrueHD や DTS-HD Master Audi 日などの□スレスデジタル 
音声 フオーマツ トにも対応しています。 

本機は HDMI 機器との接続を目的として設計されています。 DVI 機器に接続した場合、 DVI 機 
器によっては正常に動作しない場合びあります。 

本機は高画質規格の Deep Color 出力や x . v . Color の伝送も可能です。 


" x . v . Color " および x . v.Color は、ソニー株式会社の商標です。 

HDMI、HDMI ロゴ、および High-Definition Multimedia Interface は 、 HDMI 
Licensing , LLC の商標または登録商標です。 
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Dolby Digital、Dolby TmeHD、Dolby Digital 円 us 、 DTS 、 DTS - EXPRESS 、 
DTS-HD Master Audio 、 DTS-HD High Resolution Audio 、 MPEG -2 AAC 、 
2 ch から最大 8 ch までのリニア PCM デジタル信号（サンプリング周波数： 

32 kHz 、44.1 kHz ' 48 kHz . 88.2 kHz ' 96 kHz .176.4 kHz . 192 kHz )、 
SACD (DSD 2 ch 信号)、ビデオ CD 、 スーパービデオ CD 、 DVD 才ーデイオ （192 
kHz 含む） 


iPod/USB (USB 
メモ U —再生時） 


種別 

お張子 

ストリーム 


MP 3 

. mp 3 

- MPEG -1/2/2 .已 

オーディオレイヤー3 

サンプリング周波数 

8 kHz 〜48 kHz 

量子化ビット数 

16 bit 



チャンネル数 

2 ch 




ビットレート 

8 kbps 〜320 kbps 

WMA 

.wma 

- WMA 8/9 
( WMA 9 Pro や□スレ 

サンプリング周波数 

32 kHz '44.1 kHz 

量子化ビット数 

8 bit 、] 6 bit 



スコーディングには対応 
していません） 

チャンネル数 

2 ch 



ビットレート 

32 kbps 〜] 92 kbps 

AAC 

. m 4 a 

- MPEG -4 AAC 
(アップル□スレスコー 

サンプリング周波数 

11.02 已 kHz 〜 48 kHz 

量子化ビット数 

16 bit 



ディングには対応してい 
ません） 

チャンネル数 

2 ch 



ビットレート 

] 曰 kbps 〜320 kbps 


著作権保護のかかったファイルは再生でさません。 

本機び対応している形式のファイルでを再生でさないことびあります。 

可変ビットレート ( VBR ) で圧縮されたファイルを再生でさますび、経過時間 
び正しく表示されないことびあります。 

接続している機器の種類やソフトウエアのバージョンによって働かない機能び 
あります。 

MPEG Laye 「-3 音声復号化技術は 、 Fraunhofer IIS および Thomson 
multimedia からライセンスされています。 


技術資料 


fX 力端子の巧応フォ-マット 

各入力端テで対応している音声フオーマツトは下のとおりです。 


直 

と 


入力端テ 


対応音声 フオーマツ I 


デジタル(光/同軸) 


Dolby Digital . DTS 、 MPEG -2 AAC、PCM (サンプリング周波数： 

32 kHz 、44.1 kHz ' 48 kHz . 88.2 kHz ' 96 kHz .176.4 kHz .192 kHz ) 


i — と操作 ■ iPod/USB _ サラウンド再生議一、 i 定 U モミ"困〇たとさ ■付録 
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ディ7— . 

. 7 

ディメンション . 

. 62 

デュアルモノラル ........ 

. 61 

テレビ . 

. 32,73 

電源コード . 

. 41 

ドルビー . 

. 91 

1な行1 

入力 . 

. 30, 46, 9已 

1は行1 

パノラマ . 

. 62 

光デジタルケーブル.... 

. 31 

表示部 . 

. 9,11 

フオーマット . 

. 95 

プ U セットコード ........ 

. 72, 7已 

フ□ントサラウンド • 

アドバンス . 已7 

フ□ントパネル . 

. 10 

保証 . 

. 80 

1ま行1 

ミットナイト . 

. 61 

メーカーコード IJ スト 

. 75 

1ら行1 

U スーングモード ........ 

. 46,已4 

U モつン . 

. 6,72 

連動動作 . 

. 68 

録画機器 . 

. 30 


I さ行 I 

再生機器 . 

サウンドディレイ . 

サウンドレト U バー . 

サラウンド . 

サラウンドの自動設定 . 

サラウンドバックスピーカー ........ 

サラウンドバックチヤンネル処理, 

シアターモード . 

システムセットアップ . 

仕様 . 

初期化 . 

ステレオ . 

スピーヵー ( HTP - S 333). 

スピーカー （ HTP - S 已3己） . 

スピーヵー ( HTP - S 737). 

スピーカー （ HTP - S 巨己] 0). 

スピーカー出カレベル . 

ス L —力一の言又定 . 

スピーカーまでの距離 . 

ス IJ ープタイマー . 


接続ケーブル . 

セットアップ用マイク 
センターイメージ ........ 

センター幅 . 

前面端テ . 


励 

ダイナミックレンジコント□ール 
ダイレクト再生. 

他機器 . 


反行 I 


アコースティックキヤ IJ ブレーシヨン EQ 



. 已8, 6] 

エラーメッセージ . 

. 44,己]，已3 

オーディオ調整 . 

. 61 

才ート MCACC . 

. 42 

オートサラウンド . 

. 55 

オートディレイ . 

. 62 

お手入れ . 

. 90 

音源 . 

. 55 

音声出力 . 

. 55 

音声入力信号 . 

. 47 

音量 . 

. 47 

1 か行 1 

工場出荷時の設定 . 

. 79 

巧 H . 

. 8 



さぐいん 


本機を操作するとさの主な用語や表示をまとめました。 

参照ページに進むと、それぞれに関連する情報があります。 


011已2900438728466已79 
366已4已67687已2112666 
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12228 274 
34663 6已7 



















































































アルファベット 


A.DLY . 62 

ADVANCED SURROUND . 已 6 

C.IMG . 62 

C.WIDTH . 62 

DIMEN . 62 

DRC . 62 

DTS . 92 

EQ . 61 

FM アンテナ . 40 

FM ラジオ . 48 

HDMI . 3]，62, 68, 94 

HDMI によるコント□ール機能 . 68 

iPod/iPhone . 38,已0, 93 

LFEATT (LFE アツテネーター) ..... 


..62 

Manual SP Setup . 64 

MIDNIGHT . 61 

MPEG -2 AAC . 93 

MPEG -4 AAC . 93 

OSD . 30, 42,已0,己 2, 64, 77 

PHASE CONTROL . 已 8 

PNRM . 62 

S.DELAY . 61 

S.RTV . 61 

UP MIX . 60 

US 巳メモ U —. 39,已2, 9 己 

WMA . 92 


さ < いん 


設置と接続-基本設定と操作 H iPod \usm 圓サラウンド再生"応用設定圓リモミ ~困ったとき ■付録 
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設置と接続-基本設定と操作 - iPod / USB 圓ヴラウンド再生圓応用設定圓リモ n ン-困〇たとき-付録 


< 各窓□へのお問い合わせの時のごを意 > 

「0120」で始まる原!フリーコールおよび©フ U -〕ー ルは、携帯電話 • PHS などからは、 
ご使用になれません。 

また、【一般電話】は、携帯電話 • PHS などからご利用可能ですび、通話料びかかります。 


ご相談窓□のご案内 


パイオニア商品の修理•お取り扱い（取り付け•組み合わせなど）については、お買い求めの販売店様へ 
お問い合わせください。 

商品についてのご相談窓 □ 

♦ 商品のご購入や取り扱い、故障かどラかのご相談窓□およびカタ□グのご請求について 

カスタマーヴポートセンター（全国共通フリーコール） 

受付時間月曜〜金曜9:30〜1泣00、±曜9:30〜]2:00、 13:00-17:00 (日曜•祝日•弊社休業日は除く） 
■家庭用才ーディオ/ビジュアル商品 la 0120-944-222 -般電話044-己72-日]02 

■ファックス 044-己72-日] 03 

■インター ネッ トホームぺージ http://pioneer.jp/support/ 

※商品についてよ<あるお問い合わせ-メールマガジン登録のご案内-お客様登録など 


修理窓□のご案内 


修理をご依頼される場合は、取扱説明書の『故障かな？と思ったら』を一度ご覧になり、故障かどラかご確認 
ください。それでち正常に動作しない場合は、①型名③ご購入曰③故障症状を具体的に、ご連絡ください。 


修理についてのご相談窓 □ 

♦ お買い求めの販売店に修理の依頼び出来ない場合 


修理受付窓 □ 

受付時間月曜〜金曜9:30〜1狂00、 

±曜9:30〜]2:00、 13:00-17:00 (日曜•祝日•弊社休業日は除く） 

■電話 

IP 0]20— 已一 8] 日 2— 8 —般電言舌 044-572-8100 

■ファックス 

原！ 0120-5-81029 

■インターネットホームページ 

http://pioneer.jp/support/repair.html 

※インターネッ ト による修理受付対象商品は、家庭用オーディオ/ビジュアル商品に限ります 

沖縄サービス認定店（沖縄県のみ） 

受付時間月曜〜金曜9:30〜18:00 (±曜•日曜•祝曰-弊社休業曰は除く） 

■一般電話 

098-987-1 120 

■ファックス 

098-987-1 121 


音15品のご購入についてのご相談窓 □ 

参部品（付属品、リモコン、取扱説明書など）のご購入について 

部品受注センター 

受付時間月曜〜金曜9:30〜1狂00、±曜9:30〜]2:00、 13:00-17:00 (日曜•祝日•弊社休業日は除く） 

圓電言舌 0] 2。一己一 8] 09已 一般電言舌 044-已 72-8] 。7 

■ファックス 0]20-已 一8] 096 

平成22年日月現在記載内容は、予告なく変更させていただくことびありますので予めご了承ください。 V 0 L .040 

_⑥201。ノくイオニア株式会社禁無断転載 

ノ Y イオニア株式会社 〒 2] 2 -日日 31 神奈川県川崎市幸区新ル倉 1 番 1 号 
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